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			そのスライム、ボスモンスターにつき注意

			最低スライムのダンジョン経営物語①

			時野洋輔

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			プロローグ

			第一話　そのスライム、元人間につき

			第二話　その魔剣、妖刀につき

			第三話　そのお嬢様、自称ライバルにつき

			第四話　そのバトル準備、順調につき

			第五話　そのダンジョンバトル、正攻法では敗戦濃厚につき

			エピローグ

			番外編　その日記、筒抜けにつき

		

	
		
			プロローグ

			　

			　土の壁に囲まれた扉もなければ窓もない部屋。家具として存在するのはテーブルと椅子、そして本のぎっしり詰まった本棚があるだけの、密室と呼べる空間。

			　その部屋の椅子に座って少女はランプの光を頼りに本を読んでいた。

			　リラックス効果のある手作りアロマの香りが漂っている。しかし、その効果はいまいちのようだ。彼女は落ち着かない様子で、それでも気分を落ち着けようと眼鏡を光らせて本を必死に読む。

			　時間を潰すために読んでいたボロボロの『ダンジョンフェアリー教本』の中身はすべて頭の中に入っている。だが、今は緊張のあまり自分が何を読んでいるのか全く理解できない。ただ文字を追うだけの作業に時間を費やしていた。

			「はぁ……ダメだ」

			　と彼女は本を閉じて眼鏡を外し、そしてまたかけた。

			　彼女の名前はシエル。

			　見た目は十五、六歳。眼鏡をかけたセミロングの黒髪の少女だ。本当の年齢は十八歳なのだが、そう見られることは滅多にない。

			　外見通りでないのは年齢だけではない。彼女は人間ではなく、ダンジョンフェアリーと呼ばれる精霊の一種であった。

			「ダンジョン学園規則その一。ダンジョンフェアリーは清く正しくルールに則り行動しなくてはいけない」

			　彼女はそう言って、本棚の本の上にある空きスペースに置いてあった手鏡を持ち、自分の服装を確認した。

			　学校で支給された黒色のローブはところどころ繕(つくろ)った跡があり、お世辞にも新品同様とは言えない。それでもきれいに洗濯されているのはわかる。被っていたケモノ耳のような突起のついた黒色の帽子。その突起の隙間を確認するが問題ない。

			　彼女はこの一連の動作をこの一時間で五回は行っていたから当然だろう。もう取る埃も全く残っていない。

			「大丈夫、私はよくやったわ」

			　と言い聞かせ、時間が来るのを待つ。

			　彼女はこれから、ダンジョンを作るためのボス召喚を行う。ボス召喚を行ったら、ダンジョンフェアリーはそのボスモンスターに仕え、ダンジョンを成長させるという使命がある。

			「大丈夫、私はよくやったわ」

			　と再度同じことを言った。

			　実際、彼女はダンジョンについて学ぶダンジョン学園において首席で卒業した。全教科満点というのは学園始まって以来の快挙だ。

			　魔物語学、魔物知識、補助魔法学、ダンジョン基礎戦略、ダンジョン史、その教科書のすべてが彼女の頭の中に入っている。

			　それでも知識と実戦は違うこともまた、彼女は重々承知していた。

			　そもそも、どんなボスモンスターが召喚されるのかは完全なる運。そして、その魔物がダンジョンボスにならない可能性がある。稀有な例――といっても百人にひとりは、召喚した魔物にその場で食べられてしまうそうだ。だから、強いからといって知識のない魔物を召喚してはいけない。そして、召喚された魔物がダンジョンボスになることを拒んだ場合、ダンジョンフェアリーは十年間冬眠状態に入らなければいけない。

			　そのため、最初の交渉に必要なのは魔物語学と魔物知識。

			　召喚した魔物とコミュニケーションを交わすには魔物の言葉を理解しないといけない。ほとんどの魔物は魔物共通語、もしくはゴブリン語を使う。ただ、竜族は竜語を話すし、魔物によっては音の高低だけで意思疎通をすることもある。そして、シエルはそれらをすべてマスターした。

			　彼女は努力家だった。

			「大丈夫、私はよくやったわ」

			　と何度目かの自分への励ましを行った、そのときだった。

			　部屋全体が青く輝きだした。

			「はじまったっ！」

			　シエルは慌ててランプの炎を消した。余計なエネルギーが召喚魔法に与える影響を懸念してのものだった。

			　そして、光は文字を生み出す。

			　部屋の壁全体に文字が書き込まれていき、そして埋め尽くされた。

			（すごい本の絵では見たことがあるけど、実際に見ると全然違う）

			　鼓動が高鳴るのを感じた。心臓がバクバクして、今にも飛び出そうだ。

			　そして、彼女は自然とその文字を目で追っていた。もう今は使われていない古代文字であり、資料もほとんど残っていないためほとんど翻訳することはできない。

			　でも、わかる単語がいくつかあった。その単語は「祝福」や「幸福」といった意味のある言葉だった。まるで学園を卒業し、これから一人前のダンジョンフェアリーとして生きていく自分への祝福の言葉だと、シエルは思った。

			（きっと、私はこの光景を一生忘れないわ）

			　さっきまでの緊張がそのまま興奮へと変わり、シエルは無言でその光景に見入っていた。

			　そして、光の文字はバラバラになって部屋の中心に来ると消え失せた。

			　シエルは急いでランプの灯を点け、部屋の中に――

			「……へ？」

			　部屋の中にいたそのモンスターを見て、シエルは思わずそんな声をあげた。

			　それは手も足もない。それどころか目も鼻も口も眉も毛もない魔物。

			　その体は青色の半透明で、ランプの光を反射して映し出している。
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			「……スライム……」

			　そう呟き、シエルはその場に頽(くずお)れた。

			　スライム。世界最弱の魔物とも言われ、現れたスライムのひとまわり小さいスライムはベビースライムと呼ばれ、三歳の子供でも倒せる。普通のスライムでも成人男性ならば楽に倒せる――それほど弱い魔物だ。そして、もうひとつ大きな特徴がある。

			（コミュニケーションが取れない）

			　スライムは喋(しやべ)らない。というか知性がほとんどない。ボスモンスターとして契約することができない。

			「……なんで……なんでよりによってスライムなのよ」

			　シエルの目から涙が出てきた。そして、過去の自分を思い出す。

			　彼女はいつもそうだった。

			　いつもハズレを引く。くじ引きの類で当たりを引いたことはない。

			　学校の授業にしてもそうだ。一日学校を休んだら、テストには休んだ日の内容が重点的に出てくるし、答えがわからない選択問題で正解を引いたことがない。九割内容を理解してたら理解していない一割がテストの問題になる。零点を回避するためには十割理解するしかない。魔物語にしてもそうだ。

			　魔物語を九割覚えたら、きっと召喚されるボスモンスターは覚えていない魔物語を操る魔物になってしまうと思ったから全部覚えた。

			「なのに……なんで」

			　シエルは思った。

			　きっと自分は十年経って再度、ダンジョンフェアリーとしてボスモンスターを召喚してもらっても、ハズレを引き続けるのだろうと。

			　そう思った。

			「なぁ、泣いているところ悪いんだが――ここはどこだ？」

			　その声を聞くまでは。

			「……え？」

			「聞こえなかったのか？　ここはどこだって聞いてるんだ――ってか、やけに視線が低いんだが、俺、一体どうなってるんだ？」

			　とそのスライムは魔物の言葉ではなく、人間の言葉でそう尋ねたのだった。

			　

			　そのスライムこそがこの物語の主人公。

			　今は目と鼻と口どころか、名前すらない。

			　そんな一匹のスライムがいずれこの世界に大きな変革をもたらす存在になる――

			　

			　――かもしれない。

		

	
		
			第一話「そのスライム、元人間につき」

			　

			　気が付けば俺は自分というものを見失っていた。

			　まず、自分がどこにいるのかもわからないし、今どういう状態になっているのかもわからない。

			　わかっているのは、自分が軽い記憶障害に陥っているらしいということだけだ。まぁ、つまりは何もわかっていないわけだが、自分の名前さえもわからないのはかなり重症のようにも思える。

			（やばいな、夕べ飲みすぎたのか？）

			　記憶を失うまで飲むのはよくやっていた気がするけれど、記憶障害になるまで飲むのは初めて……な気がする。記憶障害なのでそのあたりは曖(あい)昧(まい)だ。

			　とりあえずどこかの治療院に行って酔い醒ましの回復魔法でもかけてもらいたいが。

			「……なんで……なんでよりによってスライムなのよ」

			　聞こえてきたのはそんな女の子の泣き声だ。

			　スライム？　何を言っているんだ？

			　それよりやけに目(ま)蓋(ぶた)が重い。どうやら本格的に飲みすぎたようだ。立ち上がることもできない。

			　誰か――誰でもいいから水、水を持ってきてくれ。

			　ってあれ？　声も出ない。

			　喉までやられたのか？

			　これだから酒精が強いだけの安酒はダメなんだ。高い酒は悪酔いしないって言うからな。いつかはいくら飲んでも酔わない酒を飲みたいものだ。まぁ、そんなものがあれば金がいくらあっても足りないだろうが。

			　って、そうだ。財布はあるのか？　もしかして酔っぱらって道端で寝た挙句、財布を盗まれたりしていないよな。金がなかったら治療院で回復魔法をかけてもらうことすらできないぞ。と思って手を伸ばそうとするが腕が動かない。

			（俺の身に一体何が起きてるんだ？）

			　俺はようやくこの異常事態に気付いた。

			　とりあえず目を開けて状況の確認をしないといけない。

			　だが、相変わらず目(ま)蓋(ぶた)は閉じたまま。

			（くそっ、開け俺の目っ！　光よ差し込めっ！）

			　――と思った瞬間、世界に光が差し込む。

			　ってあれ？　なんだ、これ。俺の視界ってこんなに広かったっけ？　真後ろどころか頭の上まで認識できるんだけど――視界のどこかに女の子が映っている。まずはそこだけを見ようと思ったら、視界が一気に狭まった。

			　そこにいたのは、十五歳くらいの黒髪の少女だった。どうやらここは彼女の部屋らしい。さっきから泣いているのはこいつか。

			　次は声だ。目も開けられるようになったし、声も出るだろう。と気楽な考えで、

			「なぁ」

			　と、言ってみた。今度は声を出すことができた。俺が声をあげたことで、少女は驚き、床に倒れたままの俺を見下ろす。

			「泣いているところ悪いんだが――ここはどこだ？」

			　俺は彼女にそう尋ねると、彼女はきょとんとした目でこちらを見て来た。

			「聞こえなかったのか？　ここはどこだって聞いてるんだ――ってか、やけに視線が低いんだが、俺、一体どうなってるんだ？」

			　どうも倒れているようだが、起き上がろうとしてもうまいこといかない。頭もまだ少しぼーっとしているし。

			「悪いが二日酔いで頭が痛くて、体も動かないんだ。水をくれないか？」

			「わ、わかったわ」

			　と、先ほどまで泣いていた少女は本棚の上に置いてあった水差しの水を――俺の頭にぶちまけた。

			「って、何しやがるっ！　水を飲ませろって言ってるんだっ！　口に入れろよっ！」

			「え、でも口なんてどこにもないじゃない!?」

			　その少女は逆ギレ口調で言った。

			「口がない？　何言ってるんだ、口がなかったら喋(しやべ)れるはずがない……ってあれ？」

			　そう言えば、俺、さっきから口の感覚がないんだけど。

			「もしかしてやばい病気かもしれない。手も足も口の感覚もないなんて……」

			「感覚がないのは、そのものがないからじゃないかしら？」

			　と彼女は先ほど使っていた手鏡を取り出し、俺の前の床の上に立てた。僅かに曇った鏡の向こうに、本来なら俺の顔が映っているはずだったが、そこに映っていたのは、青のゼリー状で人間の頭より少し大きいくらいの体の魔物。

			　

			「スライム？」

			　

			　スライムだ。雑魚(ざこ)モンスターだ。なんでこんなところに？　っていうか、これ、鏡じゃないのか？

			　ということはつまり――

			「それが、あなたよ」

			　彼女はそう言った。

			　よし、わかった。

			「現状に鑑(かんが)みると、俺の今の状況は理解できた」

			「え？　本当に？　私は全然理解できていないんだけど」

			「俺の姿がスライムになった。ということは、勇者である俺の力を恐れた魔王が配下の魔女の力を使ってスライムに変えた――つまりお前が魔女ということだな」

			「全然違うわよっ！　っていうか、あなた、勇者だったの？」

			「そうだったら女の子にモテそうだなって思っただけだ……まぁいいや」

			「まぁいいのっ!?」

			「スライムって一度なってみたかったんだよな――溶解液っ！」

			　と俺は頭に触覚を作り、そこから溶解液を飛ばす。その溶解液は目の前の少女の胸の部分にあたり、その服をシューっと音を立てて溶かす。

			　白い下着が見えて、ワンテンポ遅れて、少女は悲鳴を上げた。

			「きゃぁぁっ！」

			「おぉ、やっぱり溶解液プレイはそそるものがあるな……」

			　ブラのサイズはあまり大きくなさそうだ。着やせするタイプかとも思ったが、見た目通りの少女のようで少し残念だ。無乳というほどではないな。

			　俺の好みではないが、貧乳には貧乳の需要があるというし、彼女には強く生きてもらおう。

			「それにしても、白とは思っていなかった。魔女といったら黒下着かと思ったが――って何いきなり脱いでいるんだよっ！」

			「こっちを見ないで！　はやく染み抜きしないと溶解液の穴が広がっちゃうでしょっ！」

			　少女は服を脱ぐと、涙目で水差しの水を持っていたボロボロのハンカチにしみこませ、染み抜きの要領で溶解液を取っていくと針と糸を使って縫い始めようとした。が溶けた服を縫い合わせるには布が足りないらしく、袖の部分を鋏で切って、それを使って繕(つくろ)った。そして服を着る。

			　その間、僅か三十五秒――超早業だ。

			　ただ、パンツが青と白の縞(しま)パンツなのはダメだな。縞(しま)パンツがダメなのではなく、ブラと柄が違うのは減点だ。

			　と俺が考えていると、彼女は俺を睨みつけ、

			「何するのよっ！　私、服はこれだけしか持ってないのよ」

			　と訴えて来た。下着を見られたことよりも服を溶かされたことへの怒りが上回っている。

			「悪いな、俺もずいぶんと混乱したらしい。下着を溶かす作業を忘れていた」

			「溶かしたらそのまま踏みつぶすわよ――」

			　少女はそう怒鳴りつけると、ふと何かを思い出したかのように咳払いをした。

			「……ごほん、申し遅れました。私はダンジョンフェアリーのシエル。あなたをこのダンジョンのボスモンスターとして勧誘するものです」

			「ダンジョンフェアリー？　聞いたことがないが、妖精だというのなら、魔物なのか？」

			「魔物の一種ですね。頭に魔石があります」

			　とシエルは帽子を脱いで、前髪で隠れているおでこを見せた。そこには紫色に輝く宝石のようなものが埋め込まれている。
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			　彼女が嘘をついていない限り、あれは魔石だろう。

			　人型の魔物は全員体のどこかに魔石を埋め込んでいると聞いたことがある。誰から聞いたのかは覚えていないけれども。

			「で、俺をダンジョンボスにねぇ。こう言っちゃ悪いが、俺、スライムらしいぞ？　スライムがボスのダンジョンなんて聞いたことがないんだが」

			「仕方ないのです。ダンジョンのボスはランダムで召喚され、変更はできません。あなたがダンジョンのボスになることを断れば、私は十年間の眠りにつかなければいけません」

			「なるほど、ずいぶん丁寧な喋(しやべ)り方になったのも、俺をダンジョンボスとしてここに据えたいからか……事情はわかった」

			「わかってくれたの？」

			「ああ、つまり、俺がここで断ればシエルは困るってことだろ？　例えばここで扇情的なポーズを取って俺を悩殺することができたらダンジョンボスになってやる！　と言えばお前はそれに従わざるを得ないってことだ。違うか？」

			「……ま、まさかそんな命令しないわよね？」

			　シエルの顔が引きつった。どうやら俺の予想は正しかったらしい。つまり、この女は今や俺の言いなりということだ。

			「そういえば、お前、俺を見て泣いていたよな。どうしてスライムなんだ？　って。召喚されたのが俺でショックだったんだよな。そんなにイヤなら契約はしなくてもいいんだぞ」

			「そ……そんなことないわよ！　スライムでよかったと喜び泣いただけよ」

			「なんだ、シエルはスライムマニアだったのか。変態だな」

			「そ……そうよ。だからお願い、私と契約を――」

			「喉が渇いたな――この家は客に対してお茶も出さないのか」

			「あなた、喉なんてどこにもないでしょ。それにさっき水をあげたし」

			「何か言ったか？」

			「ま、待ってて」

			　とシエルは本棚の上にあるグラスを下ろし、魔法の詠唱を唱えると、

			「水よ(ウオーター)」

			　と魔法で水を作り出してグラスに入れた。

			「すみません、茶葉を切らしていまして、水しかありませんが」

			「まぁ、用意していないものは仕方ないか」

			　と俺は湯呑を見る。さて、どうやって飲めばいいのだろうか？

			　とりあえず体を触手のように伸ばして湯呑の中に体を浸けてみた。うん、この感覚は水を吸い取れそうだ。

			　水を吸い取っていくと、確かに水を飲んだという気分になれた。

			「次は肩がこったな」

			「あなた、肩なんて――」

			「何かいったか？」

			「揉ませてもらうわ」

			　シエルは多少苛立った様子で俺の肩を揉み始めた。

			「って、そこは頭だよっ！」

			「どこが頭でどこが肩かなんてわからないわよ！」

			「そんなこと言われてもなぁ、なんで俺、人間だったはずなのにスライムになってるんだ？」

			　と頭を揉まれたことで、そんな基本的なことを尋ねた。

			「え？　あなたもともと人間だったの？　人間の言葉が話せるのもそれが理由？」

			「だろうな。でも記憶が曖(あい)昧(まい)で、自分の名前すら思い出せない。とりあえず、仮の名前でも用意してくれないか？」

			「名前？　そんな急に言われても……」

			　とシエルは俺の頭を揉みながら、考えた。

			「スラッピ？」

			「ふざけるな。かっこいい名前にしてくれよ。じゃないと契約してやらんぞ」

			　俺が怒ると、シエルがんー、と頭をひねって考えた。

			「……バスタードってどうかしら？」

			「バスタード？」

			「かっこいいでしょ？」

			　自慢げに、そしてどこかにやついた笑みで言ってきた。確かに響きだけだとその名前はかっこいいが。

			「バスタードって、まがい物だとか庶(しよ)子(し)だとかろくでなしだとか、そういう悪い意味の言葉じゃなかったっけ？」

			「……うっ、そうだっけ？」

			　白々しくシエルが誤魔化そうとした。急に口笛を吹きだす。

			　って、うまいな、口笛。プロの演奏みたいだ。

			　でも、バスタードか。

			「いいぞ、それで。アウトローな感じがして俺好みだ。でも呼び名はタードでいいぞ」

			「え？　本当にいいの？」

			「あぁ、気に入った。ダンジョンボスとして自己紹介して相手が変な顔をしたら、シエルに名付けてもらったって自慢するからな」

			「え、そんなことしたら私の評判が――え？」

			　シエルは俺の言葉の意味にようやく気付いたようだ。

			「なってやるよ、ダンジョンボス。どうせスライムなんだ、他の生き方をしても冒険者に狩られて終わりだろ？」

			「ほ、本当にいいの？」

			「じゃあやめた」

			「契約してくれる気になってうれしいわ！　じゃあ、この契約陣にサインをお願い！」

			　シエルは魔法の詠唱をしながら、ささっと指で地面に文字を書く。

			『汝(なんじ)、ダンジョンボスとして生きるなら名を書け』

			　と文字が光り出した。つまりこれに名前を書けば俺は晴れてボスモンスターの仲間入りということだが。

			「……偉そうだな」

			「そういう決まりなのよ」

			「仮の名でもいいのか？」

			「いいんじゃない？　召喚されたモンスターって、ほとんどの場合最初は名無し(ノーネーム)だから召喚したダンジョンフェアリーが名付けるものだから」

			　そういうものか。

			「何で書けばいいんだ？」

			「さっき水を飲んだときみたいに触手を伸ばしてなぞるだけでいいわよ。勝手に光るから」

			「そうか……えっと、シエルっと」

			　と俺は触手でシエルの名前を書いた。

			「ちょっと、何で私の名前を書いているのよっ！」

			　俺がシエルの名前を書いたことに気付いた彼女は、俺を押しのけて文字を見た。

			　俺が書いた文字は一瞬光ったのち、消えてなくなった。

			「いや、何か罠じゃないかと思って一応な」

			「よかった、何も起きていないわね。言っておくけど、自分の名前を書かないと成立しないわよ――そんなことが許されるのなら強制的に契約とかできるでしょ？」

			「やっぱりそうか……じゃあシエル、お前が自分の名前を書いてみろよ」

			「なんで私が書かないといけないの！」

			「罠じゃないことを証明するために。お前が書いても問題ないだろ？　ダンジョンフェアリーはボスモンスターになれないんだよな？　なれるのならお前があんなに泣いて、俺に媚(こ)びへつらってまでボスモンスターになってくれなんて言うわけないし」

			「どうしてそんなに疑ってるのよ」

			「俺は性格が悪いから人に恨まれている自信があるんだ」

			「悔しいけど、すごく納得したわ」

			　そして、シエルは徐に床に座り込み、指で名前を書こうとして、息を飲んだ。

			　指の動きが止まる。

			「どうした？」

			「大丈夫だとは思うんだけど、ダンジョンフェアリーがこの契約に名前を書いたらどうなるかなんて教科書にも書いていなかったら、どうなるか心配なだけよ……ねぇ、やめない？」

			「やめない。というか、前例がないのならむしろやっておけよ。今後の後輩のためにも」

			「わ、わかったわよ」

			　とシエルは震える指で、自分の名前を一文字ずつ確実に書いていった。

			　

			　結果――

			　

			「やっぱり何も起きないか」

			　俺がシエルの名前を書いた時と同様、文字が消えただけで何も起きない。

			「……こ、怖かった」

			「じゃあ、俺が書くか」

			　と触手を伸ばし、すらすらと名前を記入した。

			　

			【バス・タード】

			　

			　すると俺が書いた文字が二回点滅したのち、シエルが書いた契約の文字とともに消えて俺の体に吸い込まれていった。

			　ダンジョンのボスになる契約を終えた俺は自分の体を確認した。

			「んー、体に異常はないな」

			「ふぅ、これで契約は終わったわよ。次にこれからダンジョンについて説明をするわね」

			「え？　ダンジョンボスってただボスの部屋で寝てればいいだけじゃないのか？」

			　俺の中の知識だと、ダンジョンボスって迷宮の一番奥のボス部屋でただぼーっと待っているだけというイメージだった。ダンジョンボスを倒したらその奥のお宝が手に入り、数時間後に迷宮が崩れ落ちる。

			「そんなわけないでしょ。ダンジョンボスの仕事は主に三つよ。勧誘、拡張、防衛ね」

			　三つも仕事があるのか。それってひとりですることじゃないだろ。

			「面倒だな、全部お前がしろよ」

			「命令なら拡張と防衛に関しては従うけど、勧誘はダンジョンボスが自らしないといけないのよ」

			　シエルは少し疲れたようだが、一応俺をボスモンスターとして立てつつ、そう説明した。

			「勧誘って誰を勧誘するんだ？」

			「野生の魔物たちよ。混(こん)沌(とん)世界に行って魔物を説得し、従えて迷宮を守らせるの。それがダンジョンボスにとってボス部屋の防衛の次に重要な仕事だから」

			「迷宮の魔物は勝手に湧いたり、外から入ってきて棲みつくんじゃないのか？」

			「あぁ、そこから説明しないといけないのね。勝手に湧くのはスポーンポイントを設置した場合に限るの。でもスポーンポイントを設置できる魔物には条件があるわ。例えばゴブリンが生み出されるスポーンポイントを設置しようと思ったら、ゴブリン五十匹をスカウトしないといけないわけ。あと、外から入ってきて棲みつく魔物もいるけど、これは基本ダンジョンボスには従わない。ただの侵入者と同じよ」

			「へぇ、面倒なんだな。じゃあ、今はスポーンポイントは設置できないわけか」

			「えっと、ダンジョンボスに応じて最初から設置できる魔物がいるはずなんだけど」

			　とシエルは指で虚空をなぞるような仕草をした。

			「……ベビースライムだけね。一カ所の設置は無料。二カ所目からは１００ポイントが必要になる。一カ所につき一日二十匹のベビースライムが生まれるみたい」

			「ベビースライムって、子供でも倒せる世界一雑魚(ざこ)な魔物じゃないかっ！」

			「仕方ないでしょ！　ダンジョンボスがスライムなんだからっ！」

			　それを言われたらその通りなのだが、でもそのスライムを召喚したのはお前だろうが。

			「……そういえば、さっき１００ポイントとか言っていたけど、それは？」

			「ダンジョンを拡張したり、ダンジョンフェアリー同士が取引をしたり、ダンジョンボスを成長させるのに使用するポイントよ。最初は０ポイント、ダンジョンの侵入者に応じてポイントが手に入るわ。例えばゴブリンなら一匹一日１ポイントくらいかしら。ダンジョンの中で殺したらその十倍のポイントがもらえるわよ」

			「魔物の召喚はできないのか？」

			「ポイントでの召喚はないわ。私ができるのはボスモンスターの召喚だけ。他のダンジョンフェアリーから借りたり、譲ってもらうことは可能だけど、そうした場合はスカウトの人数にはカウントされないわよ」

			　それはそうだ。

			　他のダンジョンフェアリーから借りたり譲ってもらった魔物がスポーンポイント設置のカウントに含まれるのなら、いくらでも抜け道が生まれる。

			　例えばゴブリン五十匹を持っているダンジョンフェアリーから五十匹のゴブリンを一日だけ借りて、スポーンを設置してから返すみたいなことが。

			　つまり、野生の魔物をスカウトするしかないってことか。

			「相手は魔物だから、直接倒して力を見せつけ、勧誘するのが一般的ね」

			「でも、俺ってスライムだろ？　ただのスライムが倒せる魔物っているのか？」

			「もうただのスライムじゃないでしょ？　ダンジョンボスになったんだから、特別な力を手に入れているはずよ。それに私は直接手助けをすることはできないけど、補助魔法を使ってタードを強化することはできるわ。オークくらいなら倒せると思うわよ」

			「オークを倒せるのか。それは助かるな。で、特別な力って？」

			　契約はしたけれども、何か変わった力が備わったとは思えない。

			　触手は五メートルほどしか伸びないし。

			「どうやって自分の力を知るんだ？」

			「鑑定魔法を使えば簡単よ。詠唱は少し省略するわね。《汝(なんじ)、その姿を我に見せよ。鑑定(サーチアイ)》」

			　シエルがそんな魔法を唱えた。最低でも五秒ほど唱えないといけない魔法の詠唱を僅か一秒ほどに省略したのか。

			「ってあれ？　見えないわね。ちょっと待って、今度はちゃんと唱えるから」

			　どうやら失敗したらしい。今度はシエルは早口で何を言っているのかわからない言葉で魔法を紡いだ。今度は高速詠唱か。ここまでくると達人というより芸達者に思えてくる。

			「あれ？　やっぱり見えない――」

			「お前、本当は魔法を使えないんじゃないのか？」

			「そんなことないわよ。さっき魔法で水を出したでしょ――えっと、そうよ！　ダンジョン作成メニューから見ましょ！　タード、どこでもいいからこの部屋の壁に手を触れてみて」

			「壁に？　シエルの胸の絶壁でもいいのか？」

			「いいわけないでしょ！　それに絶壁じゃないわ、そこまで小さくないわよ」

			「うん、さっき十分見たからそれは知っている」

			　Ａカップではあるだろうが、まぁ絶壁ではない。

			　これ以上シエルを怒らせるのも楽しそうだが、自分の力が気になるので俺は触手を伸ばし壁を触った。当然、何も起きない。壁のひんやりした感触が触手に伝わってくる。

			　ちなみに、俺の触手は最高五メートルほど、太さも人間の親指サイズまでしか細くならないらしいし、一本しか出すことができない。

			「触ったら、起動(スタート)って言ってみて」

			「起動(スタート)」

			　と今度は言われた通りに言った。すると、俺が触っている壁が突然、白く平らになった。

			「これはスクリーンと言って、メニューを映し出す魔法画面なの」

			「スクリーンね、っと、何か文字が浮かび上がって来たな」

			　なになに、ダンジョン拡張、アイテム生成、スポーン作成、侵入者情報、魔物管理か。

			　全部人間の言葉で書かれているな。

			　俺が人間の言葉で起動させたからだろうか？　といっても、文字言語があるのは人間を除けば、悪魔や竜などごく一部に限られるので、そうではないのかもしれない。

			「初期起動には時間がかかるって教科書に書いてあったけど、それほどの時間じゃないわね。魔物管理を触ってみて」

			「魔物管理っと」

			　俺はそれを触ると、画面が切り替わった。

			　一番上に俺の名前「バス・タード」、二番目に「シエル・フワンフワン・シャイン」という名前があった。

			「なぁ、フワンフワン」

			「絶対言うと思ったわ。何？　タード」

			「いや、呼んでみただけ」

			「……もう二度とその名前で呼ばないでね。それで、バス・タードって文字を触れてみて。触手、届く？」

			　高い位置にある文字だが、ぎりぎり届くな。

			　これを触ったら情報がわかるということか。

			　俺は躊(ちゆう)躇(ちよ)することなく、その名前を触った。

			　すると、スクリーンにその名前の人物の情報が鮮明に表示される。

			　

			…………………………………………

			名前：シエル・フワンフワン・シャイン

			種族：ダンジョンフェアリー

			年齢：十八

			状態：契約（パートナー：バス・タード）

			スキル：補助魔法ＭＡＸ・回復魔法ＭＡＸ・生活魔法５・攻撃魔法３

			特殊スキル：ボスモンスター召喚（十年に一度）・混(こん)沌(とん)迷宮転移魔法

			称号：不運に愛されしもの・通訳者・ダンジョン学園首席卒業者

			備考：無し

			…………………………………………

			　

			「なんで私の情報を見ているのよ！」

			　と文句を言っているのをよそ眼に、俺はシエルの情報を頭に刻んでいく。

			「混(こん)沌(とん)迷宮転移魔法ってなんだ？」

			「ダンジョンフェアリーは魔法で自分のダンジョン領域から混(こん)沌(とん)迷宮の好きな場所に転移できる転移扉っていう扉を作ることができるの」

			「また混(こん)沌(とん)迷宮か。そんな迷宮聞いたことないんだが、どの辺にあるんだ？」

			「混(こん)沌(とん)迷宮はこことは違う次元にある場所で、基本的に人が行ける場所ではないの。魔物だけの楽園ってところかしら？」

			　なるほど、つまりそこで魔物を勧誘してこっちの世界に連れてくるのがダンジョンボスである俺の仕事っていうわけか。

			　と俺が一人納得していると、シエルがチラチラと俺を横目で見てくる。

			「なんだ？　何か言いたいことがあるのか？」

			「……言いたいのはタードのほうじゃないの？　私の情報、なかなかのものでしょ？」

			　あぁ、なるほど。俺に褒めてもらいたいのか。

			「……不運に愛されしものって」

			「そこ以外の感想を求めているのよ……もういいわよ」

			　とシエルが口を尖らせて拗(す)ねたようだが、確かに彼女が自慢したくなるのはわかる。

			　俺の想像以上だった。

			　ダンジョン学園なるものが何なのかは気になるけれど、そこの首席卒業者で、しかも魔法もかなり使える。少なくとも補助魔法や回復魔法に関してのみ言えば宮廷魔術師にいてもおかしくないレベルだ。俺ってもしかしていいパートナーに召喚されたのかもしれない。

			「次は俺の情報を見るか」

			　触手を伸ばし、俺は自分の名前を触った。

			　期待半分、不安半分だな。

			…………………………………………

			名前：バス・タード

			種族：スライム

			年齢：〇歳

			状態：契約（パートナー：シエル・フワンフワン・シャイン）

			スキル：触手１　溶解液１　自己再生１

			特殊スキル：魔法無効

			称号：元人間・ボスモンスター

			備考：前世の知識と記憶一部有

			…………………………………………

			　と情報が表記される。

			　やはり種族はスライムか。スライムの亜種である特異種の可能性もあったのだが、そううまくはいかないらしい。

			　そして、特殊スキルを見て、俺は頷いた。

			「……ほぉ、魔法無効か。なかなかだな」

			　つまり、俺は魔法に対して無敵の性質を持つということだ。

			　スライムは魔法が苦手な魔物なので、このスキルはかなり有用だと思う。

			「でも年齢が〇歳って、俺って生まれたばかりなのか……ってシエル？　どうして涙を滝のように流してるんだ？」

			　シエルが頽(くずお)れ、手を地に突き涙を流す。滝のようにとは言い過ぎだが、地面にポツリポツリと涙が落ちては染みが円形に広がっていた。

			「やっぱり私は不幸なのよ」

			「は？　なんでだよ」

			「魔法無効」

			　とシエルは右手人差し指をスクリーンのその文字に向けた。

			　便利な力だと思うが、どうして？

			「って、もしかして、魔法無効って敵の攻撃魔法だけじゃなくて――」

			「補助魔法や回復魔法も無効になるわ。鑑定(サーチアイ)を使ってもタードの情報を読み取れなかったのはそのためよ。補助魔法が使えない以上、タードはただの魔法の効かないスライムってことなの」

			　泣きながら、シエルは「やっぱり私って不幸」と嘆き出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　混(こん)沌(とん)の迷宮。そこは俺たちがいた世界とは異なる異世界であり、人間は誰もいないし認識することもできない。前世が人間であり人間としての知識しか有していない俺が知らないのも当然の場所だった。

			　ダンジョンフェアリーのみが使うことを許される混(こん)沌(とん)迷宮への転移魔法により、その世界に行くことができる。ここは多くの野生の魔物が存在する。

			　その中でもこの草原フロアは弱い魔物が多いらしいがそれでも油断はできない。何が起こるかわからない場所だそうだ。

			　そう聞いていたので、かなりやばい場所なのだと覚悟していたが、

			「お弁当持ってくればよかったな」

			　と気分はピクニックだ。長閑(のどか)で風が気持ちいい。魔物が出てくる雰囲気など微(み)塵(じん)も感じない。まぁ、俺とシエルがその魔物なわけだが。

			　一面見渡す大草原のど真ん中に俺はいた。

			　魔法無効体質のため、転移魔法で移動できないのではないかと不安だったが、シエルの転移魔法は空間と空間とを繋げる魔法であり、俺の体自体には何も作用しないため問題なかったようだ。

			「本当にこれが迷宮なのか？」

			　俺はとりあえず適当に草を食べながら（スライムは基本なんでも食べる雑食だ）、シエルに尋ねた。

			「ここは亜空間全体が迷宮なの。大昔のダンジョンフェアリーが神をボスモンスターとして召喚して、この世界を創らせたって記録があるわ」

			「ボスモンスターで神を召喚したとか……って、迷宮が今もあるってことはそのダンジョンフェアリーとボスモンスターは現役で活動しているのか？」

			「そう言われているんだけど、詳しいことは誰も知らないの。あと、迷宮といってもいろいろな種類があるわよ。塔の形もあれば城の形もある。中には神を奉る神殿の姿をしている迷宮もあるし、建物以外にも森や海峡の姿の迷宮もあるの」

			「そういえば、迷いの森って聞いたことがあるな。あれも迷宮なのか。ところで、シエル。なんでさっきからあたりを見回しているんだ？」

			　俺は、隣でずっと左右をきょろきょろと何度も見回し、時には背後を振り返るシエルを見て尋ねた。

			　警戒しているのは明らかだが、こんな何もない草原で警戒しすぎだろ。

			「仕方ないでしょ！　教科書で混(こん)沌(とん)迷宮については読んだことはあるけれど、実際にダンジョン学園付近以外の場所に来るのは初めてなんだし。ねぇ、タードは怖くないの？　スライムなんだから、ゴブリンが来ても殺されるわよ。そもそもどうやって魔物をスカウトするの？　私は規則で戦えないのよ」

			　ダンジョンフェアリーはあくまでも裏方であり、補助はできても戦闘には参加できないという決まりがあるらしい。

			　それについてはここに来る前に散々聞かされた。

			「安心しろ、シエル。だからこいつらを連れてきた」

			　と俺は、後ろについてきている小さなスライム――ベビースライムをシエルに見せた。

			「あのね、ベビースライムなんて十匹いても戦力にならないわよ。魔物によっては携帯食料として持ち歩く種族もいるくらいなんだし」

			「そうだな。で、これを見ろ」

			　と俺は落ちていた果物の欠片(かけら)をシエルに見せた。

			「リンゴの芯？」

			「あぁ。リンゴをこういう食べ方するのは、十中八九人間かゴブリンだ。しかもまだ新しい。ゴブリンは集落を作ると見張りが一定のルートで巡回する。つまり、ここに罠を仕掛けたらゴブリンがひっかかるって寸法だ」

			　そう言って、俺はほくそ笑み、そして準備をした。

			　

			（最低、仲間をいきなり囮(おとり)に使うなんて）

			　シエルが声を押し殺して、俺を窘(たしな)めてきた。俺を悪役にして自分の良心を傷つけないようにしているんだろうが。

			（作戦聞いてから魔法で落とし穴を作ったお前が言うな）

			　シエルは攻撃できないのに攻撃魔法を使える。というのも攻撃魔法の中には火や水を出したり地面を操作したりと役立つ魔法が存在するかららしい。彼女の土魔法は土の壁を作り出したり、逆に土を掘ったりすることもできる。落とし穴を作るなんて朝飯前だ。

			　俺とシエルは岩の陰からじっと落とし穴を作った場所を見ていた。

			　そこにはベビースライムが一匹、じっと待っていた。簡単な命令すら理解できないベビースライムのために、シエルが睡眠魔法をかけて眠らせている。

			　睡眠魔法は攻撃魔法としても存在するが、不眠治療のための回復魔法としても存在し、仲間に対して使う分には攻撃とみなされないらしい。そのあたりの基準はどうも曖(あい)昧(まい)だ。

			　ベビースライムはとても弱いが少し甘味があって、ゴブリンの好物でもある。

			　待つこと三時間――そろそろベビースライムが起きるんじゃないかと思ったところで、遠くから一匹の魔物が近づいてきた。

			　毛のない緑色の猿みたいな醜悪な面構え、頭に赤いバンダナを巻いて、手には木の棒を持っている。一般的なゴブリンだ。

			　ちなみに、どうしてゴブリンが赤いバンダナを巻いているのかはいまだにわかっていない。

			　ゴブリンはゆっくりとこちらに近づいてきて、ベビースライムを見つけると木の棒を振り上げて走ってきた。

			　そんなにドタバタ走ってきたら獲物に逃げられるぞ――と思ったが、ベビースライムならば逃げられても追いつけると思ったのだろう。実際、逃げないベビースライムを見て拍子抜けしたようで、ゴブリンの速度は格段に落ちた。

			　そしてゴブリンがベビースライムを捕まえようと近づいた瞬間、ゴブリンの重みに耐えかねた地面が崩れ、ベビースライムもろとも重力に従って落ちていった。

			「成功だっ！」

			　俺とシエルは急いで穴へと駆け寄る。

			「俺の崇高なる罠にかかったようだな」

			「ただの落とし穴でしょ」

			「俺の実力を垣間見たゴブリンよ、俺の配下になれ！　そうしたら毎日ベビースライムを三匹食べさせてやろう！」

			　ゴブリンにとってもっとも重要なのは食料の確保だ。

			　当然、仲間になるだろうと思ったら、ゴブリンが棒を振り上げて何か叫んでいる。

			　仲間になると言っているのだろうか？

			「『お前らがこの穴を掘ったのか？　俺を出せ、さもないとただじゃおかないぞ』って言っているわよ。タードの言っている言葉、まったく通じていないみたい」

			　あぁ、人間の言葉はゴブリンには通用しないか。そりゃそうだよな。

			「じゃあ、シエルが通訳しろ！」

			「わかったわ」

			　とシエルが「ゴブゴブ」と言い始める。何を言っているのかはわからないが、言葉は通じているようだ。

			　そして、

			「『誰がスライムの配下になんてなるか！』だって」

			「なんだと！　ならこう言え！　ここで仲間にならないのなら、俺は上から溶解液を落とす！　俺の溶解液は服を溶かす力はあるからな！　それで、穴の横の地面に文字を書く。内容はこうだ。『ただいまローションプレイ中、邪魔しないでください』と。これでお前は晴れて変態ゴブリンの仲間入りだっ！　それが嫌なら仲間になれ！　ほら、シエル、訳せ！」

			「いやよ、そんなの言うの！」

			　シエルが顔を真っ赤にして拒絶した。

			「命令だっ！」

			「わ、わかったわよ」

			　とシエルは不服そうな顔をしながら目を閉じ、淡々と俺の言葉をゴブリンに伝える。

			　すると、ゴブリンは一言で返した。

			「なんて言ったんだ？」

			「『くっ、殺せ』だって。やっぱりゴブリンがただのスライムの部下になるなんて死んでもいやみたいね。正々堂々戦ったら話は変わるんでしょうけど――」

			「『くっ、殺せ』って……こいつはオークに捕まった女騎士かよ……」

			　そういう本が人間の住む王都で流行っていたのは俺もどういうわけかよく知っている。

			　俺はこのゴブリンの説得を諦めるしかない。

			　そして――

			　

			　罠を使っての説得は無理。かと言って、正攻法で戦うことなんて俺にできるわけがない。

			　さて、どうしたものかと俺は草原を歩きながら考えた。

			「本当に溶解液を穴の中に流して地面に文字を書くんだもん。あれだけの溶解液を絞り出すのも結構手間だったでしょ。何度も草を食べて水分と栄養を補給していたし――ゴブリン泣いてたわよ」

			「仕方ないだろ。あそこで脅し通りにしなかったら、今後ゴブリンを脅すときにどうせ最後は見逃してくれるって思われるからな。心を鬼にしてああするしかなかったんだ」

			「心を鬼にしてって、ただの鬼畜の所業よね。笑いながらしていたし。あのゴブリン、あのまま死んじゃったりしないかしら？」

			「大丈夫だよ。ゴブリンはああ見えて賢い種族だから、仲間が助けてくれる。食料のベビースライムも回収せずに置いてきたしな」

			「仲間に助けられたくないでしょうね」

			　とシエルはゴブリンが落ちている穴のある方角を見て嘆息をついた。

			「それで、これからどうするの？」

			「どうって言われてもな。このあたりにゴブリンの他にどんな魔物がいるんだ？」

			　それを知らないことには対処のしようがない。

			「ちょっと調べてみるわ」

			　と言うと、シエルは地面に手を置き、

			「わが宿敵、ここに示せ！　敵探知(エネミーサーチ)っ！」

			　とシエルが魔法を唱えた。敵探知(エネミーサーチ)は確か周囲にいる魔物の場所と情報を調べる魔法だ。

			「魔法って最後に大声で叫んでるけど、本当にそんなに叫ぶ必要があるのか？」

			「……雰囲気よ」

			　とシエルが恥ずかしそうに言った。

			　やっぱり雰囲気なんだな。

			「わかったわ。このあたりに生息する魔物は八種類ね。あ、でもベビースライムはさっき穴の中に落とした個体で――あれ？　タードの数がカウントされないわね。魔法無効が働いているからかしら」

			「ベビースライムを除いたら七種類か。ダンジョンフェアリーはカウントされてるのか？」

			「この魔法は術者本人はカウントされないから、私は含まれていないわ」

			「ゴブリンもいるだろうから残り六種類を教えてくれ」

			「わかったわ。えっと、土食いモグラ。グラスバード。キラーアント。クイーンアント。ファイターラビット。ソードゴブリンね。土食いモグラあたりを説得してついてきてもらうのはどうかしら？　土の中にいるから見つけるのは難しいと思うけど、あのモグラは土さえ食べていれば満足する魔物だから、迷宮の建設にも役立つと思うわよ。といっても、一日に食べる土の量は少ないんだけど、温和な魔物だから説得に応じてくれるかもしれないわよ」

			　とシエルが提案してきた。なんとも優等生の模範解答らしい提案だ。

			「……シエル。ここは季節は春なのか？　春の何日だ？」

			　この世界は春、夏、秋、冬とそれぞれ百二十日から百二十五日に割り当てられ、一年約三百六十五日で一周の季節が廻ってくる。各季節の長さは教会が定め、春の一日に、今年の春は百二十三日までと決めたら春の百二十三日の次の日が夏の一日(ついたち)となる。

			　そして夏の日数もまた教会が定める。

			「混(こん)沌(とん)迷宮の中も季節は外と同じよ。今日は春の六十二日ね」

			　春の六十二日。

			「ならば、もっといい方法がある」

			　と俺は言った。この季節だからこそ仲間にできる魔物がいる。

			「ドラゴンをも倒す最強の仲間を手に入れよう」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　キラーアントは大陸中でも名の知れた蟻(あり)の魔物であり、魔物の中では弱い部類に入る。その特徴はクイーンアントによる絶対的な統率力。力のあるクイーンアントは数万、数十万のキラーアントを従え、時にはドラゴンすらも捕食の対象にするという。

			　キラーアントの群れによってひとつの巨大都市が滅んだというのは吟(ぎん)遊(ゆう)詩(し)人(じん)が語る。

			　物語(サーガ)の一節として現世にも残っている。

			「巨大な巣ともなると、同じ巣の中にクイーンアントが十体以上いたりするのよ。キラーアントの数も万を超えるわ」

			「十体もか……もぐもぐ」

			　と俺はその辺に生えている草を食べながら頷いた。スライムの主食はすべて。草だろうが石だろうが土だろうが、なんでも体の中に取り込み分解・吸収する。

			「茹でよ(ボイル)」

			　シエルは魔法を使って草を茹でた。そして、しなしなになった草を食べている。

			　何度も咀(そ)嚼(しやく)して。

			「シエル、気持ちも嬉しくないけど、無理に食事に付き合わなくてもいいんだぞ？」

			　俺はスライムだから何を食べても栄養になるらしいが、普通にこれを食べるのは辛いだろ。お腹壊しても知らないぞ。

			「大丈夫よ、これ、食べられる草だから」

			「食べられる草……それも学校で学んだのか？」

			「違うわ。学園で食べられる草はたいてい私が全部食べたけど、これと同じ草はなかったもの」

			　話が全く噛み合わない。俺は草の見分け方を学校で習ったのか聞いたつもりだったんだが、どうやらシエルは学校でも草を食べていたらしい。サバイバル実習――というわけではなさそうだ。

			「学校に食堂とかなかったのか？」

			　俺が尋ねると、シエルが新たな草を掴んで止まった。

			「食堂はないけど、購買部はあったわね。でも知ってる、タード。一番安いコッペパンですら、30シールもするのよ」

			「それってかなり激安だと思うが」

			　普通はその倍はする。

			「そんなお金あるわけないでしょ。バイトでもすればいいと思うんだけど、そんなことしたら絶対に成績下がっちゃうし。あ、貧乏ってわけじゃないのよ。行き倒れたりしたことなんてないんだから」

			　どうやら、シエルにとって貧乏ではないというハードルはとても低い位置にあるらしい。行き倒れしなかったのは貧乏を極めているからだけなのだと思うが。そういえば服も今着ている服以外見たことないし。

			「服……穴開けちゃって悪かったな」

			「うん、気にしてるからもう二度としないでね」

			　笑顔でシエルは言った。やっぱり怒っていたのか。

			「で、話を元に戻すわね。キラーアントはクイーンアントの命令には絶対従う、つまり絶対に裏切らないの。諺(ことわざ)にもあるでしょ？　【蟻(あり)を従えたければ巣ごと従えよ】って」

			「俺は学がないからそんな諺(ことわざ)を知らないけど、大丈夫だよ。とりあえず、ベビースライムを一匹召喚してくれ。そろそろ生まれているはずだ」

			「わかったわ」

			　とシエルが「我が盟友の配下、ここに来たれ。召喚(サモン)ベビースライム」と魔法を唱えると、小さなスライムが現れる。ちなみにこの召喚魔法は混(こん)沌(とん)迷宮と自分のダンジョン領域でのみ使える魔法らしい。

			「シエル、蟻(あり)の言葉はわかるな？」

			「もちろんよ。同期の卒業生でキラーアントの言葉を覚えたのは私だけよ」

			「ならば、十中八九成功する。蟻(あり)の巣のありそうな場所に案内してくれ」

			　

			　その後、シエルの敵探知(エネミーサーチ)の魔法により、巣穴の入り口らしき場所までたどり着いた。洞窟を思わせる斜めに掘られた穴。

			　その穴の大きさからも、キラーアントの大きさが窺い知れる。シエルが前かがみになれば通れるくらいで、俺なら余裕で入れる。

			「アリが出てきたら、俺が言ったように言うんだ。わかったな」

			「わ、わかったわ」

			　待つこと一分。人間よりも大きな蟻(あり)が巣穴から現れた。

			　シエルは穴から飛び出し、キラーアントの前に立つ。

			　キラーアントは威(い)嚇(かく)のつもりで牙を出す。シエルは若干驚きながらも、それでも堂々と何かを言い始めた。

			『私はダンジョンフェアリーのシエル、こっちは私のダンジョンボスのタードよ』

			　と俺の指示通りにおそらく言っているのだろう。蟻(あり)の言葉なので何を言っているのかさっぱりわからないし、キラーアントがなんと答えたのかもさっぱりわからない。

			「（あなたの女王に交渉を求めに来たわ。これは手土産よ。女王のところに持って行って、謁(えつ)見(けん)が可能かどうか聞いてきて！）」

			　とシエルが言ったのだろう。彼女が差し出したベビースライムを背中に乗せ、キラーアントは巣穴へと入って言った。

			「少し待っていろですって。ねぇ、本当にクイーンアントに会えるの？」

			「俺たちの唯一の取柄が生きるからな」

			「私たちの取柄？」

			「外見がとても弱そうだ」

			　俺たち、というか俺の唯一の利点でもある。クイーンアントは警戒心が強い。普通の魔物が会わせてくれと言っても会わせてくれるはずがない。

			　だがそれと同時にとても賢い魔物でもある。ダンジョンフェアリーが魔物と戦えないことも知っているだろうし、スライムは警戒に値しないこともわかるだろう。

			　さっきのキラーアントが巣穴に戻ってから、何匹かのキラーアントが巣穴から出て来たが、俺たちを横目にまっすぐどこかへ向かっていき、また何匹かのキラーアントが巣穴に戻ってきたが、同じく俺たちを無視して巣穴へと入っていった。

			　俺たちに手を出さないように伝わっているのだろう。

			　しばらくして、一匹のキラーアントが出てきて、シエルに何かを話す。

			「クイーンアントが会ってくれるそうよ。ついていきましょ」

			　シエルの言葉に、まずは第一関門クリアだなと、俺は胸をなでおろした。

			　巣穴はとても深く続いていて、とても暗い。

			　シエルはキラーアントの許可をもらい、魔法で光の玉を生み出した。

			　歩くこと三十分。ようやく俺たちは最終地点にたどり着き、息を飲んだ。

			　壁びっしりにある光るコケに照らされるドーム状の空間の真ん中に、それはいた。

			　見た目はキラーアントと同じ、だが大きさが全く違う。

			　通常のキラーアントの五倍はある巨大な蟻(あり)――クイーンアントだ。

			「話は聞いておったが、まさか本当にスライムのボスモンスターがいようとは。これは愉快じゃ」

			「人間の言葉を喋(しやべ)ったっ!?」

			「（クイーンアントの中には人間の言葉を操るものもいるの）」

			　シエルが小さな声で俺に情報を伝える。

			　そして、クイーンアントは俺が喋(しやべ)ったことで明らかに警戒心を出した。

			　後ろにいるキラーアントが、クイーンアントの一声で襲い掛かってくるだろう。

			「妾としては、スライムが喋(しやべ)るほうが奇怪じゃな。もしや、高位の魔物が変化しておるのではなかろうの？」

			　と警戒心を露わにするが、

			「残念ながら、俺は正真正銘のスライムだ。なんなら溶解液でも出そうか？」

			　と俺が触手を伸ばすとクイーンアントは首を横に振った。

			「溶解液を出されたところで部屋が汚れるだけじゃ。信用するしないは置いておき、話をしようではないか。妾に話があると？」

			「あぁ。単刀直入に言う。あんたのところのキラーアントを二匹雇わせてくれ！　配下になれと言っているんじゃない。戦わせるわけでもない。ダンジョンの拡張を手伝ってほしいんだ。食事には困らせない。ベビースライムを毎日渡す。何千匹もいるんだ、二匹くらい譲ってくれてもいいだろ？　譲ってくれるなら明日から一週間。毎日ベビースライムを五匹、この巣穴まで運ぶ。どうだ？」

			「ちょっと、タード！　そんな言い方をして納得してくれるわけないでしょっ！　すみません、女王陛下。どうか気分を害さずに――」

			「――タードと言ったな。二匹は割に合わん。一匹でどうじゃ？」

			　とクイーンアントが言ったので、

			「一匹でも身に余る光栄です、女王陛下」

			　先ほどまでおろおろしていたシエルの顔が一気に笑顔になった。彼女にとってはこんな無茶苦茶な交渉が実ったことを僥(ぎよう)倖(こう)としたのだろう。だが――

			「いいえ、二匹でないといけません」

			「タード、何、意地になってるのよっ！」

			　シエルが怒ってクイーンアントを見る。クイーンアントの機嫌が気になっているのだろう。

			「そうそう、そういえば外はもう晩春だそうで、これから暑くなりますね。ボスモンスターとなったばかりの身では辛いです。来年までに強くなっておかないといけません。まぁ、この季節は好きなんですが」

			　と俺が言うと、クイーンアントは笑ったように言う。

			「そうじゃの。確かに妾にとってもいい季節じゃ」

			　その言葉を聞き、話は決まった。

			「よかろう、妾の愛しい子供たちをそなたに預けよう、タードよ。明日より一週間、ベビースライムを楽しみに待っておる」

			「ありがとうございます、女王陛下」

			　こうして、俺の迷宮に新たな魔物が二匹加わることになった。

			　

			　その後、シエルは転送魔法を使って女王陛下が呼び出したキラーアント二匹を俺たちの迷宮に送って、蟻(あり)の巣穴を後にした。

			「とにかく、これで一歩前進ね。でも、タード。私はてっきりクイーンアント本人を仲間にしようとするんじゃないかと思ってひやひやしていたわよ」

			「は？　そんなの無理に決まってるだろ」

			「だって、さっきドラゴンをも倒す最強の仲間を手に入れるって言ってたじゃない」

			「あぁ、そのことか。シエルはこういう諺(ことわざ)を知らないか？　『最強のドラゴンも体の中の虫にはかなわない』って」

			「竜身中の虫ね。だから蟻(あり)ってことなの？」

			「その諺(ことわざ)は、どちらかといえば巨大な組織があったとしても、内部に裏切りものがいたらその組織は簡単に崩れ去る――って意味なんだ」

			　内部からの情報流出や情報操作には組織は脆いからな。

			「あのキラーアント二匹は今後俺たちの迷宮の乗っ取りを狙ってくる」

			「え？」

			「この季節は次期クイーンアントになるキラーアントがその婿(むこ)とともに巣立つ季節だ。そして、巣穴作りでもっとも重要なのは、天敵と食糧問題。スライムが経営するような弱小の迷宮なら自分たちの敵となるような魔物はいないだろうし、食糧問題も俺たちがベビースライムを提供することで解決する。幸い、普通の蟻(あり)よりも繁殖の数もスピードも遅いが、来年の今ごろには千匹のキラーアントが生まれているだろうな。そして、それまでに俺たちが強くなっていないと、迷宮を乗っ取られる。だから、女王は言ったんだ。一匹にしろって。俺の真意を探るために」

			　あそこで俺が「では一匹でいいです」と言ってしまったら、きっと今回の交渉は成立しなかっただろう。俺が交渉で伝えたかったのはこうだ。

			「巣立ちの季節だろ？　お前のところの次期クイーンアントをうちの迷宮で繁殖させてやる。ダンジョンを乗っ取りたければ好きにしろ。でも俺も一年後までに強くなってやるから、そう簡単に乗っ取らせないぞ……ってな」

			「なんで、そんな危ない橋を渡るのよっ！」

			「シエル、俺はスライムとしてボスモンスターになった時点で、既に崖っぷちなんだよ。危ない橋だろうと渡らないと崖から落ちるだろ？」

			　と、とても楽しく言った。

			「まぁ、橋を渡り終えたところで崖っぷちが続くのは変わらないんだろうがな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺がダンジョンボスとなり、その日のうちにクイーンアントと交渉してから一週間が過ぎた。ベビースライムを届けるのも終わり、ダンジョンも確実に広くなっている。

			　俺たちがいるボス部屋から通路が延びており、あと一日もすれば外への道ができるだろう。シエルが言うには、この迷宮は人通りも魔物も少ない山の中にあるそうなので、開通してもいきなり侵入者が入ってくる心配はないそうだ。

			　それと、俺にとっては予想通りの、シエルにとっては予想外の利点があった。

			「……本当に、本当に食べていいの？　嘘じゃない？　いじわるじゃないわよね。後でお金請求されても何もできないわよ」

			「いや、コッペパンひとつでそこまで疑われても困るんだが」

			　金を請求する必要はそもそもない。シエルは俺の命令に絶対服従なんだから、有り金全部寄越せと言ったら終わりだ。まぁ、金があったところで今のところ使い道がないので要求しないが。

			　だというのに、シエルがコッペパンを凝視していて、手を付けようとしない。

			「で、でもこれただのコッペパンじゃないのよ？　中にジャムが入っているのよ？」

			「あぁ、なんの変哲もないジャム入りのコッペパンだ。いいから食え」

			　俺がそう叫ぶと、シエルは俺を見て、

			「ありがとう、タード。召喚されたのがあなたでよかったと今日ほど思ったことはないわ」

			　と言って彼女はパンをちぎって一口食べた。

			「甘い……おいしい……涙で前が見えない。いままでの不幸はこの幸福のための伏線だったのね」

			　涙を流して、神に感謝している。

			　２ポイントで試しに作ったコッペパンでそこまで感謝されても気持ち悪い。

			　ダンジョンに侵入者がいるとポイントが手に入る。そのポイントを使ってアイテムを作ったり、ダンジョンを拡張したりできる。

			　そして、うちのダンジョンには現在二匹の侵入者がいる。

			　キラーアントだ。

			　俺たちの配下ではなく、クイーンアントの命令で俺に一時的に従い、ダンジョンの拡張を手伝いしている彼らは、間違いなく侵入者である。

			　一匹一日１ポイント。二匹で一日２ポイントのポイント入手できる。さらに仲間が殺された場合もポイント収入があり、ベビースライムならダンジョンの中で殺されたら十匹につき１ポイント手に入る。一日ベビースライムを五匹渡しているので、キラーアントのポイントと合わせて一日２・５ポイントの収入になるわけだ。今日までに17ポイントの収入があり、試しに４ポイントを使ってコッペパン（ジャム入り）を二個交換した。

			　俺は一個食べてみたが、普通のジャムパンだ。まぁ、おいしかった。

			　もう一個食べようとしたら、シエルがじっとこちらを凝視してきたので、餌付けのつもりで与えてみたら涙を流して感謝されたというわけだ。

			　彼女相手なら、「ごはん奢(おご)ってあげるからデートしようよ」とナンパすれば簡単にひっかかるんじゃないだろうか？

			　あと、ポイントを使って強くなろうとしたのだが、強くなるためのポイントは最低１００ポイント必要で、今は断念している。

			「はぁ……おいしかった。まだ夢を見ているみたい」

			「お前な……コッペパンでそんな悲しいこと言うなよ。でも、あれだよな。侵入者がいるだけでポイントが貯まるのなら、外から適当に魔物を捕まえてきて、餌だけ与えて閉じ込めたら楽にポイントが貯まるんじゃないか？」

			「実際に、そういう運用をしているダンジョンボスもいるみたい。魔物じゃなくて、人間を牢屋に閉じ込めて鑑賞する悪魔とかもね。でも、そういうことをしているのがバレちゃうと、他の魔物とか人間の勇者とか、最悪風(ふう)鬼(き)委員に襲われるし」

			「風(ふう)鬼(き)委員？　なんだそりゃ？」

			「ダンジョンフェアリーの中にはね、ダンジョンは悪ではなくて、人間と魔物が共栄するための場所だと思っている人がいるの。風(ふう)鬼(き)委員はそういう人たちが集まって作られた派閥で、風の噂をどこからともなく聞きつけて、鬼のような強さでそのダンジョンに攻略をしかけてダンジョンボスを殺しちゃうって話があるのよ。あ、風(ふう)鬼(き)委員のリーダーのダンジョンボスは本当に鬼の魔物らしいわよ？」

			「どこかの都市伝説みたいだな。悪いことをしちゃうと人食いオーガに食べられる……みたいな」

			「まぁ、正攻法で行くのなら、ダンジョンの領域内、ダンジョンの入り口に村を作ることね」

			「それはやっぱり王道のダンジョン経営方法なのか。確かに人間の頃の知識によると、ダンジョンの前にはなぜか村とか休憩ポイントとか多かった気がするな。確かに人が多いとそれだけでポイントが入るけど、デメリットもあるだろ」

			「そうよね。危険なダンジョンなら即座に討伐対象になるし、魔物も自由に出入りできなくなるから外から素材を集めてくるのが難しくなるわ。幸い、私たちダンジョンフェアリーは人間とそう変わらない外見だから作った村に住むこともできるけど」

			「それに領主が税金がどうのとか、戦争の時のための人員の確保がどうとか、人間のいざこざに巻き込まれるからな」

			「人型になれるダンジョンボスなら、領主になってしまうこともあるそうよ」

			　そういえば、どこかの町では吸血鬼が領主をしているらしいな。それが公に認められている。

			「人型か……スライムも人化とかできるのかな？」

			「高レベルのスライムなら姿を自由に変えられるって聞いたことがあるけど」

			「それは俺も聞いたことがあるけどな――」

			　どのみち、俺は貴族って柄じゃないので、領主とかは無理そうだ。

			　人の姿になれたとしても、街のチンピラが性に合っている。きっと前世もそんな感じだったのだろう。

			「そうだ、タードに渡そうと思って作ったものがあるの」

			「俺に？　首飾りか何かか？」

			「タードは首がないでしょ……これよ！」

			　とシエルが取り出したのは三枚の紙切れだった。

			「教科書の白紙の部分を切って作ったの！　これをタードに貼ると」

			　シエルは俺に鏡を見せた。

			　すると、そこにはいつもとは違う俺の顔がある。

			　目と口がついているのだ。
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			「なんだこれ――って口が動くっ！　視線に合わせて目も動くっ！」

			「どう？　本来はゴーレムとかに取り付けるものなんだけど、スライムに付けても問題ないわ。これで今度から食事はその口で食べられるわよ」

			「んー、スライム本来のどこからでも何でも食べられるからそのほうが便利なんだが、元人間としては確かにこっちのほうがしっくりするな」

			　顔のあるゴーレムとかミミックとかたまにいるらしいが、それはレア種ではなくこうやって作られていたのか。ひとつ勉強になったな。

			　と感心していたら、部屋の入り口にキラーアント（♂）が入ってきた。

			《サギョウ、アトスコシデオワル》

			《ゴクロウ。キョウハヤスンデイイゾ。ベビースライムゴヒキワカッテニモッテイケ》

			　俺はキラーアントの言葉で労(ねぎら)いを送った。

			「タード！　キラーアントの言葉いつの間に覚えたの？」

			「細かい指示を出すのに便利だからな。ようやく片言程度なら話せるようになった。明日には外に通じる穴が掘り終わるそうだ」

			「……嘘っ、私でも一カ月かかったのに」

			　シエルが頽(くずお)れて悔しそうに言った。

			　いや、俺の場合は実際にキラーアントの言葉を直接耳で聞いているし、シエルが通訳してくれていたから一週間で話せるようになった。独学で覚えれば一カ月でも覚えられないぞ。

			「と思いだした。そういえば、昨日キラーアントから聞いた話なんだが、混(こん)沌(とん)の迷宮の蟻(あり)の巣のあった場所から半日くらい歩いたところに、剣が刺さった洞窟があるらしいんだ。ちょっと行ってみないか？」

			　と俺は口角を上げて言った。

			「なんでもいわくつきの剣らしい」

			　と俺が笑ったときだ。

			　ベルが鳴るような音が聞こえた。

			「なんだ、この音――」

			「嘘……まさかっ！」

			　シエルが壁を触り、スクリーンを出す。ってあれ？

			　何か警告のような赤い文字が……。

			「タード、キラーアントが穴を掘り終えたわ」

			「……お、思ったより早かったな……ってこれ、マジか……」

			　スクリーンに映像が映し出される。

			　その穴はキラーアント（♀）が掘った穴だろう。そして、その穴の向こうも洞窟だった。

			　ただし、ただの洞窟ではない。

			　そこに三人の男がいたのだ。

			　髪と無精ひげを伸ばし、いかにも不潔な三十歳前後の男が三人、スクリーンに映っていた。そして、そのナイフや剣などの装備から彼らが鉱山夫とは違うこともすぐにわかる。

			　そして極めつけは、血に染まった麻袋と、その中に入っている銀貨。

			「よりによって盗賊のアジトかよ」

			　そう、キラーアントが掘り当てた空間は盗賊のアジトだったのだ。

			　さらにスクリーンの侵入者一覧を見ると盗賊の数は八人と表示された。

			　山の中から外に向かって穴を掘っていったら盗賊のアジトに行きつく確率ってどのくらいだよ、と俺は苦笑しながらシエルを見た。

			　彼女は泣きながらその場に蹲(うずくま)った。

			「……やっぱり私って不幸……」

			　

			　

			　シエルの日記　春の六十二日　晴れ

			　

			　今日は私の記念すべきダンジョンボス召喚の日で、この日の日記を書くのはずっと楽しみだった。昨日の私の日記を見直したら、『もしもドラゴンが出てきたらどうしよう？　やっぱり肉食なのかしら？　私って主食が草だから仲良くできるか不安ね』なんて書いているけど、恥ずかしくてなかったことにしたいくらい。

			　だって、ダンジョンボス召喚で生まれたのは私が期待していたドラゴンや上級悪魔、吸血鬼や死霊の王リッチなどではなく、一匹のスライムだったから。しかもそのスライムに大切な服を溶かされちゃって、急いで袖を切って穴を塞いだけど、袖が短くなっただけでその分心も貧しくなったような気がしちゃって――あれ、私なんで泣いてるんだろ。

			　でも、悪いことだけじゃなかったの。本来はスライムと契約なんてできないと思っていたけど、このスライムったら普通に人間の言葉を話してね――私が三年間苦労して覚えた魔物語は一体何だったんだろって思ったけど、それでも無事に契約できたの。

			　これは私の人徳の為すところかしら？

			　ただ、このスライムったら口が悪ければ性格も悪くて、仲間にしようと思っているゴブリンに酷いことを平気でしたりして困ったものなの。

			　でも、キラーアントを傭兵として雇い入れたり、普通のボスモンスターでは思いつかないような発想力は多分優れていると思うから、私の補助があればボスモンスターがたとえスライムでもやっていけると思うわ。

			　

			　あ、それとうちのダンジョンに正式に部下が増えているの。ベビースライムね。一日に20匹は生まれているの。甘くておいしくて癖になって、私も学生時代にたった一度だけ食べたことがあるから懐かしいわ。そのときに私のベビースライムアレルギーが発覚して、友達のリッシュやシルエッタには迷惑をかけたっけ……懐かしいな。

			　ふたりにももう一度会い――たくないわね。ダンジョンボスがスライムだって知られたらきっと笑われちゃうし、タードが何をするかもわからないし。

			　タードが立派なダンジョンボスとして一人前に成長し、礼儀を重んじる大人のスライムになったらそのときに手紙でも送ろうと思うわ。

			　それじゃあ、未来の私がこの日記を笑って読める日が来ることを願って。

		

	
		
			第二話「その魔剣、妖刀につき」

			　

			　俺たちは混(こん)沌(とん)迷宮に舞い戻った。例の妖刀を取るためだ。

			「ねぇ、いいのっ！　タードがいない状態で侵入者がボス部屋に入って来てそのまま突破されでもすれば私たちのダンジョンは壊れるのよ！」

			　とシエルが忠告をした。

			　ボス部屋を突破されると、ダンジョンは崩れる。

			　それはダンジョン側の世界の常識だ。魔物が大量に発生する地域では、国が多額の懸賞金を掛けて冒険者に迷宮のボス部屋踏(とう)破(は)を依頼する。

			　中にはわざと危険な迷宮を装い、冒険者を集めてポイントを稼ぐダンジョンもあるらしい。

			「俺がいたところで意味はないだろ。スライムなんて盗賊相手でも一撃で殺される。唯一助かる手段があるとすれば、お前を盗賊に献上して命だけは助けてもらう方法だが、お前の見た目は色気のない幼児体形だ。せめてもう少し若ければロリコン盗賊相手に夜(よ)伽(とぎ)をさせられたのに――本当に中途半端だよな」

			「誰が幼児体形よっ！　夜(よ)伽(とぎ)なんてしないわよっ！」

			　シエルが文句を言うが、実際のところ盗賊の対処は後回しでいいと思う。

			　というのも、現在、盗賊のアジトもダンジョンの一部になっているし、盗賊もバカではないと思う。ボス部屋を突破すれば、迷宮の規模にもよるが数時間から数日で崩れる。盗賊のアジトも現在は迷宮の一部になっているから、アジトごと崩れ去ってしまうというわけだ。

			　それに、一応盗賊のアジトの壁の部分は気付かれないように、ポイントを使って購入した空の木箱（１ポイントで購入）で塞いでおいた。あのアジトは金目の物以外にもゴミが散乱しているからそう簡単にはあの穴は見つからないだろう。

			「さて、魔剣はこの先か」

			　キラーアントの情報通りの場所にあったのは、深い谷だった。

			　底が見えない。

			「本当にこの谷の底にあるの？」

			　シエルは四つん這いになって、顔の半分だけを谷の上に出して底を覗き込んで尋ねた。

			「いや、谷の底じゃなくて、谷の途中の横穴らしい」

			「途中に？　どうやってキラーアントはその横穴を見つけたの？」

			　ゆっくりと重心を後ろに傾けながら、シエルは俺を見て尋ねた。

			「キラーアントは普通にこの程度の崖なら歩けるらしいからな。偶然だそうだ――シエル。空を飛ぶ魔法とか使えないか？」

			「空を飛ぶ魔法は使えないわよ。空中に静止する魔法くらいね」

			「空中に静止？」

			　俺がオウム返しで尋ねると、シエルは頷き、四つん這いになったまま少し下がるとそこで立ち上がり、自信満々に頷いた。

			「重力からも完全に解放された上級生活魔法、見せてあげるわ！」

			　シエルはそう言うと、魔法の詠唱をしてからその場でジャンプした。そして――

			「浮遊(フロート)！」

			　そう唱えた直後――彼女は浮いていた。上空三十センチを。

			　スカートもふわりと傘のように開いている。

			「すごいな――本当に浮いてるのか？　足元に見えない床でも置いているんじゃないのか？」

			「何もないわよっ！」

			「本当か？　確かめてもいいか？」

			「もちろんよ！」

			　シエルの許可をもらったので、俺は彼女の下に入り込んだ。

			「どう？　何もないってわかった？」

			「いや、しっかりとあるな」

			　と俺はシエルの真下から頭上を見上げ――しっかりとそこにある縞(しま)パンツを凝視した。

			「縞(しま)パンツはやっぱりいいなっ！　ってうおいっ！」

			　シエルが魔法を解除して俺の上に落ちてきた。

			　咄(とつ)嗟(さ)に避けることに成功したが、あのままだったら踏まれていたぞ。

			「何覗いてるのよっ！」

			　スカートを押さえ、彼女は俺を睨みつけてきた。

			「お前が下に入っていいって言ったんだろ！」

			「パンツを覗けだなんて言ってないわよっ！　まるで私が痴女みたいじゃないっ！」

			「人の眼前で下着姿になってるんだ。十分痴女だろっ！」

			「あれはタードが私の服に穴を空けるから悪いんでしょっ！」

			　と少しの間言い争いをした後、俺たちは再度下に降りる方法を考えた。

			　とっかかりが少ない上、手も足もない俺が正攻法で降りるのは困難だ。同じくロープを使っても降りるのは難しいかもしれない。とりあえず、十メートル下の岩まで降りたいが。

			「なぁ、シエル。さっきの魔法を使ってゆっくり落下することはできないのか？　重しを乗せたりとかして」

			「無理よ。あの魔法はジャンプしたときの頂点――速度がゼロになったときに発動させて、その間私が触れているもの――服とかも重力はなくなるの」

			「……触れているものも重力を失う……そうか、その手があったか！　シエル、もう一度さっきの魔法を使ってくれ！」

			「私の下に入り込まないって約束してくれる？」

			「面倒だから、命令だ。さっきの魔法を使えっ！」

			「わ、わかったわよっ！」

			　俺に命令され、シエルはそれに従って魔法を使った。

			　魔法の詠唱をしてからジャンプして、

			「浮遊(フロート)！」

			　と唱える。

			　よし、浮いているな。

			「そのまま魔法を解除するなよっ！」

			　俺はそう命令すると、触手を伸ばしてシエルの足を掴むと引っ張っていく。

			「タ、タード、一体何をっ！　きゃ、キャァァァ、やめて、やめてっ！」

			「集中して魔法を維持しろ。本当に落ちるぞ」

			　俺はシエルを引っ張り、最終的に谷の上空に浮かばせて停止させた。

			　ここで魔法を解除してしまえばそのまま真っ逆さまに落ちてしまう。

			「しっかり受け止めろよっ！」

			　そう言うと、俺は大きく息を吸ってシエルのない胸にジャンプした。

			「ちょっと、タードまでこっちに来たら――キャァァァァァ」

			　シエルは泣きながら叫んだ。なぜなら彼女の体は浮遊魔法を使っているのに自由落下を始めたから。

			　そして彼女はそのまま十メートルは下にある岩の上に着地した。

			　だが――

			「あれ？　あんまり痛くない？　それにだいぶ遅かったような」

			「そりゃそうだろ。実際遅かったんだから」

			「そうよね。やっぱり気のせいじゃなかったのね。でもなんであんなに遅かったの？」

			「俺にはお前の浮遊魔法が効かなかったからだ。落下したのは俺の重さのせいだな」

			　俺には魔法無効スキルがある。

			　今回のシエルの魔法は、シエルの体重が下向きに働く力に対し魔法により上向きに働く力を発生させる魔法だ。

			　シエルに俺の体重が加わっても上向きに力は残るから、下からすごい風がきているなかで落ちるようなものになるわけだ。

			　この説明でわからないのなら、そういうものだと思えばいい。

			「この調子で崖を下りていくぞ」

			「わかったわ。でも今度からこんな無茶をするときは事前に言ってよね」

			「安心しろ、お前がちびったことは黙っておいてやるよ」

			「ち……ちびってないわよ！」

			　そうして、俺たちは崖を下っていき、そしてようやく見つけた。

			　岩陰の下にある洞窟らしい穴を。

			「これはすごいわね。谷の底からも上からも死角になってるわ」

			　胸を手で押さえながら、シエルは笑っていた。

			　魔剣の存在について半信半疑だったが、ようやく現実味が帯びてきたことで皮算用を始めたらしい。

			「魔剣、売ったらいくらになるのかしら。コッペパン毎日食べられると思う？」

			「売る気満々かよ――まぁ、それもありだよな。高く売れたらその金で他のダンジョンフェアリーから魔物を売ってもらうという手もある。お前の魔法で強化すればダンジョンの中ボスにはなるだろ」

			「それはいいわね。何か一気に成功する予感がしてきたわ」

			　とシエルが言ったときだった。

			　誰もいないはずの、魔剣があるだけのはずの洞窟の中に足音が近づいてきた。

			　その方角を見ると――そこにいたのは紫のリボンで括られた黒く長い髪の若い美女だった。

			　着ている、朝顔の絵が描かれた薄い青色の服は着物と呼ばれる東国の服だが、膝上より下は肌が露出されていて色気もある。
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			「……なるほど……そういうことか」

			　俺はごくりと生唾を飲んだ。

			「タード、知り合いなの？」

			「ここに来てようやく俺の物語のメインヒロインの登場というわけだな」

			「えっ!?　メインヒロインは私じゃなかったのっ！」

			　シエルが本気で驚いている。

			「当たり前だ。お前がメインヒロインなわけないだろう。準サブヒロインだ」

			「まだサブヒロインにすらなれていないの……あんなに露出させられているのに」

			　ヒロインが露出をしなくてはいけないというのもお前の思い込みだ。

			　時代は清純派を欲している。

			　でも、さすがにこの女性はおとなしすぎるな。

			「おい、名前も知らない姉ちゃん。こんなにボケてるのにツッコミはないのか？」

			「……ここから去りなさい――さもないと大変なことになりますよ」

			　とその女性は腰に差していた剣を抜き、その切っ先をこちらに向けたのだった。

			　これはヤバイ――ツッコミのできないメインヒロインが来たようだ。

			　

			　俺は謎の美人が抜いた剣を目の前で見た。

			　片刃の細く、そして鋭い剣――煌(きら)めく刀身は芸術の域に達している。俺のよく知る、叩き潰すためのものではなく――

			「斬るために鍛えられた剣――カタナか……」

			　俺はそう呟いた。

			「カタナ――東国のサムライと呼ばれる種族が扱う武器よね」

			　シエルが生唾を呑み、俺に突き付けられた剣を見る。

			　シエルも知っていたのか。カタナに関してはあまり認知度は高くない武器で、隣国でも知っている人間はほとんどいないという話だったけれども。

			　俺も知り合いのサムライに何度かカタナを見せてもらったから知っている――ような気がする。そのあたりは記憶喪失なので曖(あい)昧(まい)だ。やはりシエルの知識は侮(あなど)れない気もする。

			「サムライか。知ってるか？　サムライって頭の上にナスを乗せてるんだぜ？」

			「それ、都市伝説よね。実際はそのように髪を結ってるのよ」

			「じゃあハゲはサムライになれないのか？」

			「……それは教科書に載っていなかったからわからないわ」

			「じゃあ、この姉ちゃんは髪を結ってないからサムライじゃないのか？」

			「わからないわよ、そんなの。というか、タード、なんで剣先を向けられてそんな冷静でいられるのよっ!?」

			　シエルがそう言って叫ぶ。

			　そう、彼女の剣はあと一ミリでも動けば俺の体に刺さる位置にある。

			「さっきも言っただろ。カタナは斬るためのものだ。突くためじゃない。まったく殺気を感じない――かと言ってただの脅しというわけじゃない。俺がここを一歩でも動けば斬るし、動かなければ斬らない。だな？」

			「ええ。この先は危険です。ここに安置されている刀の銘はムラサメ。人を惑わす妖刀です。触れれば自我を失い殺人鬼となる」

			「キラーアントがここに来たはずだが――？　しかも剣を確認している。なんであいつらは通したんだ？」

			「彼らは餌を求めてここに来ました。中に彼らの餌となるものがないことを確認させるために通しました。でも失敗でしたね。妖刀の存在を他のものに話すとは思いませんでした。あのとき殺すべきだったと後悔しています」

			「なるほど――大体わかった」

			　と俺は言うと、触手の先端から溶解液を出した。

			　彼女は咄(とつ)嗟(さ)に――おそらく反射的にその溶解液をカタナで斬る――が斬られた溶解液はそのまま彼女の服に当たった。

			「なんのつもりです、水など飛ばして」

			「水……ね。シエル、これがただの水に見えるか？」

			「……私もわかったわよ、タード」

			　とシエルは前置きを挟んだ。

			「ええ、見た目はただの水よ……でも、その臭いは水だなんてとんでもない。強烈な刺激臭を放っている。あなた、それもわからないの？　ううん、その前になんでキラーアントはこの洞窟に餌がないと判断したの？」

			「それは見てもらえばわかる通り、洞窟の中にはカタナしかなく――」

			「カタナ以外にもあなたがいるじゃない。キラーアントは肉食――人をも襲う魔物よ。最初からベビースライムを献上して話し合いに行くような変わりものならばともかく、普通の女性であるあなたがキラーアントを追い払おうと思ったら、洞窟の中ではなくあなたの実力を見せるしかない。でもあなたはそれを言わなかった。なぜか――それは――いたぁぁぁぁぁいっ！　タード、何をするのよっ！」

			　俺の触手がシエルのスカートの下の足に絡みつき、握りしめた。

			「後から気付いたくせに全部答えを言うな」

			「わ、悪かったわよっ！　続きはタードが言っていいから！　やめて、本気で痛いの」

			　シエルが泣きながら謝るので、俺は触手から解放してやった。

			　シエルはこちらに背をむけて屈みこみ、自分の足に回復魔法をかけ始めた。

			　さて、せっかくの推理シーンをシエルに邪魔されてしまったが、俺の番だ。

			「まぁ、単純な話だ。姉ちゃんが普通の人間ではない、というか生き物ですらない。だってそうだろ？　キラーアントが食べ物がないって自分で言ったんだ。食べる物も何も置いていないのなら、普通の生物がここに住んでいられるはずがない。お前は妖刀によって作り出されたマヤカシだ……違うか？　キラーアントならカタナに興味はないと思って、マヤカシを出さなかった。だからキラーアントは何もしなかった。もしもあんたを見ていたら俺にそのことも一緒に報告しているはずだ。そして、妖刀が作ったマヤカシだから俺の溶解液の臭いもわからないんだろ？」

			　俺がそういうと姉ちゃん――妖刀ムラサメが作ったマヤカシが刀を引き、構えを取る。いつでも斬りかかれる体勢だ。

			「……ただのスライムではないようですね」

			「スライムが喋(しやべ)ってるんだ。それくらい最初から気付け」

			「ですが、ひとつ訂正します。私の体はマヤカシですが、実体は確かにここにあります。つまり、このカタナであなたを斬れば、あなたは確実に死にます」

			　実体があるのは知っている。俺の溶解液がすり抜けなかったから。だが――

			「お前に俺は殺せないよ。キラーアントを殺さなかったあんたには」

			「いいえ、殺します。あのカタナを――私をこれ以上外に出すわけにはいかないんです」

			　そう言った彼女の目から大粒の涙が流れ落ちた。もちろんそれも本物の涙ではない、マヤカシだ。

			　だが、妖刀ムラサメの意思のようなものを俺は感じた。

			「お願いです、来ないでください」

			「悪いな――その命令は聞けない」

			　そう言って、俺は前に大きく跳ねた。と同時に彼女のカタナの刃が俺の体を捉えたのだった。

			　

			「タードっ！」

			　

			　シエルが叫ぶ――が、

			「嘘っ」

			　ムラサメが信じられないものを見るような目で呟く。

			　次の瞬間、粉々に砕け散ったのは俺の体ではなく、彼女のカタナだった。

			　彼女が自分の砕けたカタナと残った柄を見て、驚(きよう)愕(がく)を露わにする。

			　驚く彼女に俺は言った。

			「俺には物理攻撃が効かない。お前が今やったのは、迫りくるオリハルコンの壁に向かってカタナを振ったのと同じだ。そりゃカタナも砕け散るさ！」

			　それは一部分を除けば真実だった。

			「お前がマヤカシでよかったな。普通の人間がマヤカシのカタナを振っていたら、カタナだけではない、その手も砕けているところだったぞ」

			「……物理攻撃が効かない――どうやら私にあなたを退けることはできないようですね」

			「その通りだ」

			　いや、本当のところはそうではない。俺の本当のスキルが物理攻撃無効ではなく、魔法無効だと気付かれたらやりようが残っている。

			　だが、俺はそれを絶対に言わない。

			　一番恐ろしいのは、彼女がマヤカシのカタナではなく自分自身――つまり妖刀ムラサメで攻撃してきた場合だ。

			「お願いです、この先には行かないでください」

			「悪いな、ガキの使いじゃないんだ。はいそうですかって帰れるわけねぇだろ」

			　俺がそう言って奥へと進もうとする。

			　後ろからシエルが「やっていることはほとんど借金取りと一緒ね」と失礼なことを言っていたが、無視して。

			「なんでもしますから」

			「服を脱げっ！」

			　彼女の懇(こん)願(がん)を聞いて、俺がその命令を出すまで一秒も必要としなかった。

			「……え？」

			「なんでもするんだろ？　服を脱げ」

			「あの、それでいいんですか？　私の体はマヤカシで、見ても面白いとは――」

			「少なくともシエルよりは面白い」

			「わかりました」

			　と彼女は頷き、帯をほどいてその着物を――

			「やめなさいっ！」

			　肩まで脱いだところで、俺はシエルに殴られた。

			「何をするんだっ！」

			「弱みを握って服を脱がせるなんて最低よっ！　しかもタード、服を脱いだら妖刀を諦めるって言ってないでしょっ！」

			「こら、バラすなっ！」

			　って、もう手遅れか。妖刀のマヤカシが俺を睨みつけているからな。

			「ねぇ、ムラサメさん……でいいのよね？　あなたのカタナ、一度見せてもらえない？　私の魔法で解呪できるのなら持って帰る。解呪できないなら持って帰らない――それでどう？　どうせ呪われた剣なんてあっても困るだけだし――あ、あなたのことを悪く言っているんじゃないのよ？」

			「え……えぇ、呪いが解けるのなら私も願ったりですけれども――絶対に触れないでくださいね」

			　とムラサメは着物を着なおし、俺たちを洞窟の奥へと案内した。

			　そして、そこには抜身の状態で一本の剣が地面に刺さっていた。見た目は先ほどムラサメが持っていた刀とまるで同じ。だが纏(まと)っているオーラが違った。

			「……なるほど、確かに妖刀だ」

			　スライムの体でもわかる。禍々(まがまが)しい力が渦巻いていた。

			　武器が呪われるにはいくつか理由がある。

			　例えば、剣の素材の問題だったり、鍛えたものの思いの問題などでできたときから呪われた武器という場合。できたときは普通の武器だったが、呪術によって汚染されたり、または邪悪なものを斬ったときにその血を浴びて汚染されたりして呪われた武器となる場合がある。

			　呪いも様々であり、酷いものだと触れるだけで死に至るものもある。

			「私――妖刀ムラサメは触れれば最後、人を斬りたい衝動に駆られます。以前に私を持ったサムライは三十九人の罪なき命を奪い、村を滅ぼし、誰も斬るもののいなくなったその男は自分の命をも斬って捨てました」

			　ムラサメの話を聞きながら、俺はシエルを見た。

			　脂汗を流してその妖刀の怪しい煌(きら)めきをただ見つめる彼女に、俺は尋ねた。

			「シエル、なんとかなりそうか？」

			「呪いなら、私の解呪魔法でなんとでもなる」

			　とシエルは薄い笑みを浮かべて、さらに続けた。

			「ここに来るまではそう思っていたわ。でもこれは私の手に負えるものじゃないわ」

			　そう言って、首を横に振った。

			「やっぱり役立たずだな」

			「……言い返せないから黙っておく」

			　シエルはジト目で俺を見てきた。

			　ムラサメは俺たちのやり取りを見て静かに笑った。

			「最初、あなたたちがここに来てどうなることかと思いました。でも、来たのがあなたたちでよかった。この呪いの恐ろしさを知ったあなたたちなら、私を解放したりはしない。これで私は安心して――」

			「安心？　残念の間違いじゃないのか？」

			　俺はムラサメの言葉を遮るように、そう尋ねた。

			　ムラサメは最初、俺が何を言おうとしているのかわからなかったようだが、小さく首を横に振った。

			「確かに呪いが解けなかったのは残念ですが、私の呪いは強力。そう簡単に解呪できるとは思っていませんでした」

			「そうじゃない。ここを出られなくて残念じゃないか？　って聞いているんだ。お前は本当は人を斬りたいんだ。魔物を斬りたいんだ。何かを斬りたいんだ。斬って斬って斬りまくりたい――そうだろ」

			「タード、何を言ってるのよっ！　そんなわけないでしょ！　タードも見たでしょ！　外に出たくない、出たら人を殺してしまう。彼女はそう思ってさっき泣いていたのに」

			「違うな。こいつが泣いていたのはここにいたら誰も斬ることができないからだ。だってお前――」

			　と俺は一呼吸置き、そう言った。

			　

			「俺を斬る瞬間、笑ってただろ？」

			　

			　そう、彼女は笑っていた。これ以上近づけば斬るといい、俺が跳ねた――そして彼女が持っていたカタナが俺に触れるか触れないかのその瞬間、カタナが砕け散るその直前。

			　彼女は泣いてなどいない。悔やんでなどいない。

			　ただ、何かを斬る喜びを感じていた。

			「当たり前のことだ。人間は――生物は子孫を残すことが至上の命題。だからセッ〇スに最大の喜びを感じる」

			「……わ、私は違うわよっ！」

			　と後ろでシエルが否定した。

			　慌てて否定するほうがかえって怪しいというのに、そんなこともわからないのか。

			　シエルを追及しても話は進まないので、俺は言葉を続けた。

			「それと同じことだよ。お前はカタナという名の剣だ。斬るために作られた剣だ。なのに誰も斬ることはできない。それは辛いよな。生まれてすぐに去勢されるオスと同じくらい辛い」

			　ムラサメは目を背け、

			「お前は気付いているはずだ。なぜお前を持ったものが人を斬りたい衝動に駆られるのか。そんなのお前を見ていたらわかったよ。単純な話だ。お前が斬りたいんだ。斬りたくて斬りたくて斬りたくてたまらない。お前は我慢ができない変態だ。待てもできない。呪いは強力？　簡単に解呪できない？　はっ、笑わせる。その人を斬りたいという衝動は、全部お前の欲望によるものだろ。呪いの正体は、お前の欲求だ」

			「タード、ちょっとそれはあまりにも言い過ぎ――」

			「その通り……かもしれません」

			　ムラサメは、シエルが俺を窘(たしな)めようとするその言葉を遮るようにして俺の意見を肯定した。

			「ですが、タードさん。私の――刀の本質は人を斬ることともうひとつあります。そして、そのもうひとつこそが重要なのです。それは、主君を守ること。私のつまらない欲望のせいで主君を殺すことになったら、それこそ刀の本質が失われます。だから、私は主君を持たないと誓った」

			　彼女はそう言うと膝を折り、その場に座った。正座と呼ばれる東国の礼の一種だ。

			　彼女の表情は暗い。自分の内面をさらけ出したからだろう。

			「あのな――それは違うだろ。女の欲望を受け止めきれない男が悪い――ただそれだけだ。そんな男、そっちから見限っちまえばいい。俺は違うぜ？」

			　というと、俺は触手をカタナの柄に伸ばした。

			「タードっ！」「タードさんっ！」

			　シエルとムラサメが同時に叫ぶが、俺は彼女たちの言葉を無視して妖刀ムラサメを引っこ抜いた。

			　そして、触手で強く握り、俺は止まった。

			「タードっ！　しっかりしてっ！」

			　シエルの悲痛な言葉が洞窟の中に木霊する。

			「ダメです、シエルさん。一度私を握ったら最後。そのものの心は壊れてしまいます。シエルさんだけでも逃げてください」

			「そんな……タードが死んだら私――」

			　とシエルはその場に蹲り、涙を流した。

			「もうコッペパン食べられないじゃない」

			「俺の価値はコッペパンかよっ！」

			「ってあれ？　タード、普通に話せるの？」

			「当たり前だろ。俺が呪いなんかに屈するかよ」

			「……あ……そうか」

			　シエルも気付いたようだ。

			　呪い――つまり呪術って要するに魔法の一種ってことだろ？

			　俺には魔法は効かない。だからこのカタナを触ることができる。

			「ムラサメ。お前、どうしてここにいる？」

			「え？　それは人を殺したくなくて――」

			「ここは混(こん)沌(とん)迷宮。人が来るような場所じゃない。ここに迷い込むとしたらダンジョンフェアリーの転送魔法によって転送されたもの、もしくは迷い込んだ魔物だけ。お前は呪いのせいで既に魔物となっているんだ」

			「……私が魔物――そうなのですか？」

			　ムラサメが尋ねると、シエルが頷いた。

			「タードの言う通りだと思うわ。自分の意思があり、そして魔法も使うカタナはもう魔物と呼べる域に達していると思う」

			「そういうことだ。だからムラサメ。俺の部下になれ。そして、精神を鍛練する術を身に付けろ。そうすれば呪いなんて消えちまう。ただし、俺の部下の間はいろいろと魔物や人間を斬ってもらうことになるがな」

			　と俺は笑って言った。

			「俺がお前の主君になってやるよ。スライムが主君なのが不満だと言っても聞いてやらないからな」

			　数瞬した後、ムラサメの目から涙が零れ落ちた。

			　彼女が初めて俺に見せたうれし涙だった。

			　そして――

			　

			「シエルがメインヒロインではないことが証明された瞬間だった」

			「勝手なことを言わないでよっ！」

			　

			　と怒られても、やっぱりヒロインとしてはシエルよりもムラサメのほうが魅力があるじゃないか。

			　セクハラのやりがいを見出せそうだ。

			　

			　

			　シエルの日記　春の六十九日　快晴

			　

			　今日はなんと、正式に仲間が加わったの。

			　妖刀ムラサメ。東国のカタナと呼ばれる剣が魔物になった女性よ。本体はカタナだから性別はないけど、彼女が生み出す人型の姿が女性の姿をしているから女性でいいわよね。

			　タードが言うには、ムラサメは盗賊団なんて一瞬で蹴散らせるくらいの実力の持ち主らしいんだけど、どうもタードはムラサメを使って盗賊を殺させるつもりはないみたい。

			　盗賊は生かさず殺さず何もせずでポイントを稼ぎたいようね。

			　そうそう、ムラサメといえば、最初にその本体と会ったときに感じた禍々(まがまが)しいオーラ、今は全く感じないのよ。どうしてだろうと考えていたら、タードが、

			「あのオーラは、カタナとして使ってもらえない、主君を守れないという二つの不満が原因で発生していた負のオーラだからな。今は俺という素晴らしい主君と巡り合えたことで半分不満がなくなり、落ち着きを取り戻したんだろうさ。たとえるなら思春期真っ盛りなのに欲求不満のガキが――」

			　これ以上タードの話をここで書くと、私の神聖な日記が汚れるからやっぱりなかったことにするわ。

			　タードといえば、本当に謎なのよね。

			　タードは重力やその計算について私に淀みなく語っていたんだけど、そういう物理の計算って人間はほとんど知らないはずなのよ。

			　もしかして、タードは前世はものすごい偉い賢人だったんじゃないかしら？

			　って考えていたんだけど、さっきからずっとムラサメのオビという名前の結び紐を引っ張って、

			「東国のダイカンっていう男はこうやって遊ぶんだろ」

			　って聞きかじったセクハラ話を実践形式で尋ねていたから、ただ変態行為のために知識を貯めこんでいる気もするわね。重力なんかも、うつ伏せと仰向けとでおっぱいの形が変わる理由について考えていたら、いつの間にか学んでいたとかそういうことかしら？

			　って、誰がうつ伏せでも仰向けでも形の変わらない平らな胸よっ！　ちょっとは変わるんだから――ってあれ？　今、誰かに日記を読まれていた気がするんだけど。

			　……うん、たぶん気のせいよね。

		

	
		
			第三話「そのお嬢様、自称ライバルにつき」

			　

			「ご主人様、気持ちいいですか？」

			「あぁ、気持ちいい。最高だ」

			「そうですか、それはよかったです。ではもっと奥まで」

			　とムラサメが艶めかしい声で言ったとき、

			　

			「あぁ、もうっ！　気が散るわねっ！」

			　

			　俺とムラサメの憩いのひとときをシエルの怒声が壊した。

			「そもそも、タード！　あなた耳なんてないでしょ！　なんで耳かきなんてしてもらってるのよ」

			　とシエルはムラサメが持つ綿棒を指さして言った。

			　綿棒は三十本１ポイントで購入した。

			「雰囲気だよ――でもあれだよな。ムラサメの膝ってかなり硬いよな」

			「申し訳ありません、なにぶん刀のマヤカシのものですから」

			　彼女が腰に差しているカタナが東国の服を着た美人剣士ムラサメの本当の姿だ。黒い鞘(さや)はマヤカシではなくダンジョンのポイント５ポイントを使って購入した。安い買い物だったが、見た目は悪くない。

			「綿棒に使うくらいなら、私にジャムコッペパン買ってよ」

			「今日の見張りが終わったらな。盗賊たちの様子はどうだ？」

			「別に。いつもの通り宴会しているわよ」

			　宴会……ね。俺も人間の頃は酒は吐くほど飲んだような気がするが、この体になってからは不思議と前ほど酒を飲みたいと思わなくなったからな。羨ましいとは思わない。

			　

			　ムラサメが俺の配下に加わって一週間が過ぎた。

			　ダンジョン内の様子はスクリーンに映し出すことができるので、それからずっと盗賊たちの様子を見ていたわけだが、男だけを見るというのは苦痛で仕方ない。せめて女でも連れ込んで強姦でもしてくれたら見応えがあるのだが、今のところそれをする様子もない。ただし、盗賊のふたりで夜中にこっそりとごそごそしているのを目撃してしまったことはある。俺の人生においてもっとも嫌なものを見た。

			　そのため、盗賊の監視はシエルに任せ、逐一報告させている。

			「それにしてもラッキーだよな。盗賊のおかげで毎日ポイントが70ももらえるんだから」

			　キラーアントも迷宮の拡大のために穴掘りを頑張ってくれているし、ダンジョン経営は順調だ。彼らがダンジョンの様子に気付く様子は今のところない。

			「ご主人様、斬ったらダメなのですか？」

			「盗賊はポイントを貢いでくれているから、生かさず殺さず何もせずってな。ベビースライムを毎日斬らせているからそれで我慢しろ」

			　キラーアントの餌となるベビースライムを最近、食べやすいようにムラサメが斬ってから提供している。

			「ベビースライムは斬り応えがあまりありません」

			「精神鍛錬だ――耐えろ。シエルは斬るなよ」

			「はい、ご主人様の命令は絶対ですから」

			　ムラサメはそう言って、俺の耳（？）を綿棒で撫でた。

			　

			　さて、一応頭の中で盗賊についても考えておく。

			　盗賊は元傭兵の集まりらしい。そこそこ名の知れた一団だったらしいのだが、無能な将軍の指揮に従っていたら命がいくつあっても危ないと、命令無視をしたせいで上層部から目をつけられた。そのため、傭兵として生きていくのが難しくなり、盗賊となった。

			　本人たちはそう言っているが、実際のところはどうかはわからない。ただムラサメが言うには、

			「剣の手入れがまるでなっていません。それだけでも彼らの実力の底が見えるというものです」

			　だそうだ。武器の立場からの意見だから説得力がある。

			　ちなみに、ムラサメは自動修復機能があるらしく、手入れ不要なのだとか。

			　そういえば、ムラサメの名前が魔物管理画面に追加されていた。

			　二匹のキラーアントは厳密には俺の配下ではないので、配下として初めて刻まれた名前だ。

			…………………………………………

			名前：ムラサメ

			種族：妖刀

			年齢：百七歳

			状態：呪い・契約（主君：バス・タード）

			スキル：狂化（呪い）・自己修復

			特殊スキル：人傀(かい)儡(らい)具現化

			称号：殺人刀

			備考：製作者・ガロマツ

			…………………………………………

			　ガロマツについて聞いてみたが、ムラサメは記憶にないそうだ。

			　と、話が逸れてしまったな。

			　盗賊たちを見たり話を聞いていてわかったことがいくつかある。

			　まず、盗賊たちのアジトのすぐそばに主要な街道があるらしく、常にひとり、街道を行きかう馬車等を見張っているらしい。

			　また、近くの町までの距離もわかった。馬を使って片道二日程度だ。

			　これは、盗賊が酒を仕入れるために馬に乗って出かけて四日後に帰ってきたことからわかった。遅いとも早いとも言わなかったので、やはり片道二日くらいかかるのだろう。

			　主要な街道なのに近くに町がないというのは少し妙な気がするが。

			「ねぇ、タード。盗賊たちが妙なことを話しているわよ」

			　盗賊たちの会話に聞き耳を立てていたシエルが言った。

			「妙なこと？」

			「四日後のお昼頃に教会の馬車がこの近くの街道を通るから、公金を奪おうって計画を立てているみたい」

			「教会の公金をっ!?」

			　おいおい、バカだろ、こいつら。

			　教会――特に指定のない場合は聖ヴァーチュ教会のことを示す。世界でももっとも大きい宗教組織だ。そのため、聖ヴァーチュ教会が運ぶ公金も莫大な金額になることも多々ある。だが、その金を狙う盗賊はほとんどいない。

			　なぜなら、その公金を運ぶ馬車には必ず聖騎士と呼ばれる護衛がついているのだから。聖騎士の逸話は数多くあり、ひとりで千人の盗賊団を倒しただとか、黄金竜(レジエンドドラゴン)を一パーティーで倒しただとかそういう話が数多く残っている。

			　とてもではないが、傭兵崩れの盗賊が敵う相手ではない。

			　何より厄介なのは、聖ヴァーチュ教会は迷宮の存在を良しと思っていないことだ。

			　つまり、聖騎士に見つかれば間違いなく俺たちの迷宮は潰される。

			「くそっ、せっかくの金(かね)蔓(づる)、もといポイント蔓だと思っていたのに残念だ。四日以内に盗賊を皆殺しにしないといけなくなったようだな」

			　ただし、どうやって倒すか。

			　正攻法でいえば、ムラサメがひとりで乗り込んで、全員滅多切りにすることだ。他にもムラサメをカタナの状態で盗賊のアジトに放り込み、誰かに持たせてそいつを狂わせて殺してしまうという手もある。

			　だが、それも確実ではない。一応は聖騎士よりも強いと思っているような盗賊だ。万が一、いや億が一失敗した場合、盗賊たちがダンジョンの存在に気付く可能性がある。

			　そして、盗賊たちを殺そうとした俺たちもまた盗賊に狙われることになるし、盗賊に逃げられてまだまだ未完成の俺たちのダンジョンの存在が明るみに出るのも厄介だ。

			「……となると保険は必要だな」

			　俺は頷くと、現在のポイントを確認した。

			　少しポイントを使ってしまったが、現在約５００ポイント持っている。もともと俺自身を強化するために貯めていたのだが、今は無駄遣いはできない。

			「シエル――教えろ。お前たちはどうやって情報交換している？　お前、言ってたよな。ポイントで魔物を召喚することはできないが、他のダンジョンフェアリーから魔物を雇ったりもらったりすることができるって。それってつまり、ダンジョンフェアリーは何か遠くにいるダンジョンフェアリーと話す手段があるってことだろ？　それを教えろ」

			「……でも」

			　シエルが何かを躊躇(ためら)い、そして俺に教えようとしなかった。

			　こいつはバカだが頭はいい。この状況がどれほど悪いかわかっているはずだ。

			「シエルっ！」

			　俺が怒鳴りつけると、シエルはようやく重い口を開いた。

			「……混(こん)沌(とん)の町。混(こん)沌(とん)の迷宮にある町にダンジョンフェアリーが営む多くの店があるの。ポイントをお金に換えて買い物をしたり、傭兵を雇ったりすることもできるわ。他にも私の母校であるダンジョン学園があって、世界中のダンジョンフェアリーがそこに集まって勉強をするの」

			「なるほど、それがお前が俺に黙っていた理由か」

			　俺は彼女がどうしてその説明をこれまで避けていたのか腑に落ちた。

			　そりゃ言えないよな。言えるわけない。

			「学年首席で卒業した、ある種同期にとって期待の星であるはずのお前が、まさかスライムをダンジョンボスにして、しかもたかが盗賊相手に右往左往しているだなんて、そりゃ知り合いにでも知られたら笑い種だもんなっ！」

			　俺が快活に笑って言うと、

			「うわぁぁん、絶対タードはそう言うと思ったわよ。だから言いたくなかったのよっ！」

			　と泣きながら叫んだのだった。

			　よし、じゃあ早速行くとしますか。

			　その混(こん)沌(とん)の町とやらへ。

			　

			　シエルが泣き止むのを待って、

			　

			　シエルが魔法を唱えると、何もない壁に高さ二メートル、横幅八十センチくらいの扉のようなもの――転移扉が現れた。

			　この扉を使って混(こん)沌(とん)の迷宮に移動するのは三回目か。

			「シエル、この扉の先が混(こん)沌(とん)の町の中なのか？」

			「正確には町の前よ。混(こん)沌(とん)の町の中は特殊な結界が張られているから移動できないのよ。ほら、そんなことできるのなら食い逃げとか万引きとかし放題でしょ？」

			「犯罪のスケールがいちいち小さいのが気になるが、確かにその通りだな――」

			　その扉を通ると前回、前々回は草原に出たわけだが、今回は同じ草地の上でも目の前に巨大な門があった。高さ十メートルはあるかという巨大な鉄の門だ。

			　俺、ムラサメ、シエルの三人はしばし門を眺めていた。シエルにとっては見慣れた門かもしれないが、俺とムラサメにとっては初めて見る巨大な鉄の扉の塊。これを見るだけでもかなりのものだ。今は開いている状態だが、開閉が手動で行われているとすると、扉を動かすだけでもかなりの人数が必要になるだろう。

			「立派な門だな――ていうか無駄にでかいな」

			　俺はシエルの帽子の上でそう呟く。

			「たまに巨大な魔物が中に入ったりするから大きめに設計しているのよ。逆にこの門を入れない魔物は中に入ることを許されないわ」

			「この門より大きな魔物っていえば、一つ目巨人とか、それこそ本物の竜族くらいじゃないか？」

			　この門……俺なら一体何匹通れるだろうか？

			　そんなことを思いながらも門に近づく。

			「ようこそ、混(こん)沌(とん)の町へ」

			　そう言って声をかけたひとりの男。手の甲のところに傷があり、その傷の下が石になっている……ゴーレムやガーゴイルの亜種だろうか？　少なくとも人間ではないな。

			「中に入りたいんですけど？」

			「構いませんよ。ですが、人型を取れない従魔は従魔証を着けてください」

			　と言って男は赤色のリボンのようなものを取り出す。

			「俺は従魔じゃないぞ。こいつの主、ボスモンスターだ」

			　俺がそう言うと、男は特に表情を変えず、

			「失礼しました。確認いたしますので少々お待ちください。確認しました。バス・タード様ですね。どうぞお通りください」

			「どうやって調べたのかはわからないけど、まぁいいや。通してもらうよ」

			　門が自動的に開き、俺たちはそのまま町の中に入っていった。

			　そこに広がるのは煉瓦造りの建物が並ぶ街並みだった。奥には大きな城が見える。

			「ここは城下町なのですか？」

			　ムラサメが城を見て尋ねた。それに対し、シエルは首を横に振る。

			「あのお城に見えるのは、ダンジョン学園の鐘塔よ。朝と正午、夜に鐘の音を混(こん)沌(とん)の町全体に響き渡らせるの。ダンジョン学園の中だとかなり煩いから、騒音塔とも呼ばれていたわ」

			「あぁ、あそこがシエルが卒業した学校か。そういえば城で思い出したけど。東国の城は屋根の代わりに石の板を並べるって本当か？」

			　と俺は東国についてムラサメに尋ねた。

			「瓦のことですね。その通りですよ」

			「そして、カラテカと呼ばれる攻城兵が素手でその石の壁や天井を叩き割るというのも本当か？　達人になると一撃で壁を叩き割るとか」

			「……それは嘘ですね」

			　ムラサメが困ったような笑みを浮かべた。やっぱり嘘だったのか。

			　東国の文化はデマが多数飛び交っているから本当にわからないことが多い。

			　既婚女性は歯を黒く染めるだとか、魚は生で食べるだとか、黄金でできている教会があるだとか。コマル・ポロの東国見聞録に書かれていた話だが、これを聞くとやはり全部眉唾物だな。

			「そういえば私も東国の文化には興味があったのよね。扉が紙でできているとか、犬が人間より偉いとか――あ、私が一番気になったのは犯人を捕まえるときに憲兵がお金を投げて攻撃するって聞いたんだけど、それって近くにいる人が拾っても問題ないのよね？」

			「……すみません、確かに紙でできた扉はありますが、すべて紙というわけでなく、木も使っています。あと犬が人より偉いとかお金を投げる憲兵というのは私にはちょっと……なにぶんもう五十年以上も東国を離れていますので」

			　ムラサメもわからないことが多いらしい。

			　やはり東国は謎の国のようだ。まぁ、気軽に行ける場所でもないし。

			「タード、あそこでポイントをお金に換えましょ」

			　とシエルが指さしたのは、街に入ってすぐの建物だった。

			　大きな文字で、「１ポイント[image: yaji.png]51シール」と書いていて、51の数字の部分は入れ替えることができるようになっている。

			　どうやらポイントの相場は変動するようだが、51シールが安いのか高いのかは俺には判断できない。

			「シエル、１ポイント51シールは安いのか？」

			「昨年の平均相場は49シールだったから少し高い感じかしら。でも三年前は人間が大々的にダンジョンを破壊して回って多くのダンジョンフェアリーが冬眠状態になっちゃったから相場がぐんと上がってその年は１ポイント64シールが平均相場だったのよ」

			「……もしかして一年ごとの相場を全部覚えてるのか？」

			「テストに出る可能性があったから」

			　シエルは当然のように言った。

			　記憶力には自信があるにもほどがある。絶対に脳の記憶領域を無駄に使っているぞ、それ。

			「何ポイント換金する？　１ポイント？」

			「51シールで何をしろって言うんだよ。子供の小遣いじゃないんだから」

			「私なら51シールあれば三日は生きていけるわよ」

			「それはお前だけだ。というかお前は草を食べてるんだからお金が無くても生きていけるだろ。とりあえず２００ポイント換金だな」

			「そんなにっ!?」

			「いいんだよ。金は腐るもんじゃねぇし、それに盗賊を皆殺しにできたら最低でも７００ポイントは入ってくるんだから」

			　俺はそう言って、換金所に向かった。

			「いらっしゃい――あら、かわいいお客さんね」

			　そう言って出迎えたのは二十歳代後半の赤い髪の女だった。

			　頭に羊のような角が生えている――悪魔――サキュバスか。

			　うん、色っぽい。それに柔らかそうだ。やはり女はこうじゃなければな。

			「あんたを一晩買いたい。いくらだ？」

			「ちょっと、タード！　何を言ってるのよっ！」

			　シエルが怒鳴りつけた。

			「おあいにく様。私は既に売約済みなの」

			　と彼女は左手の細い指を俺に見せた。その薬指には翠色の宝石が嵌(はま)った指輪が輝いている。人妻か？　いや、どこかのダンジョンボスの配下って可能性もある。

			「じゃあ、その胸のテイスティングだけでもさせてもらえないか？」

			「初回だから許してあげるけど、従業員へのセクハラ行為はこの店を出禁にするわよ。換金所はここしかないけどいいのかしら？」

			「タード、お願いだから余計なことを言わないでね」

			「……セクハラ禁止の店でサキュバスを置くって、どんな生殺しだよ」

			「タードっ！」

			　俺が文句を言うと、シエルが窘(たしな)めた。が、それを聞いてサキュバスは面白そうに笑った。

			　どうやら口ではいろいろと言っているがセクハラには慣れているらしい。

			「そうね。でも、従業員は私だけじゃないの。私にセクハラ行為をしない客なら他の従業員にもセクハラはしないでしょ？　うちの店は主人の意向で美人ぞろいが多いんだけど、小心な子も多いから私が試しているのよ。まぁ、あなたには怖いお目付け役がいるみたいだし心配ないかしら。それで、換金するの？　しないの？」

			「２００ポイントを頼む」

			「ええ。わかったわ。それと、私の胸をテイスティングしたかったら、最低でも10万ポイントは用意してね」

			　とそのサキュバスは俺に囁きかけたのだった。

			　10万ポイントって、５００万シールかよ……たかが胸をちょっと触るだけでどれだけ……いや、あの胸はそれだけ払ってでも触れる魅力はあるかもしれないな。

			　10万ポイントか……いつか貯めてやる。

			　

			　決意も新たに、１万シール銀貨一枚をムラサメに、１００シール銅貨二枚をシエルに持たせ、俺たちは町を歩いていた。ちなみにこの世界の通貨は混(こん)沌(とん)の町も人間の町も一緒らしく、１シールは鉄貨、10シールは大鉄貨、１００シールは銅貨、１０００シールは大銅貨、一万シールは銀貨、10万シールは大銀貨、１００万シールが金貨で１０００万シールが大金貨となっていて、大銀貨より高額貨幣は普通の店では使うことができない。貴族や王族、大富豪の間でのみ流通している１億シールの白金貨というものもあるそうだが、そこまでいくと最早、見ることすら叶わない。

			　シエルがやけに周囲を警戒している。

			　そんなに友達に会うのが嫌なのだろうか？

			　そう思っていたら、

			「全員、敵に見えてくるわ。私のお金を狙ってくる敵に」

			　どうやら銅貨二枚を守ろうと必死のようだ。シエルに銀貨を持たせなくてよかった。彼女が銀貨を受け取っていたら緊張で一歩も歩けなかったかもしれない。

			　でも、シエルから話は聞いていたとはいえ、混(こん)沌(とん)の町の通貨も人間の国と一緒なんだな。この貨幣は聖ヴァーチュ教会が発行している。いわば、迷宮にとって敵のお金も同然。

			　それを通貨として使うのはどうしてなんだ？

			「シエル。少しは落ち着け。それで、この町の主な施設を教えてくれないか？」

			「私も興味ありますね。武器の店などもあるのですか？」

			　と俺とムラサメが尋ねると、シエルは大きく深呼吸をした。

			「……わかったわ。まず、私たちが主に使うことになると思う施設から紹介するわね。さっき行ったのが両替商。ポイントをお金に換えてくれるわ。次に買い取り屋。道具やお金をポイントで買い取ってくれる店よ」

			「お金をポイントに換える――か。ちなみにいくらくらいなんだ？」

			「両替商の一割増しくらいね。だから今なら56シール渡したら１ポイントに換えてくれるわ」

			「結構手数料としては割高だな……」

			「そうね。他にも魔物とかも買い取ってくれるわ。あとはオークション会場も覚えておいたほうがいいわね。十日に一度開催されるの。もっともここで売られるのは道具類だけよ」

			「ここで……って妙な言い方だな。つまり、裏のオークションがあるってことだな」

			「ええ。裏オークションっていうのがあるの。魔物はもちろん、捕まえた人間なんかも売っているわ。正式に認められてはいないけれども、黙認されている状態よ。会場もオークション会場の地下に設けられていて入り口には看板もあるし」

			「なるほどな――」

			「あとは取引所。ダンジョンフェアリー同士で交渉をしたり募集をかけたりするの。これは建物じゃなくて広場にあるわ。掲示板も自由に使えるし」

			　なるほど。俺が行くべき場所は取引所か。

			「最後に、今の私たちには関係ないけれど、ダンジョンバトル申請所ね」

			「ダンジョンバトル？」

			「ダンジョンフェアリーとそのボスモンスター同士、ルールを決めて戦うの。例えば、魔物五対五で戦って、勝ったほうに１０００ポイント支払う、とか。他にも攻撃側と防御側に分かれてダンジョンの外に転移扉を設置してダンジョンの攻略をさせるとか。練習試合の他にも公式試合もあって、優勝したら莫大な富が得られるものもあるのよ。まぁ、そういうのは遥か先輩のダンジョンフェアリーが参加していて勝ち目がないわ。私たちが参加できるとしたら、ダンジョン作成三年以内の新人フェアリーが出られる新人戦くらいね」

			　なるほどな。

			「あの、武器屋は――」

			　とムラサメが言いかけたそのときだった。

			「あ、シエルちゃんだっ！」

			「本当だ、シエルだ。生きてたよ」

			　と女の子たちの声が聞こえてきた。

			　そして、そのときのシエルは、俺の頭の中に永久保存しておきたいくらい面白い顔をしていた。

			　これはもしやと思い、俺はムラサメの頭の上で方向転換し、声のした方向を見た。

			　そこにいたのは、緑色のショートヘアのボーイッシュな女の子と、長いツインテールの温和そうな女の子だった。ふたりともシエルと同じ制服を着ている。

			　ふたりは手を振ってシエルを呼び止めると、こちらに小走りで近付いてきた。
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			「や、やぁ、リッシュにシルエッタ、久しぶりね。じゃあ私はこれで」

			　と立ち去ろうとするシエルをふたりは呼び止め、ボーイッシュガールの女の子がシエルの腕を掴んだ。

			「シエル、何右手と右足を同時に出して立ち去ろうとしているのよ」

			「そうだよ、シエルちゃん。私たち心配したんだからね」

			「し、心配してくれてありがとう。でも私は元気だから。リッシュ、その手を放して」

			　とシエルが言うと、無言で見ていたムラサメが口を開いた。

			「皆さま、シエルさんのお友達ですか？」

			　そう尋ねると、そこでボーイッシュガール――リッシュとツインテールガール――シルエッタはムラサメがシエルの連れだと気付いたようで、

			「はい。私たち、シエルと同期の卒業生なんです」

			「三年間同じ班だったんですよ――あの、もしかしてシエルちゃんが召喚したボスモンスターの方ですか？」

			　とシルエッタはムラサメを見上げて尋ねた。

			　が――

			「いいや、ボスモンスターは俺だ。俺――バス・タードがシエルに召喚されたボスモンスターだ。このムラサメは俺の配下の妖刀だ」

			　とムラサメの上で飛び跳ねた。

			　ふたりがどんなリアクションを取るのか楽しみだ。

			　俺と、そしてシエル本人の予想だとおそらくは大笑いされるに違いない。

			　何しろ首席で卒業したダンジョンフェアリーがスライムの部下なのだ、これが笑われないわけない。そう思った。

			　実際、ふたりは笑みを浮かべたが、

			「よかったぁぁ」

			　予想のリアクションがなされた。

			「……え？」

			　驚いたのはシエルだった。

			「シエルちゃん、本当に心配したんだよ。シエルちゃん、不幸だから召喚したモンスターと契約できなくて泣いてるんじゃないかとか、もしくは召喚したモンスターに襲われたりしていないかって」

			「その様子だとちゃんと契約できているみたいだしね。しかも人型になれる妖刀を配下にしてるんだ。ただのスライムじゃないんだろ？」

			　シルエッタ、リッシュ、それぞれ本当に喜んでいた。

			　それは学年首席が落ちぶれた様子を見てあざ笑っているのではなく、友の無事を祈っていた願いが通じたことへの笑みだ。

			「わ、笑わないの？」

			　シエルが恐る恐る尋ねると、ふたりは同じ動きで首を横に振り、

			「「笑わない笑わない」」

			　と言った。

			「よかった。召喚したのがスライムだなんて知られたら絶対に笑われると思ってたわよ」

			「むしろシエルちゃんらしいよ。ミャーちゃんも心配してたよ。シエルちゃんから連絡はこないのかって会うたびに聞いてくるんだから」

			「そうそう、ミャーの奴本当にシエルのことが好きだからな」

			　シルエッタとリッシュが俺のわからない会話をする。

			　んー、つまらんな。てっきり散々笑われてシエルが泣いて逃げ出すかと思ったが。

			　そのあと、シエルはふたりがどんなボスモンスターを召喚したのか聞いた。

			　リッシュはリビングメイル、シルエッタは鳥の魔物を召喚し、今はボス部屋で留守番させているそうだ。

			　その名前を聞いて、シエルが小さな声で「いいなぁ」と言ったのは絶対に忘れてやらない。

			　そして、話が終わってからふたりは俺を見て言った。

			「タードさん、ムラサメさん。どうかシエルちゃんをよろしくお願いします。シエルちゃんはとても努力家でいい子なんで」

			「シエルの不幸も慣れたら面白いしね」

			　……いい友達を持ったんだな。

			　初めてシエルが羨ましいと思った。

			　俺も記憶を失う前はこういう友達が――とふと変なものが脳裏をよぎった。

			　

			　なんだ？　四人の人間？

			　ふたりが女で、ふたりは男だった――というのはわかるが、それが誰なのかは全くわからないし、もう顔も忘れてしまった。

			　もしかして、俺の失われた記憶と関係あるのだろうか？

			　

			「ところで、シエルは何をしに来たの？　私たちは食料を買いに来たんだけど」

			「ん？　あぁ、そうだった。魔物を借りたいんだけど、人間を軽く殺せる強い魔物って借りようと思えばいくらくらい必要なんだ？」

			「人間の強さにもよるけど。どんな魔物を希望してるの？」

			「ミノタウロスくらいならいいが」

			「レベルや大きさによるけどミノタウロスなら一日３万シールが相場だね。怪我をしなかったら九割返ってくるけど」

			　とリッシュが言った。完全に予算オーバーだ。半額分すら用意していない。

			　そうか、レンタルといっても魔物が死ぬことがあるから補償金の支払いも考えないといけないのか。

			　かといって借りるランクを落としてもなぁ。

			　そう思ったときだった。

			「おーほっほっほっほっほっ！　お久しぶりですわね、シエル・フワンフワン・シャイン！」

			　高らかな笑いとともに登場した白いドレスの女。小さな扇子を握り優雅に歩いてくる。

			　金色のロール髪。

			　間違いない、こいつはお嬢様だ。

			「「「ミャーちゃんっ！」」」

			　シエル、リッシュ、シルエッタが同時に声を上げた。

			「ミャーちゃんって呼ばないでくださいますっ！　わたくしはニキティス・ミャーミャー・フレイム！　呼ぶならニキちゃんにしなさいっ！」

			　ニキちゃんでいいのかよ。

			　シエルといい、ミドルネームは変な名前しかないのか？　ダンジョンフェアリーは。

			「えぇ、ミャーちゃんのほうがかわいいよ」

			　シルエッタが文句を言うが、ミャーちゃん――もといニキティスは扇子を閉じるとその先をシルエッタに向け、

			「お黙りなさいっ！」

			　と声を上げて言った。

			「ニキちゃん、久しぶりね」

			「ええ。へぇ、この方があなたのボスモンスターですの？　初めまして、わたくし、ニキティス・ミャーミャー・フレイムと申します」

			　とシルエッタは恭(うやうや)しく頭を下げた。

			　そういえば忘れていたが、立場で言えばボスモンスターのほうがダンジョンフェアリーよりも上だった。ニキティスとシエルが同期なら、相手のボスモンスターに敬語を使うのは当然のことなのか。

			「わたくしのボスモンスターも紹介いたしますわ」

			　と言うや、彼女の背後にその女性は現れた。

			　褐色肌、黒髪の線の細い女性。青色の鎧(よろい)を着ていて、特徴はその耳。兜のデザインのため耳飾りのようにも見えるが、あれはヒレだ。

			　竜人(ドラゴニユート)――その中でも海竜族の竜人(ドラゴニユート)だろう。
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			「某、マーレと申します。修行中の身ですが、なにとぞよろしくお願いいたします。さすがは我が主様が一目を置くシエル様が召喚されたボスモンスター。なかなかの達人のようですな」

			「マーレ、余計なことは言わなくて結構よ」

			「失礼いたしました」

			　……あれ？　なんでこいつら主従入れ替わってるんだ？

			　ボスモンスターが主君だろうに。

			「先ほどから勘違いなさっているようですが、私はボスモンスターではありません。私は頭の上にいらっしゃるスライム――バス・タード様に仕える一介の魔物にすぎません」

			　今度はムラサメが訂正した。

			「へ？　スライムがボスモンスター……ですの？」

			　とニキティスが尋ねた。

			「あぁ、その通りだ。俺がボスモンスター、バス・タードであり、このシエルの主君だ」

			　今度こそ大笑いが起きる――そう思ったが、違った。

			　ニキティスの表情がみるみる赤くなる。

			「見損ないましたわ、シエル・フワンフワン・シャイン！　わたくしを唯一負かしたあなたがスライムを召喚するなんて――」

			「ニキちゃん、ボスモンスター召喚は運だから」

			「お黙りなさいっ！」

			　シエルに対して本気で怒るニキティス――俺はシルエッタの頭の上に乗って彼女に尋ねた。

			「あのふたり、仲が悪いのか？」

			「んー、どうなんだろ。ミャーちゃんは学園次席だから、首席であるシエルちゃんにいつもライバル心を燃やしていたの」

			「なるほどな」

			　つまり、ライバルと思っていた相手があまりにも不甲斐ないから怒っているというわけか。

			　勝手な話だ。

			「ライバルと思っていたあなたがスライムに仕えて、情けなくないのですの？　わたくしが同じ立場だったらこのたかがスライムと契約などせず、十年休みますわよ」

			「訂正していただこう。ご主人様への無礼な言動は許せません」

			　そう言ってムラサメはカタナを抜き、ニキティスに向けた。

			　だが、即座にふたりの間にマーレが割って入る。

			「主君を想うそなたの気持ち、某も共感できる。だが、我が主君に刃を向けることはまかりならん。刃を下げられよ」

			「カタナを下げる前に先の言葉を訂正してもらおう」

			「いいえ、訂正などいたしませんわ。タードと言いましたわね。私の言葉を訂正してほしくば、わたくしと決闘をなさい」

			　とニキティスは俺に手袋を投げてきた。決闘の挑戦状のようなものだ。

			「ちょっと、ニキちゃん！　私はそんなことをしている場合じゃないの。私は――」

			「いいぜ、受けてやるよ――その決闘をよ」

			　そして、俺は覚えたばかりの言葉を彼女に告げる。

			「ただし、勝負方法はダンジョンバトルだ」

			　俺の宣言に、ニキティスは眉間に皺(しわ)をよせ、怪(け)訝(げん)な顔をした。

			「ダンジョンバトル？　本気で言ってますの？」

			「当然本気だ。といっても練習試合だからな。いろいろとルールを決めさせてもらう」

			「ちょっと、タードっ！　私たちはそんなことしてる場合じゃ――」

			「少し黙れ、シエル。命令だ」

			　俺の命令でシエルが口を閉ざす。が足をドタバタして文句を伝えようとしている。

			「ルールはいたって単純だ。俺の迷宮にあんたたちが攻め込む。ボス部屋まで到達できたらあんたたちの勝ち、到達できなかったら俺たちの勝ちだ。そうだな、制限時間は一時間でどうだ？」

			「短すぎるのでは？」

			「俺の迷宮の地図を送ってやる。直線距離だと一キロもない。歩いても十五分あったらゴールに着く」

			「それだと逆にわたくしたちに有利すぎますわ」

			「じゃあ制限時間四十分だ。賞品は名誉のみ。ダンジョンバトルの予行演習のようなものだ。どうする？　決闘の申し出をしたお前に聞くのはどうかと思うが、逃げるなら今のうちだぞ」

			「……いいですわ、その勝負受けて立ちます」

			　よし、話は纏(まと)まったな。

			　そして、俺たちはダンジョンバトル申請所に行き、詳しいルールを取り決めた。

			　

			・勝負は四日後の夜零時。

			・モンスターの数は無制限。ただし傭兵の利用は禁止。

			・ボスモンスターへの直接攻撃は禁止。

			・ボスモンスターには頭の上に紙風船を乗せる。

			・ボスモンスターの紙風船が割れた時点で割られたチームの負け。

			・攻撃側のスタート地点はダンジョンの入り口付近。

			・ダンジョンの外の罠の設置は禁止。

			・入り口及び通路の扉の施錠は禁止。

			・攻撃側は四十分以内にボス部屋に到着――もしくは敵ボスの紙風船を割れば勝利。

			・防御側は敵が上記の条件を満たせなかった場合、もしくは敵ボスの紙風船を割れば勝利。

			・防御側は一日以内に迷宮の地図を攻撃側に提供する。

			　

			　そのルールを確認し、俺とマーレはそれぞれサインを書いた。

			　それにより、このルールは絶対のものとなるそうだ。

			　こうして、ダンジョンバトルの申請は終わった。

			「せいぜい首を洗って待っておくことね、スライム」

			「洗う首なんて持ってないけどな」

			「うっ、そうでしたわね――では、失礼しますわ。さっそく攻める魔物を選別いたしませんと。そして、ダンジョンバトルが終わった暁(あかつき)には私が真の首席となるのですわ。おーほっほっほっほ」

			　とニキティスはマーレと一緒に高笑いとともに去っていった。

			「にぎやかな方ですね」

			　ムラサメはニキティスを睨みつけるように言った。

			「……だな。俺はあんまり嫌いじゃないけどな、ああいう奴。で、シエル、いつまで黙ってるんだ？」

			　俺が尋ねると、シエルは口をぱくぱくさせて抗議してきた。

			　俺はその唇の動きをよく見て、

			「何言ってるかわからない、帰るか」

			　というとさらに顔を真っ赤にさせて抗議してきた。冗談のわからない奴だ。

			「喋(しやべ)っていいぞ」

			「タードっ！　何してるのよっ！　今がどういう状態かわかってるの!?　私たちは一日でも早く盗賊を退治しないといけないのに、ダンジョンバトルなんてしている暇は――」

			「は？　対処しただろ」

			「え？」

			「だから、ダンジョンバトルという名目で、ニキティスの魔物たちに盗賊を襲わせるんだ。曲がりなりにもドラゴニュートをボスモンスターにしている奴らだ。俺たちがあれこれ策を練って戦うよりも楽に事が運ぶよ」

			「あぁ、そういうことなの――でも勝負はどうするのよ」

			「負けてもいいだろ、んなもん。得られるのは名誉だけって言った。何も賭けてないから、盗賊を退治してもらったらとっとと負けて帰ってもらえばいいさ」

			「そう……そうよね」

			　とシエルは何か少し残念そうに言った。

			　もしかして、こいつ――やるからには本気でダンジョンバトルをしたかったのか？

			「まぁ、でも最低こっちも準備くらいはしないとな。とりあえず、こっちにはムラサメもいることだし、ゴブリンくらいは勧誘して、あと俺たちの強化を図らないと。負けてもいい試合とはいえ、勝ったらいけないってわけでもないんだし。隙を見て勝つのも悪くないか」

			「――うん、そうね！」

			　シエルが笑顔で頷いた。

			「じゃあ、とりあえず飯でも食って帰ろうぜ。シエルはコッペパン一個な」

			「え？　コッペパンをもらえるのっ!?　本当に――!?」

			「……いや、コッペパン一個で喜ぶなよ。普通に飯食べに行くつもりなんだから」

			「普通にご飯って草のこと？　あ、リッシュ、シルエッタ、また今度ゆっくり水でも飲みましょ」

			「普通のご飯が草って……ムラサメは何を食べたい？」

			「私はカタナなので食べるものは特に必要ございません」

			「うちのパーティは本当に食に無頓着だな。まぁ、俺も土でも食ってれば栄養的には問題ないんだが――とりあえず定食屋で日替わりランチ食べようぜ。ここに来るまでに一軒あったから」

			「本当!?　本当に日替わりランチ食べていいの？　私が？　私がランチなんて食べていいの？　……生きててよかった」

			「あぁ、食べていいから涙を流すなっ！　かっこ悪い」

			「ご主人様、武器屋もあとで行きましょうね」

			「あぁ、わかってるよ。見るだけだからな」

			　と俺たちは大きな声でバカな会話をしながら、大通りを歩いて行った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　残されたリッシュとシルエッタはシエルたちを見て笑った。

			「シエルちゃん、幸せそうだね」

			「スライムに餌付けされるって、さすがはシエルって感じね」

			「うん。そんなシエルちゃん……やっぱり萌えるよね」

			「萌えるね。あぁ、シエルをお嫁にしたいよ」

			　シルエッタとリッシュ。シエルの友人である彼女たちは、同時にシエルちゃんファンクラブの会員であることを、シエル本人は知らない。そしてその隠れ会員にニキティスが入っていることも当然知らない。

			　ちなみに、ファンクラブの活動はただひとつ。

			　シエルの不幸っぷりを愛でること、それだけだった。

			　

			　

			　シエルの日記　春の七十六日　曇り

			　

			　久しぶりに混(こん)沌(とん)の町に行って、リッシュとシルエッタとミャーちゃんに会ったわ。三人とも元気そうでよかった。私のことを笑ったりしなかったし。ミャーちゃんとタードは喧(けん)嘩(か)しちゃったけど、でもタードはその喧(けん)嘩(か)もわざとみたいだし、本当にタードってどこまで計算でどこまで天然なのかさっぱりわからないわ。

			　でも、リッシュはリビングメイル、シルエッタはレインボーバードっていう珍しい鳥の魔物をボスモンスターとして召喚したそうだし、ミャーちゃんが召喚したマーレって竜人(ドラゴニユート)、かっこよかったな。

			　羨ましいと思ってつい本音が口から出ちゃった。

			　混(こん)沌(とん)の町といえば、タードったらサキュバスの女性にデレデレしちゃって……男の人ってやっぱり胸の大きな人が好きなのかしら。

			　ってこの話はやっぱりヤメっ！　なんか泥沼にはまっていく気がするわ。

			　そうそう、今日書くべきことはダンジョンバトルについてよ。

			　普通、生まれたばかりのダンジョンなんて冒険者や野生の魔物の侵入者への対策で手一杯で、ダンジョンバトルなんてする余裕はないはずなのに。やっぱりミャーちゃんも頑張ってるのよね。学生時代だって表では頑張ってるところを見せていなかったけど、本当はひとりで自習室で夜遅くまで勉強していたし。

			　……でも、やっぱり負けたくないな。

			　学年首席とか次席とかそういうのじゃなく、みんなで力を合わせて戦うんだから、やっぱり負けたくない。

			　でも、無理かな。

			　だって、うちのダンジョンで戦えるのって、私とタードを除いたら、キラーアントは借り物だから戦わせることはできないし、ベビースライムは論外だからムラサメしかいないんだし。

			　

			　そんなことよりも、おいしかったなぁ、日替わり定食。

			　昨日、日替わり定食を食べたから今日は二日分日記を書くことになったのよね。

			　でも、幸運は続くものね。まさか――。

		

	
		
			第四話「そのバトル準備、順調につき」

			　

			　迷宮に戻った俺は、こいつをどうすればいいかと考えていた。

			「おおい、シエル。戻ってこいよ……ダメだこれは」

			　町の中では転移魔法が使えないそうなので、なんとか町の外にシエルを連れ出して転移魔法を使って迷宮に戻って来られたけれども、それでもシエルは本調子とは言えない。

			「というかこれは――」

			「気持ち悪い……ですか？」

			「あぁ。武器屋に先に行ってよかったよ。こんな奴と長時間一緒にいたらこっちまでおかしく思われる」

			　と散々悪口を言っているにもかかわらず、シエルの顔はとてもにやけていた。

			　そんなに日替わり定食を食べることができたのがうれしかったのだろうか？

			　白パンと肉団子の入ったスープ、肉野菜炒めという簡素な料理だったのに。

			「ムラサメ、武器屋で買ったあれ、早速使わせてもらうぞ」

			「はい、ご主人様。こちらをどうぞ」

			　そう言ってムラサメが俺に渡したのは長い一本の鞭(むち)だった。

			　俺はムラサメからもらった長い鞭(むち)を口で咥えると、それを振ってシエルの体に巻き付けた。

			　そして――

			「ふいっひほん（スイッチオン）」

			　鞭(むち)を口に咥えたまま、そう言って触手でスイッチを押すと、

			「きゃぁぁぁぁぁぁっ！」

			　鞭(むち)から伝わる雷の力によりシエルが悲鳴をあげた。

			　が、二秒で効果が切れる。さすがは激安バーゲン商品だ。魔力を自動的に補給する自動充填機能があるが、一度使えば再度使用可能になるまで二日かかる。

			　これで値段は８０００シール。

			　シエルが買うのを嫌がっていたが、罠を作るときなどに便利そうなので買わせてもらった。

			「何するのよっ！」

			　鞭(むち)から解放されたシエルが叫んだ。

			「よぉ、目が覚めたか？」

			「もう、人が幸せの絶頂で死んでもいいって思っているときに」

			「死んでもいいのなら何されてもいいだろ。そもそも昨日からずっとそんな調子で、本当にいい加減にしろよな。幸せすぎて毎日書いてる日記もサボっただろ」

			「痛いのは嫌なのよ――あれ？　私が日記を書いてることタードに話したっけ？」

			「自分が話したことも忘れるとは、本当にボケてるんじゃないか？」

			　と俺は鼻で笑って（鼻はないけど）、鞭(むち)を見た。

			　これを使えば普通の人間や魔物なら数秒足止めすることができそうだ。ただし、雷属性の攻撃に耐性を持つ魔物には通用しないだろう。マーレのような竜人(ドラゴニユート)は属性攻撃には強いからな――使うとしたら雑魚(ざこ)相手か。

			　どう使うかはゆっくり考えればいいさ。

			「で、シエル。残りの３００ポイントを使って俺たちの強化を行いたいと思う。ゴブリンを捕まえに行くためにな」

			「俺たち？　タードだけじゃないの？」

			「俺の強化も行うけど、今回のダンジョンバトルはチーム戦――というか俺は表で戦うつもりはない。俺の頭の風船が割られたら負けなんだしな。どちらかと言えば、俺の強化はダンジョンバトルではなく、ゴブリンたちと戦うときに少しでも交渉しやすいようにするため。メインの強化はムラサメのほうだ。それと、シエル」

			「私？」

			「お前の補助魔法は俺には意味はないけど、ムラサメやゴブリンには使えるんだろ？」

			「私も強化してくれるの？」

			「当然だ――今のままだとお前、使えないバカだからな」

			「誰が使えないバカよっ！　タードが変なスキル持っていなかったら私は大活躍だったのにっ！」

			「へいへい、そういうことにしておいてやるよ――さて『起動(スタート)』」

			　と俺はそう言うと、壁にスクリーンを展開させ、魔物管理一覧を触った。

			「まずはシエルからだな」

			「え？　私から？　いいの？」

			「ああ。実験台だ」

			「その言い方やめて」

			　とシエルが文句を言ったが、無視する。

			　そして、シエルの名前を触り、その強さを表示させた。

			　今度はその左側に魔物強化という項目があるのでそれを選択。前はそんな表示はなかった。１００ポイント貯まったことで表示されるようになったのだろう。

			「えっと何々、魔力強化１００ポイント、筋力強化１００ポイント……結構無難なものが多いな……よし、これにするか」

			　と俺はその項目を見て迷わずシエルの強化項目を相談もなく決めた。

			　

			【バストアップ（一センチ）：１００ポイント】

			　

			　ポイントが１００ポイント消費される。

			「ちょっと、タード！　何勝手に決めてるのよっ！　ありがとうっ！」

			「ありがとうって言われても、あんまり変わってないように見えるけど」

			「まぁ、一センチだけですから」

			　ムラサメが冷静に言った。

			　それならもうちょっと大きくするか――と思ったが、

			【バストアップ（一センチ）：１０００ポイント（ポイント不足）】

			　となっていた。他の項目に必要なポイントは変わっていない。

			「同じ項目を連続してあげるときはポイントの消費量が上がるのか――これは覚えておかないといけないな。じゃあムラサメの胸も大きくするか」

			「いえ、私はこれ以上大きくすると着物が崩れますので。今でも少しきついくらいですし」

			「あぁ、ムラサメはそう言えばかなり着やせするタイプだったもんな」

			　俺は思い出すように言うと、

			「え？　なんでタードがそんなこと知ってるの？」

			「ん？　そりゃお前が寝ているとき――まぁいろいろだ」

			「変態っ！」

			　とシエルが怒鳴ってそっぽを向いた。

			　まぁ、シエルの勘違い等ではなく、実際に変態行為をしているのでそう言われても仕方ないな。でも、俺がムラサメを配下に加えて何もしていないって思うお前の考え方がお子様すぎる気もするが。

			「あれ？　バストアップがない……あ、そうか。ムラサメは女の子じゃなくてカタナが本体だから項目がいろいろと違うのか……ん？」

			　と一番下の項目にそれがあった。

			【狂化（呪い）の解呪：10万ポイント（ポイント不足）】

			　ムラサメは呪われている。

			　その解呪法がわかったわけか。

			　まぁ、ポイントが全然足りないわけだが。

			「…………」

			　ムラサメはその項目を見て固まっている。彼女もわかっている。10万ポイントというポイントがいかに高いかを。そして、実際に10万ポイントあったとしても、自分の呪いの解呪のために、そう簡単に俺が使うわけがないということを。

			「盗賊退治が終わったら、たまにでいいから迷宮の外で魔物を狩ってきて迷宮の中で殺せ。得られたポイントの一割くらいはお前の小遣いにしてやるよ」

			「ありがとうございます、ご主人様」

			　ムラサメは俺の言葉を聞いて俺にそう礼を告げた。

			「え？　そこってお礼をいうところなの？　九割ピンハネされてるけど」

			「いいんだよ。そうだな、ムラサメは耐久度強化でいいか？　カタナって折れやすいって聞いたことあるし。自己修復機能があってもすぐに直るわけじゃないから、刃こぼれとかしにくいほうがいいだろ」

			「はい、ありがとうございます。ご主人様」

			　ムラサメもそれでいいと言ったので、彼女の耐久度を強化した。

			　すると、

			【耐久度強化：１１０ポイント】

			　と項目が変化した。どうやらすべての強化項目が二度目以降十倍になるわけではないらしい。最後に俺の番か。

			　ってあれ？

			「なんか俺の――すごいざっくりしてね？」

			「ざっくりしてるわね」

			「ざっくりしています」

			　俺の問いに、シエル、ムラサメも頷いた。

			　だって、俺の項目、一個しかないんだから。

			　

			【強化：１００ポイント】

			　

			　まぁ、これしかないのならこれでいいか。

			　と選択。すると、

			【強化：５００ポイント（ポイントが不足しています）】

			　となっていた。ダンジョンバトルまでの強化は無理っぽいな。

			「どう？　タード、変化はある？」

			「……触手を伸ばす距離が少し伸びた……かな」

			　触手の伸びる距離が六メートルくらいにまで増えている。

			　が、それ以外の変化は見当たらない。

			　と思ったが、実はものすごい変化が俺を襲っていた。

			　それに気付いたのは俺の管理画面を見たときだった。

			…………………………………………

			名前：バス・タード

			種族：スライム

			年齢：〇歳

			状態：契約（パートナー：シエル・フワンフワン・シャイン）

			スキル：触手２　溶解液１　自己再生１

			特殊スキル：魔法無効・超硬化

			称号：元人間・ボスモンスター

			備考：前世の知識と記憶一部有

			…………………………………………

			　特殊スキルに超硬化という項目が表示されていたのだ。

			　もしかして、俺ってとうとう魔法だけでなくて物理攻撃も無効になった……とか？

			　

			　この超硬化というスキルは俺の体の表面の一部、または全体を鋼よりも硬くすることができるというものだった。ムラサメも硬化した俺の体を斬ることができないと言ったほどだ。ちなみに、硬くなっている部分は鉄色に色が変わる。

			　ただ、これで完全無敵になったかと言われたらそうではなく、全体硬化だと三秒。部分で硬化を続けても一分程度しか硬くできず、一度解除してしまえば硬化の範囲、時間にかかわらず三分間のインターバルを置かないといけない。

			　しかも、硬くなるのは表面だけなので、ハンマーなどで殴られたときの衝撃は体の内部にしっかりと伝わる。

			　そして一番厄介なことがひとつ。

			　硬化している部分の体が動かないということだ。つまり、全体硬化してしまえば身動きがまるで取れなくなる。

			「あまり使えないスキルじゃないの？」

			「そうでもないぞ。例えば触手の先端だけを硬くすれば、触手そのものは動くからリーチの長い鈍器になる。それに斬りかかられたときも部分的に守ればダメージはない。逆に弱点はハンマーだな。あれで殴られたら硬くなっていても体の内側にダメージが来るぞ。それにしても珍しいな。シエルが知らないスキルだなんて」

			「教科書に載っているスキルは全部覚えてるのよ？　例えば硬化ってスキルはあって、それは体を鉄のように硬くするスキルなんだけど、鋼よりも硬いって本当なの？」

			「ムラサメはかつて鋼を斬ったことがあるそうだからな。もしかしたらオリハルコンより硬いかもしれないぞ？」

			「それはさすがにないでしょ。オリハルコンって言ったら神々の金属じゃない」

			「そういえば、オリハルコンがポイントで交換できるのって知ってるか？」

			「……うん、それは学校で習ったわ」

			　とシエルが遠い目になって呟いた。

			　まぁ、こいつがそんな目をするのもわかる。

			　オリハルコンを交換するのに必要なポイントは１００万ポイント。しかも一グラムにつきだ。２キログラムの剣を作ろうと思えば20億ポイントは必要になる。

			　効率よくポイントを稼ぐ方法を考えないと、とてもではないが貯められる額ではない。

			「何か裏技的な方法でポイントを貯められないか？」

			「人間や魔物を捕まえて迷宮の中で飼い殺しにする方法は昔はよく使われていたそうだけど、今それをすると風(ふう)鬼(き)委員に攻められるから――正攻法だとダンジョンバトルトーナメントに優勝することかしら？　年に一回のグランドファイナルで優勝すれば１億ポイントをもらえるそうだし、他のダンジョンに攻め入って相手のボスモンスターを倒せばその相手の持っている迷宮のポイントも財産も全部もらえるそうだし」

			　とシエルは笑顔で言ったかと思ったら、山の天気なみの速さで表情を変え、どんよりと落ち込んだ。

			「そんな風に思っていた時代もありました」

			「なんで俺を見てため息ついてるんだ？」

			「別に？　それで、これからどうするの？」

			「とりあえずキラーアントたちには今、別の入り口への穴を掘ってもらってるから、それが終わったら地図作成。それまでにゴブリンの勧誘だな。まぁ、ムラサメがいるから余裕だろ」

			「タード、わかってるの？　確かにムラサメひとりいればゴブリンの十匹や百匹いても平気だと思うけど、でも私たちの目的はあくまでも勧誘で、それはボスモンスターであるあなたがしないといけないのよ？　スライムの部下になるくらいなら死んだ方がマシ――そう言われたの、忘れたんじゃないでしょうね？」

			　シエルがそう尋ねたが、俺は何も答えない。

			　俺が忘れた？

			　そんなわけない。あのときの屈辱、百倍にして返してやる。

			　とりあえず、村ひとつ潰す覚悟でやらせてもらうとするか。

			　

			　ということで、俺とシエルとムラサメは、混(こん)沌(とん)迷宮にあるゴブリンの村に行くことにした。

			　村の場所はシエルの魔法、敵探知(エネミーサーチ)によってすぐに判明。

			　歩いて四十分ほどの場所にあったので、俺はいつも通りムラサメの頭の上に乗って移動した。本当はムラサメの頭よりもシエルの帽子の上のほうが安定感があり、長距離を移動するときはそっちのほうが楽なのだが、今日はわけあってシエルの頭の上に乗れない。

			「ご主人様、木の上から見られています」

			　ムラサメが不意に言った。俺も当然気付いていた。

			　シエルだけはそう言われ、前方に生えている複数の木を交互に見て、俺たちを見ている奴を探そうとしたが、

			「斥(せつ)候(こう)のゴブリンだろ――放っておけ」

			　と俺は吐いて捨てた。

			「御意に」

			　俺が言うと、ムラサメは前に進む。

			「ね、ねぇ、タード。その斥(せつ)候(こう)のゴブリンだけでも先に仲間にしたら？」

			「斥(せつ)候(こう)にいるゴブリンは三匹いる。一匹倒して説得している間に残り二匹が村に走るかもしれない」

			「でも、既にゴブリンには私たちが来たことはバレてるんでしょ？　それなら――」

			「斥(せつ)候(こう)のゴブリンを戦って倒すということは、俺たちの強さを相手に見せることだ。そしてゴブリン数十匹がかりでも倒せない相手とわかると村を捨てて逃げるかもしれない。傍から見たら、俺たちはスライム一匹に美女ひとり、ちんちくりんひとりの変わったメンバーだからな、これだけだと警戒はしても村を捨てようとは思わんだろ――」

			　ついでに言えば、前回も直接戦わずに落とし穴でゴブリンを落とすだけだった。

			　もしも、あのときのゴブリンが少しでも知恵のまわる奴だったら、俺のことを大した実力はないと思っているはずだ。

			　ならば、なおさら村を捨てて逃げるなんてことはしないはず。

			　もっとも、そのゴブリンがさらに知恵のまわる奴だったら、俺みたいな人間――じゃなくてスライムがなんの作戦もなしに近付いてくることなどありえないことに気付きそうな気もするが――まぁ、所詮はゴブリンだ。

			　きっと俺たちを盛大にもてなしてくれるだろうさ。

			「ムラサメ。ゴブリンをひとりも殺さずに気絶させることは可能か？」

			　皆殺しにする程度ならムラサメでも余裕だろうが、手加減して戦うのは本気で戦うより難しい。ムラサメの技量を確認すべくムラサメに尋ねた。

			「怪我をさせてもよろしいですか？」

			「シエルが回復魔法で治療できる範囲なら好きにしろ――ひとりくらいなら殺しても構わない」

			「それならば問題ありません。元来刀は片刃の剣――相手を殺さずに倒す峰打ちという技があります」

			　とムラサメは本体である妖刀を抜いてそう言った。妖しく煌(きら)めくカタナは、確かに片刃の剣だ。刃の無い部分を使えば打ちどころさえ間違えなければ打ち身、最悪骨折程度で済むだろう。

			「……タード、殺してもいいって――相手はこれから配下になって一緒に戦う仲間なのよ」

			「だな。でも勧誘するときに相手を従わせるのなら、報酬よりも恐怖のほうが手っ取り早いだろ」

			　俺がそう言うと、シエルは何も言い返せない。

			　ただ、彼女の中の倫理に反しているようだ。そんなシエルを見て、ムラサメは笑顔で言った。

			「シエルさん、安心してください。私ならば殺さずとも相手を恐怖に陥れる術を心得ていますから」

			「……うん」

			　ムラサメの言葉を聞いても、彼女の表情は暗いままだった。

			　本当にシエルは甘ったれだな。いや、俺が盗賊を皆殺しにすると言ってもシエルは今回ほど反対はしなかった。

			　きっと彼女の中では明確な線引きがあるのだろう。そして、その線引きの中ではすべてを割り切れる強さは持っている。だが、さっきの俺の提案はシエルの線引きのアウト側だったんだろうな。

			（まぁ、その線引きが甘すぎるんだが）

			　俺の本当の作戦を聞いたら、きっとこいつとは喧(けん)嘩(か)になるだろうな。

			　

			　俺たちが来たことは既に知られているらしく、武装したゴブリン四十匹がお出迎え状態だった。

			　ゴブリンたちの武器を見る。

			　全員、持っているのは木の棒か、もしくは木と石を組み合わせた手製の斧(おの)のようなもの。弓矢や投石紐（スリング）のようなものは持っていないように見える。

			　一応、シエルに隠れているものはいないかと尋ねたところ、村の奥のほうに他のゴブリンの気配があるようだと教えてくれた。ただし、ここからはだいぶ離れているから、戦いには参加しないゴブリンだろう。

			　俺は武装したゴブリンたちを見ると、ムラサメの頭の上に乗って宣言した。

			「俺の名前はバス・タード！　ダンジョンフェアリーであるシエルによって選ばれたダンジョンのボスモンスターだ！　ゴブリンたちに告ぐ！　俺は無益な戦いを好まない！　俺の軍門に降って働けっ！　お前たちでは俺には敵わないっ！」
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			　宣言を終えたが、ゴブリンたちからの反応は全くない。

			「おい、通訳係、とっとと訳せ」

			「わ、わかったわよ」

			　とシエルは頷くと、ゴブリンの言葉で俺が言ったことと同じ内容（だと思う）をゴブリンに言い放った。

			　すると、ゴブリンたちが武器を掲げてこちらに威(い)嚇(かく)している。明らかに奮起している。何と言っているのかは容易に推測できるな。

			「『わかった、その神々しいスライムの配下につけるのならこちらも本望だ。我々の敵はどこにいる？　スケルトンだろうがオークだろうが相手になってやる』って言ってるんだろ？」

			「全然違うわよ。『ほざけスライムと女風情が。痛い目を見るのは貴様たちのほうだ！』だって」

			「よし、ムラサメ――やってよしっ！　誰も逃がすなっ！　シエルはムラサメの援護を！」

			「御意」

			「わかったわ――その身、鏡に映りし虚構の複製なれどもその意思はまさに真実、分身(ダブル)！」

			　シエルが魔法を唱えると、ムラサメの傍にもう一本の刀が生み出された。

			　そして――その刀から力が溢れたかと思うと、なんともうひとりのムラサメが現れた。

			「「シエルさん、これは一体？」」

			　ふたりのムラサメが何が起こったのかわからずにシエルに尋ねた。

			「分身を作り出す魔法よ――私の魔力だとこれを使っている間は他の魔法が使えなくなるけど――誰も逃がさないという戦いなら、ふたりのほうがいいでしょ？　分身は消えるとき、その記憶と経験だけじゃなく、怪我までも本体に引き継がれるから気を付けてね」

			「シエル、お前、こんなすごい魔法が使えたのか？」

			「タードには使えないけどね。どう？　ちょっとは見直した？」

			「あぁ。これさえあれば、双子プレイも可能じゃないか。見直したぞ」

			「……この魔法、維持が本当に疲れるから変なこと言わないで――」

			　シエルが汗を流しながら文句を言った。ツッコミにいつもの切れがないところを見ると、本当にぎりぎりのところで頑張っているんだろう。

			「なるほど、これはすごいですね」

			　ムラサメはそう言ってカタナを握る。

			「っておい、ムラサメが一人に戻ってるぞ？」

			「え？　分身はまだ維持できているはずよ」

			「……ん？　あ、本当だ。カタナの状態に戻ったのか？　でもなんで？　二刀流でいくつもりか？　でもそれなら、前みたいにマヤカシの刀を作ればいいだけだろ」

			　そう思ったときだった。

			　ムラサメがゴブリンの群れに突撃しながら、剣を投げたのだ。

			「武士が剣を投げるか、普通。いくら分身のほうだからって乱暴にあつかっていいのか？」

			「違うわ、タード！　今投げられた方が本物のムラサメよっ！」

			　え？　それって――俺がそう思ったとき、投げられたカタナ――妖刀ムラサメはゴブリンの遥か頭上を通り越し、地面に激突する直前になって受け止められた。

			　ムラサメの手によって。

			　マヤカシを一度消し、カタナだけを投げて着地点に再度マヤカシを出現させたのか。

			　そして、あっという間にムラサメは挟み撃ちの状態にしたわけか。

			　その作戦を何の相談もなしにできるのは、シエルが作った分身が、しっかりとムラサメの意思を汲んだからだろう。

			　そして、ふたりのムラサメはゴブリンを挟(きよう)撃(げき)すると、その実力を発揮させた。

			　

			　まず、特筆するべきはそのムラサメの切れ味だろう。

			　ゴブリンが太い木の棒で受け止めようとするが、一瞬にして輪切りにされてしまっている。そして、その技も一流だ。

			　木の棒は切り落としてもゴブリン相手にはすべて峰うちで一滴たりとも血を流していない。いや、内出血などはあるだろうが。そしてさらに何より俺を驚かせたのはふたりのムラサメの連携だった。

			「すごいな、ふたりの連携は」

			　最初の挟(きよう)撃(げき)からゴブリンを追い詰めたところで、ふたりのムラサメの距離は刀一本分もない距離、つまりは剣の間合いに入っていた。普通、自分の間合いに仲間がいればその行動は著しく制限される。同士うちを避けるためだ。

			　だというのにムラサメはまるで生まれたときからのパートナーのように相手の行動を読み、邪魔にならないように、そしてまた自分も動きやすいようにしている。絶えず変わる戦局のなかで。

			「自分同士なんだから当然じゃないの？」

			「そうだな、当然だ――でもそれを当然と思うためにはどれほどの自己研磨が必要なんだろうな。どれだけあいつは戦いを夢想してきたんだ？」

			　シエルも気付いただろう。果たして、自分と同じ分身がそこにいて、あれほどの連携ができるだろうかと。少なくとも俺はわからないな。俺ってばその場の乗りでトリッキーなことをしているから。

			　そして、戦いは一方的なまま幕を閉じた。

			　

			　怪我をして動けないゴブリンが大半だったが、致命傷を負っているものはいない。

			　全員縄で縛りあげて転がし、シエルにムラサメの分身を消させた。

			　そして俺はムラサメの頭の上に乗り、宣言をする。

			「恐れ入ったか、ゴブリンども。お前らは俺の配下の足元にも及ばなかった。たかがスライムとあなどった俺の配下にもだ。自分の分をわきまえたなら、投降しろ。軍門に下れ！」

			　俺がそう言うと、シエルは頷いて俺の言葉を通訳する。

			　絶対、こいつ俺がゴブリン語がわからないことをいいことに、丁寧な言葉で言っているんだろうな。

			　まぁ、学校ではゴブリンのスラングなんて習わないだろうが。

			　シエルが通訳し、ゴブリンたちはしばらく話し合って結論を決めたらしい。

			　それをシエルに伝えた。

			　シエルの顔色は優れないから結果は聞かなくてもわかった。

			「『我々にもゴブリンとしての誇りがある。スライムの軍門に下ったとなれば、我らの部族だけではない、他の部族までも蔑(さげす)まれる。それは避けねばならぬ。我らの命であれば好きにするといい。貴様の下にはつかぬ』ですって」

			　ちっ。誇りとかつまらないものにしがみつきやがって。

			　実力の差をあれだけ見せつけたというのに。

			「よし、シエル。同時通訳をしっかりしろよ」

			　と俺は最後の手段を使うことにした。

			「五分以内に仲間になれ。さもないとお前たちの子供を殺す」

			　そう言ったとき、真っ先に動いたのはシエルだった。

			　少し飛び、浮遊魔法で空中に停止すると――、

			「最低っ！」

			　と言って、ムラサメの頭の上に乗っている俺の頬にビンタをしたのだった。

			　シエルのビンタは俺の頬を正確に捉えたが、

			「いったぁぁぁいっ！」

			　結果的にシエルが自分の手を押さえる形になった。

			「まぁ、超硬化使ったからな」

			「なんで使うのよっ！」

			　シエルが逆切れで文句を言ってきた。

			「使わなかったら俺が痛いから――それより、早く通訳しろ。お前の仕事だろ」

			「断るわ」

			　彼女は宙を浮いたまま俺の目を見て俺の命令を拒否した。

			「お前に拒否権があるなんて思ってるのか？」

			「タードは間違えているわ！　子供を人質に取るなんて、これから仲間にする相手にやっていいことじゃない」

			　とシエルは明確な敵意を俺に向けて、そう言った。

			「ムラサメもそう思うでしょ？」

			「……いえ、ご主人様の仰っていることは間違いではありません。東国の将軍家――国王も地方の大名――豪族たちを従えるために家族をお膝元――王都に置いて人質にしています。情だけでは統治はできません。ご主人様はそれを心得ているのだと思います」

			　ショーグンとかダイミョーとかよくわからない言葉を俺たちにもわかる言葉に変換しながらムラサメは俺に賛同した。どうやら東国にとって人質は一般的な統治方法らしい。

			「それは国の場合でしょ？」

			「国もダンジョンも同じだ。情を見せれば絆されるのはお前くらいなもの――情は隙になり、弱点になる。配下の魔物は絶対服従だが、その服従の隙をついて反乱を企てる可能性すらある。ムラサメ、お前が俺から受けている命令を言ってみろ」

			「……かしこまりました。私はご主人様に反旗を翻(ひるがえ)さないように命令を受けています。私は絶対にご主人様に逆らうことはありませんし、できません」

			「そんな……どうしてそんな命令をしたの？　ふたりともとっても仲がいいのに――信用できなかったの？」

			　シエルは信じられない言葉を聞いたように狼(ろう)狽(ばい)した。

			　俺がムラサメにそんな命令をしていることを知らなかったのか。

			「親友であろうと、忠臣であろうと、裏切るやつは裏切る。たとえ心を読んで裏切らないとわかったとしても、人間も魔物もいつかは心変わりをするものだ。そして、この命令ですら絶対ではない。例えば敵に攻め込まれ、ムラサメと俺のふたりで敵と戦うことになったとき、ムラサメはわざと負けたふりをすることもできる。俺に反旗を翻(ひるがえ)さなくても見殺しにすることは可能だ」

			「私はそのようなことはいたしませんよ」

			「わかってるさ。でも、ゴブリンたちは違う。俺の配下になる以上、俺が甘い人間――甘いスライムだと思われたら、そこに付け込まれる。シエル、お前も下らん情は捨てて通訳をしろ」

			「それでも断るわ。やっぱりそんなやり方は納得できない」

			「命令するぞ」

			　シエルもまた俺の配下だ。俺が命令すれば、ムラサメ同様逆らうことはできない。

			「したかったらすればいい。でも私は最後まで抵抗するわ」

			「そうか――じゃあ命令だ」

			　と俺はムラサメの頭の上からその命令の内容を告げた。

			「ムラサメ、五分以内にゴブリンが俺の配下にならないのなら、ゴブリンの子供を殺せ」

			「――御意」

			　ムラサメが目(ま)蓋(ぶた)を閉じ、頷いた。

			　その言葉を聞いて、シエルが再び俺にビンタしようとするが――

			「避けろ」

			　の命令で、ムラサメが一歩後ろに退いた。シエルは俺を睨みつけ、

			「タード、ムラサメに命令して。さっきの命令はキャンセルだって」

			「ムラサメ、命令だ。今の命令をキャンセルするように俺が言っても無視して実行しろ」

			「タードっ！」

			「残り四分だ。いいのか？　このままだとゴブリンは何も知らないまま子供たちを殺されることになるぞ。そんなことされたくなければ、お前がゴブリンたちを説得しろ」

			「…………っ！」

			　シエルは俺を睨みつけると、ゴブリンたちに何かを伝え始めた。

			　シエルが今できる方法はふたつある。

			　ゴブリンに回復魔法をかけて、そのゴブリンたちに子供を逃げさせる。もしくはゴブリンたちを説得し、仲間にする。

			　シエルは賢い。前者は選ばないだろう。逃げたところでムラサメの足にはかなわない。今すぐ逃げたとしても一分もあれば追いつける。

			　だから彼女は説得した。

			　何と言っているのかは全くわからないが、その必死さだけは伝わってくる。

			　ゴブリンの俺を見る目に先ほどよりも強い怒りと憎しみがこもっている。人質の話は伝わったようだ。

			　今すぐにでもとびかかりそうな雰囲気だが、怪我をしているためそれもできないし、たとえとびかかってきたところで、ムラサメの頭の上にいる俺に攻撃は届かない。

			　そして、四分が経過したころだった。

			「タード、ゴブリンたちを配下にする条件がまとまったわ。彼らは迷宮の中には棲まない。迷宮の外に自分たちの村を作る。スライムの配下になったことを他のゴブリンに知られないようにしてほしい。そして、引っ越すのは五日後。それでいい？」

			「……それは本当にゴブリンたちからの提案か？」

			　俺はそう尋ねたが、シエルは何も言わない。

			　十中八九シエルの入れ知恵が混ざっていることはわかっている。五日後の昼に引っ越すということは、つまり三日後の零時に行われるダンジョンバトルに参加しないと言っているのだろう。それをゴブリンたちが知っているわけがないからな。

			　だが――

			「落としどころとしては上出来だ。仲間にさえなってくれたらゴブリンスポーンを設置できるからな。シエル、村づくりを手伝ってやれ。お前の魔法があればすぐにできるだろ。それと、ゴブリンたちにこう伝えろ」

			　俺はにやりと笑って言った。

			「歯向かいたければいつでもかかってこい。皆殺しにしてやるからってな」

			「伝えなくても大丈夫よ。ゴブリンたちは言っていたわ。『条件の内ならば、いかなる命令でもするがいい。ただし、我らの体は其方に従えども、魂までは売り払うつもりはない』だってさ」

			「本当に口だけはどこかの騎士みたいなやつらだな。まったく、うちの迷宮はキラーアントといいいつ裏切るかわからない奴ばかりだ」

			　と俺は笑いながら言って、思った。

			（だが――それが面白い）

			　ただ従っている部下よりも何倍もな。

			　

			　こうして、俺の軍門に総勢五十名のゴブリンが配下に加わった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その日の夜。

			　シエルと、そしてムラサメはゴブリンたちを受け入れるための村づくりの候補地を迷宮の外で行っていた。最初はシエルがひとりですると言ったが、盗賊に見つからないために気配を読めるムラサメの存在は必要だった。

			「それにしてもタードはなんでああなのかしら。ちょっとはいい奴かなって思い始めていた自分が情けないわ」

			　シエルが文句を言いながら周辺の植物の分布を確認する。

			「ムラサメは怒らないの？　信用しているって言ってたけど、あいつ、心のどこかでムラサメがいつか裏切るんじゃないかって思ってるのよ？」

			「そうですね。怒ることはしませんが、嫉妬はいたしますね」

			　とシエルは月を見上げて言った。その日の月は満月には程遠い有明の月だった。ダンジョンバトルの頃には朔――月のない夜になっているだろう。

			「嫉妬？　誰に？」

			「シエルさんにです」

			「私に？　どうして？」

			「ご主人様は仰っていました。『俺は非道なことをする。そのほうが効率がいいから。でもそれだけだと迷宮は成り立たない。統治には鞭(むち)だけじゃなくて飴も必要だ。しかも見せかけの飴じゃない、本物の愛を持った飴が必要なんだ。結局、恐怖であれ愛であれ、人を動かすのは本物の心だからな』」

			　そしてムラサメはシエルに微笑みかけて言った。

			「『あいつなら、本当の意味で魔物たちのことをわかってやれるさ』と。今回の作戦も、ゴブリンの子供を人質に取るのが本当の作戦ではなく、そうみせかけてシエルさんにゴブリンたちを説得させるのが目的だったのでしょう――」

			「じゃあ、私がゴブリンの説得に失敗していても子供たちは殺されなかったの？」

			「いえ？　殺していましたよ。そう命令を受けていましたから。たとえタード様が止めても殺していました。でもタード様はシエルさんのことを信用していたので、あそこまで言えたのでしょうね」

			「……最低じゃない。そこまでくると信用の押し売りよ」

			　とシエルは文句を言ったが、先ほどまでの憤(いきどお)りの表情が消え失せ、少し笑っていたことに、ムラサメだけが気付いていた。

			　

			　勝負が二日後に迫った日の朝。俺は警告音で起こされた。シエルは今朝早くに混(こん)沌(とん)の町に行って、この迷宮の地図を届けに行っているため不在だ。

			　面倒事を任せる相手がいないと不便だなと俺はスクリーンを表示させ、侵入者を映し出すことにした。ちなみに、最初は盗賊たちが迷宮に戻ってくるたびに警告音が鳴り響いていたが、設定により盗賊が戻ってきても警告音が鳴らないようになっている。キラーアントも同様だ。

			　侵入者の名前を見て、俺は警戒心を解いた。

			「……ワイルドボアか」

			　ワイルドボアとはイノシシの姿をした魔物。その肉はとても美味である。ただし凶暴で、人間が近付こうものなら見えなくなるまで追いかけてきて体当たりをしてくる。

			　ワイルドボアのいる山に入るのなら、ワイルドボアが好きだというラコの実を消臭袋に入れて持ち、見つかったらその実を投げて逃げろ――というのが常識だ。そして、知能は低いので、迷宮を壊しに来たとは考えにくい。

			（きっと迷い込んだだけだろうな――）

			　盗賊たちが出入りする入り口とは別の入り口が開通したのが昨日のことだ。魔物が迷い込んできても不思議ではない。

			　と思って俺はその姿をスクリーンに映し出し、それが間違いだと気付いた。

			　迷宮に入ってすぐ横、脇に作られた部屋でそのワイルドボアは殺された。

			　殺したのはムラサメだった。

			　それにより、70ポイントが入ってくる。

			『迷宮の外で魔物を狩ってきて迷宮の中で殺せ。得られたポイントの一割くらいはお前の小遣いにしてやるよ』

			　俺が言ったことを実行しているのか。

			　そして、ムラサメはワイルドボアの足を森で取ってきたらしい丈夫な蔦(つた)で括り、迷宮の壁に刀――本体ではなくマヤカシで作ったものを突き刺し、そこに吊るすと妖刀ムラサメ本体でその首を切り落とした。血抜きの光景だが、ムラサメは少し楽しそうに見える。すると、その血の臭いにつられたのか、俺の三分の一程度の大きさしかない小さなスライム――ベビースライムが寄ってきて、ワイルドボアの首から落ちる血を浴び始めた。

			　どうやらあいつらにとっては好物らしい。まぁ、おかげで血の処理には困らないな。

			　さらにしばらくすると、キラーアント（♀）も臭いに気付いて偵察にきたらしい。ムラサメの姿を見ると納得し、帰っていった。

			　そして、血抜きを終えたムラサメは再度迷宮を出ていき、数十分後に、今度はファーストチキンという魔物を四羽連れてきた。足を掴まれて暴れている。ファーストチキンは空を飛べないが足の速い鶏であり、攻撃力はほとんどない。ベビースライムより強く、スライムより弱い、魔物とは呼べない魔物だ。今度はそれらを殺すつもりらしいが――

			「待て、ムラサメっ！　そいつらは殺すな！　この部屋に連れて来い！」

			　俺は仲間への命令機能を使って、ムラサメに伝達した。

			　ムラサメは頷くと、ファーストチキンの足を掴んで歩いてくる。

			　そして、しばらくしてムラサメが戻ってきた。

			「お呼びしましたか？　ご主人様」

			「あぁ。ムラサメ、よくやった。その鳥たちをその檻(おり)の中に入れてくれ」

			　と俺は５ポイントを使って購入した木の檻(おり)を指さす――指ではなく触手だけど。

			「どうなさるのです？」

			「飼って卵を産ませる。侵入者として一日１ポイント入ってくるし、生まれた卵は食料になる。まぁ、養鶏だな。とりあえず、キラーアントにはファーストチキン用の部屋をボス部屋の近くに作らせることにしたから、今はこの檻(おり)の中にいてもらおう」

			「なるほど、かしこまりました」

			　それと、養鶏の世話係が必要だな。

			　と俺は魔物一覧を見て、そいつを呼び出した。

			　三分後、そいつは現れる。

			　ゴブリンだ。

			　ゴブリン五十体を仲間にしたことで、ゴブリンのスポーンポイントの設置が可能になり、一日五体のゴブリンが生まれるようになった。今は来たるべきダンジョンバトルに備えて待機させている（餌はベビースライム）が、その後は現在の盗賊のアジトの入り口に住ませて迷宮入り口の警備をさせるつもりだ。勧誘したゴブリンと違って、純正の迷宮生まれの俺の部下のため、忠誠度もいまのところ高い。

			「ゴブリン、このファーストチキンたちを連れて部屋にいろ。殺すなよ。とりあえずファーストチキン用の餌としてベビースライムを一体追加で渡すから、つまみ食いするんじゃないぞ……って……通訳がいないからわかってないか」

			　そう思ったとき、ちょうどシエルが帰ってきた。

			「ただいま、タード、ムラサメ。あれ？　どうしたの、その食べ物」

			　檻(おり)の中にいるファーストチキンを見て食べ物という代名詞をつけたシエルにツッコミを入れるのは、とりあえず通訳させてからでもいいだろう。

			　

			「幸せ……このまま死んでもいいわ」

			「勝手に死んでろ」

			「ダメよ。死んだらこのステーキが食べられないじゃない」

			　ワイルドボアのステーキ（味付けは塩のみ・塩は３ポイントで購入）を一口食べ、三分間動かずにいたシエルが、今度はすごい量のステーキを食べていく。

		

	
		
			[image: p_162.jpg]
		

	
		
			　普段ならゆっくりと味わって食べるであろうシエルだが、今回は事情が違った。

			　なにぶん、量が多いのだ。俺も食べているが、そもそもスライムってそれほどの食料を必要としない。ボアヒレステーキ肉４００グラム食べただけでもう満腹だ。しかも食べるというよりは呑み込んでいるだけで、体の中にまだその原刑をとどめている。

			　これから徐々に溶かしていく作業が待っているわけだ。

			　ということで、残りの肉はすべてシエルが担当している。食べきれなかった分はキラーアントとゴブリンに渡して、それでも余った分の処理はどうしよう。

			「ムラサメ、悪いな。お前が取ってきたのに」

			「いえ、私は食事をとることはできませんから」

			「ちなみに、その体で食べればどうなるんだ？」

			「この体はマヤカシですから。マヤカシの中に保存され、解除すると同時にぽとりと落ちますね。貯蔵目的では使えますが、消化はできません」

			「ねぇ、タード！　残った分は塩漬けにしない？　それなら保存もできるし」

			「却下だ。ステーキの調理用の塩だけでも３ポイントもしたんだぞ。塩漬けにするなら最低でもその十倍、30ポイントは必要になる」

			「なら、燻(くん)製(せい)は？　燻(くん)製(せい)用の材料なら私が集めるし、装置も私が作るから」

			「なお却下だ。肉を焼くだけならまだしも燻(くん)製(せい)となると迷宮の中ではできないだろ。外でするにしても煙を盗賊に見られたら厄介だしな――そうだ、シエル！　残ったボア肉、混(こん)沌(とん)の町に行って売ってこいよ。なんでも買い取ってくれる店とかあるだろ？」

			「…………えぇー」

			　文句を言うシエルだが、

			「手間賃で１パーセントやるから。その代わり、明細書きっちりもらって来いよ」

			「わかったわ。絶対よ！」

			　とシエルはそう頷くと、倒れるのではないかというくらいにボア肉を食べた。そして最初の予定通り、ボア肉の一部をゴブリンとキラーアントに提供し、残りはシエルが抱えて売りに行った。食べた後にすぐに動けば腹が痛くなるんじゃないかと思ったが、鮮度が落ちて買い取り価格が下がったら嫌だからと言って、まだ三十キロ近く残っている解体されたワイルドボアの肉を持って混(こん)沌(とん)の町に向かった。

			　結果、ボア肉は１００ポイントで売却でき、シエルには昨日の買い物のおつりの中から50シールをやった。

			　シエルはとても幸せそうだったので、ステーキ代金として50シール徴収したら、次の日まで口をきいてくれなかった。

			　

			　その日、俺は新たな侵入者の様子を見ていた。ちなみに、侵入者の警告音は設定を変更し、取得ポイントが一日10ポイント以上、殺したときの取得ポイント１００ポイント以上の相手にのみ反応するようにしたので、ムラサメが獲物を持ち帰ってきても鳴らないようになった。ちなみに、ムラサメが侵入者の場合だと１００ポイントくらい入ってくるんじゃないかというのがシエルの予想だ。それなら、ムラサメには仲間になっていないと言わせて侵入者として暮らしてもらったほうがよかったかもしれないと思ったが、言葉の有無にかかわらず俺に忠誠を誓った時点で既に仲間であることになっていたため、それはできないらしい。

			　そういう意味では、いまだに侵入者であるキラーアントは仲良くなってもいつかは歯向かう気満々だという意思があるということか。

			「ねぇ、タード。いつまで見ているの？」

			　シエルが目を背けて苛立たし気に言った。

			「んー、男が邪魔だな。シエル、視点の変更ってできないのか？」

			「わからないわよ、そんなの。お願いだからそろそろやめてくれない？」

			「お前が盗賊の監視をしたくないって言ったから俺がこうして見てやってるんじゃないか」

			「でも……」

			　シエルが文句を言うが、俺はスクリーンを凝視していた。

			　盗賊たちがどこからか女の子を連れてきた。奴(ど)隷(れい)ではない、誘拐してきたのだろう。あまり美人ではない、平凡な二十五歳くらいの女性だ。

			　そして、その女性は男に交代で穢されていた。

			　男たちは交代でしているが、女はもう五時間もぶっ続けだ。しかも扱いも乱暴で、逃げないように足と手を斬られている。

			「ねぇ、タード。あなた、元人間なんでしょ？」

			「たぶんな。記憶は曖(あい)昧(まい)なんだが、前世はそうだったらしいぞ」

			「じゃあ、これを見てなんとも思わないの？」

			「……思わないわけないだろ」

			　俺は苛立たし気に言った。

			　こいつら、一体、なんてことをしやがる。

			「ムラムラするに決まってる」

			「そうじゃなくて！　助けてあげようとか思わないの？　って聞いてるのよ」

			「それは思わないな。まぁ、さすがに殺した相手にするのはやりすぎだと思うが」

			「……え？」

			「今さっきだ。あの女死んだよ――」

			　と俺は興味を失ってスクリーンを閉じた。

			　止血もろくにせずにやり続けたんだ。当然だろ。

			「まぁ、おかげでポイントが入ったな。50ポイントだ。ワイルドボアよりも遥かに弱いのに、そんなにポイントが変わらないな。人間はポイントが高めなのか？」

			「………………」

			「シエル、非道だと思うかもしれないけど、いちいち人間を助けてあげることはできないぞ。これから俺たちが行うのはダンジョン経営だ。金持ちの冒険者は肉壁として奴(ど)隷(れい)を用意し、動けなくなったら放置して逃げる奴もいる。お前はそいつらを全員助けてまわるつもりか？　それだけじゃない。作戦として、ときには仲間を見捨てないといけないときもあるんだ。そんな甘い考えだとダンジョンフェアリーなんてやっていけないぞ」

			「……うん、そうね。それに関してはタードが正しいわ」

			「あの女が哀れだと思うなら、覚えておけ。あの盗賊たちはダンジョンバトルで殺される。ついでに盗賊が持ってる金も食糧も全部俺たちのものだ――あのお前の自称ライバルのお嬢様はダンジョンバトルのついでに略奪なんて真似はしないだろうからな。それであの女も報われるだろ」

			　俺はそう言うと、スクリーンを閉じて欠伸(あくび)をした。

			「はぁ、また女でも連れ込んでくれないかな」

			「タード、やっぱり楽しんでたでしょ！」

			「さてな。ところで、いま入ってきた50ポイント。昨日ワイルドボアをムラサメが殺したことで70ポイント、さらにその肉を１００ポイントで売った。また盗賊たちから入ってきた二日分のポイント、１４０ポイント。一昨日強化に使わなかったポイントやキラーアントのポイントや殺されたベビースライムのポイントすべて含めて、現在約４００ポイントあるわけだが――どうする？　ムラサメの強化をしておくか？」

			「ご主人様、私ばかり強化してよろしいのですか？」

			　ムラサメが心配そうに尋ねてきた。それに対し、シエルは、

			「私が直接戦えない以上、ムラサメの力が一番必要になるんだからムラサメの強化をするのは当然じゃないの？」

			　と楽天的な考えを述べた。

			「お前は頭がいいのに本当にバカだな――」

			「どういうことよっ！」

			「ムラサメは自分ばかり強化した場合、下手に自分が裏切るようなことになったらどうなるかわからない――そう言ってるんだよ」

			「え？　でもそれは――そうよ、それをわざわざ伝えるムラサメが裏切るわけないじゃない！」

			「本当にバカだな。だからわざわざ伝えたんだろうが。自分は裏切らないとアピールするために。そして、本当に裏切ろうとするやつも同じようにアピールする」

			　シエルはムラサメはそんな子じゃないわよ、という目で見てきた。そのくらい俺でもわかる。あくまでも可能性の話だ。

			　だが、他の懸念もある。

			「催眠系の魔法などによって操られたときはムラサメの意思に関係なく俺たちを裏切る。そうしたとき、誰もムラサメを止める魔物がいなかったら、その時点で俺たちは詰んでしまう。それほどひとりを強化するというのは危険なことなんだ」

			　と俺はムラサメを見て言った。

			「それは――確かにその通りね。魔物の中にはそういう精神攻撃をしてくる相手も多いし」

			「まぁ、お前の友達のお嬢様はそういう攻撃はしてこないだろうがな。じゃあ、ムラサメの強化を――」

			「いえ、ご主人様。やはり私の強化は後回しにしましょう」

			「理由を言え」

			「今回の勝負は、あくまでも練習試合です。練習ならば、今の私のままで戦い、足りない部分を見つけることにより、その弱点を補う強化をするべきです。今のままの強化では机上の空論になりかねません。それより、ご主人様の強化をするべきです」

			「俺の強化？」

			「はい。私がこれから迷宮の外で狩りをして、魔物を連れてきます。そのポイントで強化をしましょう。ご主人様の強化はまさに未知数。その強化内容を早めに知ることは何よりも優先されます」

			「……シエルに異存はあるか？」

			「私の強化はしなくていいの？」

			「それは――どうだろ？」

			　シエルの問いの答えが出ずに、ムラサメにそのままパスした。

			「シエルさんは今のままでいいと思います。下手にこのときに強化すれば、不幸特性によりどのような災いがあるかわかりませんから」

			「そこまで不幸じゃないわよ。なんで強化して災いが降りかかるのよ」

			「バストのサイズが一センチ増えたせいでブラが窮屈になって夜中に裁縫してブラのサイズを調整してただろ？　しかもニヤニヤ笑いながら」

			「見てたのっ!?」

			「さすがに見ていて哀れになったぞ。ダンジョンバトルが終わったら、ブラを買いに行こうな。俺が選んでやるから」

			「……どうせタードのことだから変なブラを選ぶつもりでしょ」

			「いや、上下の柄の違う下着を着けているのを見るのも恥ずかしいからな。普通のを選んでやるよ」

			「どっちも見たの!?」

			「お前が勝手に脱いだんだろ」

			　俺が溶解液をかけたときのことだ。

			　ということで、今日の予定は、罠の設置と俺の強化だ。

			　ムラサメに狩りに行ってもらい、その間に、俺とシエルは罠の設置をすることにした。

			　罠と言えば落とし穴のため、キラーアント（♀）に掘らせている。

			　そこに、紙を敷き、シエルの魔法で地面に見えるようにする予定だ。

			　それにしても、キラーアント（♀）は本当によく働く。だが、キラーアント（♂）は報告にくるくらいで、穴を全く掘らない。ほとんど自分の部屋でだらだらしている。

			　完全にキラーアント（♀）のヒモだ。俺を見習って少しは働けと言いたい。

			　まぁ、それもキラーアントの本来の姿らしいので何も言わないけれども、早く子作りを終えて追い出されたらいいのにとは思う。羨ましい。

			「あのお嬢様の魔法の腕はどうなんだ？」

			「ミャーちゃんの魔法の技術はすごいわよ。学年次席の名は伊達じゃないわ」

			「それは首席である自分がすごいって言いたいのか？」

			「……うん」

			　少し恥ずかしそうにシエルが頷いた。

			　恥ずかしいのなら言わなければいいのに。

			「どんな魔法を使うんだ？」

			「攻撃魔法が主よ。攻撃魔法だけなら私も勝てないわ」

			「は？　ダンジョンフェアリーは敵に直接攻撃できないんだろ？」

			「直接はできないわね。でも、脅しとしてや、応用としては使えるわよ。例えば水に火球（ファイアボール）を投げてお湯にしたりとか」

			「それってダンジョンフェアリーとして意味あるのか？」

			「あんまりないわね。だからミャーちゃんは少し変わり者扱いされていることが多かったんだけど、でも一生懸命さは伝わってきたわ。だから私たち四人でよく一緒に特訓もしたし。あ、でも、ダンジョンバトルの公式戦ではダンジョンフェアリーの参戦も可能になるから、そこを目指してのことらしいわよ」

			　とシエルはお嬢様――ニキティスを認める発言をした。

			　なるほどな。つまり友達が少ないお嬢様――彼女の頑張りを最初に認めたのがシエルたちだったわけか。こいつら、本当に仲がいいんだな。まぁ、性格がかなりねじれ曲がっているせいで、ダンジョンバトルをすることになっているわけだが。

			「ボスは竜人(ドラゴニユート)のマーレか。ということは、最初に設置できる魔物もドラゴン系の魔物か？」

			「ううん、たぶんリザードマンだと思うわ。ドラゴン系のスポーンの設置はかなり条件が厳しいから初期配置できないのよ」

			「リザードマンか……」

			　リザードマンとは、二足歩行のトカゲのモンスターだ。

			　その戦闘力はゴブリンより遥かに高く、オークより弱いくらい。

			　シエルの魔法でゴブリンを強化したとしても、相手も当然同じく強化してくるだろうから、ふたりの魔法にかなりの差がないと勝てない。ゴブリンを出したところで足止めにもならないだろう。

			　でも、リザードマン相手というのは少しラッキーかもしれない。

			　作戦その一は思いついた。

			「厄介なのはマーレのほうだな。あいつのことだ。ボスモンスターとか関係なく普通に戦場に攻め込んでくるだろうな」

			　だからこそ紙風船を割るというルールにした。ちなみに、紙風船は試合当日に支給されるらしい。

			「うーん、何か面白い作戦はないか――ベビースライムだと戦力にはならないし」

			「ベビースライムを合体させてスライムにしても無駄よね……」

			　とシエルがひとりごちるように言った。

			「シエル、お前、かなり古い話を知ってるな。言っておくけど、それ、間違ってるぞ」

			　三十年くらい前までベビースライムが三体集まるとスライムになるというのは一般的な常識だった。ただし、合体にエネルギーを使うため、合体したばかりのスライムはとても弱いと。

			　でも、それが間違いだとわかった。

			　合体してベビースライムがスライムになったのではなく、単純にベビースライムが合わさっているだけなのだ。というのも核のところを取り出すと三つのベビースライムの核が合わさったままだったし、鑑定(サーチアイ)を使える人間が調べても名前は変わらないままだった。

			　これまで、スライム相手に鑑定(サーチアイ)という意外と高度な魔法を使った人間などいなかったため、気付かなかったようだ。合体してスライムに擬態しているベビースライムの数もとても少なかったから。

			「うそ、学校で習ったの間違えていたの？　私を騙してるんじゃないわよね」

			「お前、鑑定(サーチアイ)使えるんだから試してみればいいじゃないか」

			「私が学校で学んだことが間違えていたなんて……」

			　シエルが落ち込んでその場に座り込む。

			「……そういえば、敵探知(エネミーサーチ)の魔法ってお嬢様も使えるのか？」

			「ええ。ミャーちゃんも使えるわよ。ダンジョンバトル開始と同時に使ってくるのは間違いないわね。こっちの魔物の数は丸裸よ――あ、でもタードの情報だけは見られないと思うけど」

			「……そうか……シエル。適当に罠を設置していてくれ。俺はちょっと用事ができた」

			「タード、その目。ろくでもないことを思いついたんでしょ」

			「あぁ。本当にろくでもない手だよ」

			　と自分でそれを認めた。

			　だが、確実に勝利を手にするには申し分ない手段だ。

			　

			　

			　だが、問題は購入に必要なポイントだな。

			　ボス部屋に扉を設置したいのでそのポイントを見ると２００ポイント必要と言われた。盗賊たちが皆殺しにされたら７００ポイント手に入るので、それを使わせてもらおう。

			　あとは――あれが必要だな。

			　俺はキラーアント（♀）を呼び、作ってほしいものを説明。できるかどうか聞くと、キラーアントはふたつ返事で了承してくれた。

			　これでなんとかなるなと思って振り返ると、そこにいたのは返り血を浴びたムラサメがいた。突然の登場にさすがの俺もびっくりした。

			　彼女の手には逆さに吊るされた蝙蝠(こうもり)の死骸が五匹分握られている。

			「ポイズンバットか……噛まれなかったか？」

			　ポイズンバットはその名の通り噛みつかれると牙の溝の部分から毒を流し込んでくる魔物だ。致死毒ではないが、一度噛まれたら三日は寝込んでしまう。

			「はい。噛まれましたが――」

			「あぁ、お前の身体硬いもんな。逆に歯が欠けたか。ところで、その蝙蝠(こうもり)はどうするんだ？　さすがに俺も食べたいとは思わないが」

			「シエルさんなら食べそうですが」

			「きっと食べるだろうがやめておけ。涙で前が見えなくなる」

			「御意。それではゴブリンたちに持っていきます」

			「うん、そうしろ。それより、その返り血――着替えたらどうだ？」

			「気になりますか？」

			「あぁ。気になる。ここで着替えたらどうだ？」

			「わかりました――ではここで着替えますね」

			　とムラサメはそう言うと、カタナを地面に置き、着物に手をかけると――

			　

			　その姿を消した。

			　

			　そして、すぐにきれいになったムラサメが現れる。

			「着替え終わりました」

			　と言ってムラサメはカタナを手に取った。

			　…………まぁ、そうだよな。

			　いいよ、あとで部屋で服を脱がせるから。

			　そして、俺はスクリーンを展開して現在のポイントを確認した。

			　

			　５１３ポイント。

			　

			　どうやら目標に届いたらしい。

			　５００ポイント貯まったことで、再び、俺とシエルが集まって俺の強化をすることにした。ムラサメはまた狩りに出かけた。

			「シエル、罠の設置は終わったのか？」

			「もちろんよ。落とし穴、岩の罠、丸太の罠の設置は終わったわ。ゴブリンとキラーアント、ムラサメには通らないようにもう言ったわ。ベビースライムは重量的に発動しないから――最後にタードも気を付けてね。はい、これ、罠の設置している場所を書いた地図よ」

			　俺はシエルから手書きの地図をもらう。

			　地図の中身を確認する前に、俺はその地図の表を見た。

			　

			『古着最大95パーセントオフ！　最安値50シール～』

			　

			　……広告の裏に地図を書いたのか。

			「最近、紙もだいぶ安くなったわよね。本当にチラシが増えて助かってるわ」

			「一応、これ、迷宮の重要事項なんだがな」

			　チラシの裏に書かれた地図をボス部屋の奥の俺たちの自室の壁に貼り、

			「起動(スタート)」

			　と言ってスクリーンを展開させる。

			　魔物管理、タードから強化をする。

			　

			　５００ポイント……これで新たな力が得られるというわけか。

			　とりあえず、触手が伸びたのはなんとなくわかった。

			　そして、もうひとつ。身体の中に何か違和感が。

			　これは――

			　

			　今回は自分の変化に気付きながら、一応管理画面を見た。

			…………………………………………

			名前：バス・タード

			種族：スライム

			年齢：〇歳

			状態：契約（パートナー：シエル・フワンフワン・シャイン）

			スキル：触手３　溶解液１　自己再生１　接着粘液１

			特殊スキル：魔法無効・超硬化

			称号：元人間・ボスモンスター

			備考：前世の知識と記憶一部有

			…………………………………………

			　接着粘液――か。

			　一体、どのくらいの効果があるのだろうか？

			「接着粘液って、ガムスライムが吐き出すあれよね。とにかくくっつく粘液で」

			「あぁ、接着剤として使われているあれだ。どれ、どのくらいの効果があるか試してみるか」

			　俺はそう言うと、シエルの胸へとジャンプした。と同時に体に接着粘液を出す。

			「きゃぁぁ、タード、離れてよっ！」

			「見事にくっついて離れないな――でも、シエル。あんまり柔らかくないぞ」

			「女の子の胸を触って柔らかくないって失礼でしょっ！」

			「ムラサメよりは柔らかいけどな」

			　ムラサメの体はほとんど鉄と変わらないし。

			　よし、暫くこの感触を楽しもうか。

			「タード、本当にこれってどうやってはがれるの？」

			「なんだ、シエル。知らないのか？　スライムの粘着液の中和剤は溶解液が使われるんだぞ」

			「なら、溶解液を……って……溶解液を使ったら私の服が――」

			「あぁ、溶けるな。お前の唯一の服が」

			「そんなぁぁっ！　そうだ！　タードの体の表面をそぎ落とすっていうのはどう？　回復魔法かけてあげるから」

			「断る。そもそも俺には回復魔法は通用しないからな。いいだろ、当分このままで――」

			「ダメに決まってるでしょっ！」

			　

			　俺は笑い、シエルは泣いた。

			　俺たちの迷宮はいつも通りにぎやかだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一方、タードの対戦相手であるニキティスは、豪華絢(けん)爛(らん)なテーブルの上に広げている、先ほど届いた地図を凝視していた。

			　ダンジョンの構造は基本通り。罠を仕掛けそうな場所も予想はできる。

			「シエルは基本に忠実ですから、きっと落とし穴、丸太の罠、岩の罠を使ってきますわね」

			　と、まさにシエルが設置した罠を言い当てていた。そのあたりは昔馴染みの特権でもある。ただし、自分の手の内もだいぶばれているとニキティスは思っていた。

			　マーレの存在も知られている以上、こちらの手勢がリザードマンであることもバレているだろう。

			「正攻法の利点は、知られたからといって痛手は少ないことですわ」

			　とニキティスは後ろに控えるマーレに言った。

			「主様の仰る通りです。ですが、あのムラサメという剣士――油断できません」

			「そうですわね。リザードマンでは明らかに力不足ですわ」

			「私が出向きましょう」

			「マーレでは役不足でしょうが――他に相手できる者はいませんわね。ですが、それは最後の手段ですわ。相手は所詮ひとり。誰かがあの剣士を足止めしている間にボス部屋に入ればいいだけですわ。相手は所詮スライムですもの。リザードマン一体でも余裕ですわ」

			「主様――そのことなのですが、あのバス・タードというスライムは別の意味で油断できない相手です」

			「……どういうことですの？」

			「ああいう輩(やから)は主様に召喚される前に何度か相手したことがあります。何を考えているかわかりません。そもそも、このダンジョンバトルそのものが罠である可能性もあります」

			「本当ですの？」

			「はい。己の利がないときに喧(けん)嘩(か)を買うような者ではありません――防衛戦を指定したのも気になります。もしかしたら侵入者を皆殺しにし、ポイントを獲得するのが目的かもしれません。今回出撃するのは主戦力を除き、出動するリザードマンは全滅する覚悟をお持ちください」

			「……わかりましたわ。マーレの言葉、しかと聞きました」

			「はっ、ありがとうございます」

			　

			　マーレがニキティスを主と認める理由がそこにある。ニキティスはできることは自分でする。部下への指示、他のダンジョンフェアリーやダンジョンボスとの交渉も。勧誘だけはマーレに任せないといけないので付き添うだけだが、そのときの補助も的確。

			　だが、何よりもマーレが彼女を敬うのは、配下の言葉をすべて考察することだ。どんな助言だろうと、ときには的外れな提言だろうと、ニキティスはそれを邪険に扱うことはしない。

			　すべての言葉を聞き、最適な答えを導き出す。

			　マーレは、ニキティスにこそ王たる器があると思ってやまない。

			　だからこそ、こんなところで彼女を躓(つまず)かせるわけにはいかないと思っていた。

			（剣士、ムラサメ。ダンジョンフェアリー、シエル。そしてスライムのタード。あなたたちを私の倒すべき敵といたします）

			　マーレはそう心に決めると、おそらく今、とてつもない作戦を考えているであろうライバルたちに対抗するため、己を高める修練へと向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シエルさん、この服はどうでしょうか？」

			「あぁ、かわいいけどちょっと値段は高いわね」

			「やっぱりスライム用の服は売っていないな」

			「ちょっと、タード！　動かないでよ。服が破れるでしょ！」

			　俺たちは今、混沌の町の古着屋で買い物をしていた。溶解液でシエルの服を溶かすしか解決法がないので、シエルは本気で泣きそうになったが、古着屋で服を買うことで話し合いは解決。

			　チラシについていたクーポン券の利用が今日までだったからだ。

			　そして、二時間の買い物の後、シエルが買ったのは今着ている服と全く同じ学生服三着だった。

			　卒業生や、ダンジョン学園を退学になった生徒が売りにきて在庫過多のためたったの50シールだった。その後、試着室で服を溶かして俺とシエルは分離。シエルは学生服に着替えた。袖も元通りの長さになっている。

			「同じ服を三着も買うなんて、本当にこんな贅沢していいの？」

			「あぁ、贅沢でよかったな。余った金で雑貨品買って帰ろうぜ。さすがに本棚しかない部屋にじっといるのも辛くなってきた」

			「雑貨!?　なに、その魅惑な響き。雑貨を買うなんて子供の頃からの夢だったのよ」

			「なんだよ、その軽い夢。って、そうだ。雑貨屋に行く前にお前の下着を買いに行かないとな」

			「え？　買っていいの？　私、タードに一生ついていくわ」

			「泣いて拝むなっ！　鬱陶しい」

			　俺に足を向けて寝られないと言うシエルの頭を触手で小突いて、追い払った。

			「……シエルさん、本当は幸せ属性持ちなんじゃないですか？」

			　ムラサメが呟く問いに、俺も実はそうなのではないかと思った。ここまで徹底していると少しシエルが羨ましく思えてくる。

			　

			　

			　シエルの日記　春の七十七日　晴れ

			　

			　昨日の日記を書いてすぐに今日の日記――つまり昨日の続きね。

			　ふふふ、今日の私は幸せの最高潮なの。ゴブリンが仲間になったりしたんだけどね、あぁ、あのときはタードにいろいろと酷いことを言っちゃったけど、でもタードが悪いのよね。私に何の相談もしないんだから。

			　でも、ひとつだけタードにお礼を言わないといけないことがあるの。

			　ふふふ、なんとタードが私のバストサイズを一センチも増やしてくれたの。これで●●センチが●●センチに増えたわ。胸の大きな人にとっては小さな一センチでも、胸の控え目な私にとっては大きな一センチよ。この調子で胸のサイズを増やしていけば、いつかタード好みの胸の大きな女の子になれるかしら？

			　あ、タードのためにバストサイズを増やしたいって言ってるんじゃないのよ。ただ、タードに貧乳だとか無乳だとか言われていつか見返してやりたいって思っているだけなんだから。

			　でもバストサイズ一センチ増やすのに次は１０００ポイント――５万シール分のポイントが必要になるのよね。５万シールあったら四年以上毎日コッペパンを食べられるのよね。コッペパンという夢の炭水化物食材を食べて胸に栄養をまわした方がバストサイズ増えるんじゃないかしら？　私の胸が小さいのって、やっぱり栄養の偏りもあると思うのよね。ほら、私って草しか食べていないから――草食系女子だから。

			　……まぁ、遺伝もあると思うんだけどね。私のお母さんも娘の目から言ってもそれほど大きな胸じゃなかったし。

			　そう言えば、シルエッタに昔聞いたことがあるんだけど、牛乳っていう高級飲料が胸の発育にいいそうなのよね――雌のミノタウロスとか仲間にできないかしら？　それより、お金を使って乳牛を一頭買ったほうが早いわよね。タードだって牛乳も好きだろうし、それに私は草に関してはエキスパートだから、乳牛が食べれそうな草が生えている場所をいっぱい知っているし。そうと決まれば早速タードに相談に行きましょ！

			　

			　……相談するためにタードの部屋に行ったらいきなり殴られて、つまらない用事で起こしにくるな！　って怒られたわ。

			　私にとっては全然つまらない用事じゃないのに。私の胸が大きくなるチャンスだって言ったら、タードったら鼻で笑ったのよ。

			　はぁ……私も寝ましょ。

			　でも、ちょっと不思議だったのよね。タードったらまるで私が部屋に入るのを予知していたように、扉を開けるなり叩いてきたのよね。

			　どうしてかしら？　（胸のサイズは消しておきました）

		

	
		
			第五話「そのダンジョンバトル、正攻法では敗戦濃厚につき」

			　

			　太陽がもうすぐ沈もうかという時間。

			　ダンジョンバトルまで残り七時間になり、ひとつ問題が起きた。

			　ランプの燃料が尽きたのだ。

			「…………で？」

			　事の重大さが全くわかっていない俺は、そんな短い返事をした。

			「で？　って、一大事じゃない。ランプの燃料が無くなったのよっ！　どうするのよっ！」

			「どうするって、お前。普段から光魔法結構使ってるだろ？　今も使ってるし――」

			　俺たちが暗闇の中で動けていたのも全部、シエルの光魔法のおかげだ。

			　こいつの光魔法は便利で、本当に太陽の光の下を歩いているみたいに明るい。さすがにすべての場所に光魔法を使っているわけではないが、迷宮の主要な場所にはシエルの光魔法による光の玉が浮いている。

			「そもそもなんでランプがこの部屋にあるのかが不思議で仕方なかったんだが。貧乏なお前にとってランプは高価な品じゃないのか？　油代だってバカにならないだろ」

			「ランプだけじゃないわ、松明(たいまつ)だってあるわよ」

			　とシエルが松明(たいまつ)を俺に見せた。うん、あるのは知っているが、なんで松明(たいまつ)なんて使ってるんだ？

			「なんで……って、魔法を使うとお腹が空くのよ！　光魔法で光の玉を三個生み出したら一日分の食事が必要になるの。それなら、枯草を集めて燃料にしたほうが楽なの」

			「お前、空に浮いたり、ムラサメの分身を作ったりいろいろしてたけど、そんなこと一言も言ってなかっただろ？　というか、今まで光の玉だって普通に作ってたじゃないか」

			「全部タードが悪いのよ！」

			　俺が悪い？

			　……もしかして、俺の魔法無効のせいで、魔法が展開しにくくなり、いつもよりも魔法の発動に必要な魔力が上がったから……とか？

			　だとしても、それは俺のせいじゃないだろ。

			　俺の魔法無効は俺が望んで得たスキルではないのだから。

			「タードが私においしい食べ物いっぱいくれるようになったから、私は草では満足できない女になったの」

			　シエルのその発言に俺は頭が痛くなった。

			「つまり、お前はこう言いたいのか？　自分はいままで魔法を使った後、草を食べて栄養を補給することができたが、贅沢を覚えたせいで草で栄養補給するのが嫌になったと」

			「……平たく言えばその通りね。だから、お願いタード。今日も外で食事を――」

			「我儘言うなっ！　ったく、贅沢を覚えるな。今日はお前は草でも食ってろ。ダンジョンバトルが終わったら――」

			「ダンジョンバトルが終わったら、ご飯を食べに連れて行ってくれるの？」

			「俺が料理を作ってやる」

			　前に雑貨屋でフライパンや鍋、皿、包丁などは買い揃えたからな。竈(かまど)さえ用意すれば簡単な料理なら作ることができる。

			「……素直に草を食べてるわ」

			　落胆したシエルはそう言うと、どこからともなく取り出した茹で上がった草を噛みしめていた。

			　ったく、どういう意味だ。

			「それより、お前もムラサメを見習って体を休めてろ。あと七時間で試合が始まるんだぞ」

			　と俺は壁に立てかけられた鞘(さや)に収まるカタナを見た。

			　ムラサメは精神を集中したいからと言って、マヤカシを解除。カタナの姿で眠りにつき、戦いの開始を待っている。俺が鞘(さや)を抜くまでは起きないそうだ。

			　キラーアントとほとんどのゴブリンは、ボス部屋近くのファーストチキン小屋のある部屋に待機させている。特にキラーアントはクイーンアントとの約束で戦わせることはできないので、動けない状況だ。

			（約束を破って戦わざるをえない状況に持っていけないこともないが、約束を違えるのは時期尚早だからな）

			「そうだ、シエル。この部屋以外の光の玉は解除しろ。わざわざ敵に光を与えることもない」

			「そっちはもう解除済みよ……再び魔法を使うとお腹空くんだけど」

			「草はおいしいか？」

			「……前ほどおいしく感じない……苦い」

			　前はおいしく感じていたのか。

			　まぁ、俺もそのあたりの草は結構食べたけど、まずくはなかったよな。

			「さてと――」

			　と俺は紙風船を手に取った。白い風船――ここには空気が入っている。中の空気が半分以下になったら負け――と言っても、この紙風船は試合に使われる紙風船と全く同じものだ。一応、ポイントで交換して、どういうものか確かめるために取り寄せた。

			　

			「頭に付けるならこっちの風船を付けてくださいね」

			　

			　突然現れたその声に、俺は耳と、そしてその目を疑った。

			　侵入者が迷宮に入り込んだ形跡などどこにもなかった。気配も感じなかった。

			　なのに、いつの間にこいつはここにいる？

			　白キツネの仮面で顔を隠している、燕尾服を着た男――もしもこいつが敵だったら、そして俺に声をかけなかったら、俺はこいつの存在に気付くことなく殺されていただろう。
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			「あんたは何者だ？　ただの人間じゃないよな」

			「申し遅れました。わたくし、ダンジョン戦管理委員のソルベと申します。以後お見知りおきを――」

			「ソルベ様!?」

			　シエルはその名前を聞き、突然大声をあげた。と思うと俺をたしなめるように言う。

			「タード、失礼な口調は慎んで！　ソルベ様はダンジョンフェアリーの中でも知る人ぞ知る有名人なんだから――」

			「……シエルの大先輩ってわけか」

			　ダンジョンフェアリーは全員シエルやニキティスのような奴ばかりかと思っていたが、こいつは俺たちとは次元が違う。

			　絶対に敵に回してはいけない相手だ。

			（少なくとも今はな――）

			　と太々しく笑って見せると、

			「安心して、タード。ダンジョン戦管理委員の人が襲ってくることは絶対にないわ」

			　俺が緊張しているのを知ってか、シエルがそう説明した。

			「シエル様の仰る通りです。私はダンジョンフェアリーであって、既にダンジョンフェアリーではありません。主を守れなかったのですから。では、タード様、こちらをお渡しします。試合開始までに必ず着用し、試合が終了するまで外さないでください」

			　とソルベは俺に紙風船を渡した。ご丁寧にベルトがついていて着用しやすくなっている。

			「試合開始と同時に、ダンジョン入り口から距離五十メートルの地点に転移扉が開きます。転移扉はニキティス様の陣営の方のみが利用可能で、試合終了後十二時間が経過すると自動的に消滅します」

			「あぁ、わかった」

			「それでは、よい試合を――ところでタード様」

			　とソルベは仮面越しに俺の顔を凝視してくる。

			「……なんだ？」

			「いえ、きっとわたくしの勘違いでございましょう。それでは失礼します」

			　とソルベは一礼すると、その白狐(びやつこ)の仮面を外すことなく、忽(こつ)然(ぜん)と姿を消した。

			「主を守れなかった――って言ってたよな。どういうことだ？」

			「ダンジョンフェアリーはダンジョンボスが死ぬと十年間の休眠状態に入るの。でも力のあるダンジョンフェアリーは眠らせておくのがもったいないから、その間、次のボス召喚が可能になるときまでダンジョン戦管理委員として働くの。風の噂には聞いていたけど、本当だったのね」

			「ダンジョン戦管理委員を見るのは初めてなのか？」

			「ううん、ダンジョン戦管理委員は学校の実習訓練で会ったことがあるわ。そうじゃなくて、ソルベ様って私たちの間じゃかなり有名な人なのよ」

			　シエルは彼が去った方向を見て呟くように言った。

			「彼が仕えていたボスモンスターは、人間から魔王と呼ばれる存在だったの」

			「それってつまり魔王が殺されたってことかっ!?」

			「え、ええ。そういう噂が流れていたのよ。ソルベさんがダンジョン戦管理委員で働いているってことは、つまりはそういうことなんじゃない？」

			「……そうか、あの魔王が死んだのか……あの？」

			　自分の言葉に違和感を覚えた。

			　俺は魔王を知っているのか？　しかもなんだろう。噂話とかそういうレベルではなく、直接会ったことがあるような感じがする。

			　すると、さらに今度は、魔王が死んでいることを知っていたかのような感覚に襲われる。

			　初めて知るはずなのに以前から知っていたかのような。

			　既知感と言ったらいいだろうか？

			「タード、魔王を知ってるの？」

			　シエルが尋ねた。この知っているというのは、一般常識的な魔王という存在について知っているということではなく、もっと深く知っているのか？　と言いたいのは聞き返さなくてもわかる。

			「いや、思い出せない。だが、魔王と知り合える人間なんて限られている。もしかして――俺の前世は本当に勇者だったのかもしれないな」

			「……絶対違うと思うわ」

			　とシエルがジト目でそう言った。

			　

			　そして、いよいよ試合が始まる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ソルベというダンジョン戦管理委員からもらった紙風船をマーレの頭につけた。

			　人間サイズの二足歩行の緑色のトカゲの魔物――リザードマンの数は五十。装備はリザードマンの初期装備であるシミターという剣と皮の鎧(よろい)。あと、勧誘したゴブリンを二十用意した。

			　ニキティスは、ゴブリンたちにこの戦いで戦果をあげることができたら幹部クラスの待遇を用意すると伝えていて、先遣隊にするつもりだ。

			　もっとも、ムラサメという剣士相手では魔法で強化したところでまず勝ち目はないのをニキティスは知っている。ようするに、ゴブリンたちは相手の情報を探るための捨て駒であり、ダンジョンフェアリーにとって推奨されている戦い方でもある。

			「もっとも、今回は……制限時間がある以上、悠長なことはしていられませんわね」

			　試合開始五分前。

			　ニキティスは待機しているリザードマンたちに筋力強化の補助魔法をかけた。

			　ゴブリン突入後、内部の様子が確認でき次第リザードマンにも突撃させる。

			　ゴブリンたちへの補助魔法は行わない――残りの魔力はすべてマーレのために使うとニキティスは決めていた。

			　本当ならば、他にも攻められる魔物がいるのだが、すべての手の内を曝(さら)け出すつもりはなかった。

			「起動(スタート)」

			　ニキティスが壁にスクリーンを展開させる。

			　これで戦いの様子を見て、ニキティスは配下の魔物たちに指示を出すことにしていた。既に地図の情報は取りこんでいるので探索の必要がないのは助かる。

			　でも、その前にニキティスには重要な役割があった。

			　

			「時間ですわね」

			　

			　彼女の目の前に転移扉が現れた。

			　最初にゴブリンがゲートに入っていく。今回のルールでは、ダンジョンの外への罠の配置は禁止になっているので心配する必要はないが、それでもゴブリン視点での映像を確認した。

			　そこは雨の滴る森の中だった。

			　暗くてよく見えないが、おそらくは山の斜面だろう。

			　すぐ先に洞窟が見える。

			　それを確認すると、

			「行ってきますわ」

			　とニキティスはマーレを残し、ゲートを潜った。

			　そして、雨に濡れながらも魔法の詠唱を行う。

			「敵探知(エネミーサーチ)！」

			　彼女は大きな声でそう叫ぶと、地面に手を置いた。

			　と同時に、迷宮の中の魔物の種類と数、そしてその場所が明らかになる。

			　

			・ベビースライム15

			・キラーアント２

			・ゴブリン12

			・ファーストチキン４

			・人間８

			・妖刀１

			・ダンジョンフェアリー１

			　

			　ふたつの妙な点に気付いた。

			　まず、一番おかしな点は、ボスモンスターであるスライムの情報がどこにもない。

			（ボス部屋に探知魔法を妨害する何かを用意している可能性はありますわね）

			　ボス部屋が無人になっているが、それはありえないとニキティスは思った。

			　ボス部屋に誰もいないということは、誰かがボス部屋に入り、その奥の扉を開けた時点で迷宮が踏(とう)破(は)されたことになってしまう。

			　それともうひとつ気になる情報が。

			（人間？）

			　魔法の間違いではない。確かにダンジョンの入り口を守っているのは人間のようだ。

			　でも、なぜ人間が？

			　ダンジョンによっては村を迷宮の入り口に作ることはあるが、迷宮の中に村を作るなんてほとんど聞いたことはない。人間の厄介なことは、種族が同じでもその強さはバラバラ。ゴブリンに負ける人間もいれば、パーティを組んで魔王を倒してしまう人間もいる。しかも魔物ではないので配下として従えさせることもできない。つまり、いつ裏切るかわからない人間をダンジョンの懐に入れるのはよほど信用している相手ではないと難しい。それに人間は欲深い生物だ――勧誘するにはそれなりの対価も必要となる。

			（――人間を勧誘するだけの実力があのスライムにあるということですの？　まぁいいですわ。普通の人間なら、私の魔法で強化したリザードマンの敵ではありませんもの）

			　まさか、盗賊に迷宮の入り口を占拠されているなど思いもしないニキティスはそう己に言い聞かせ、

			「ゴブリン隊、迷宮の入り口にいる人間たちを殲(せん)滅(めつ)なさい！　リザードマンはゴブリン隊突入の二分後に突撃ですわ！　わたくしは部屋に戻り、戦局を確認します」

			　と魔物たちに指示を出すと、ゲートの向こう側へと戻った。

			　

			　自分のダンジョンに戻ったニキティスは展開させたままのスクリーンを見た。

			　既に雨に濡れたゴブリンたちがシエルの迷宮の中に入ったところだった。

			　その中の様子を見て、ニキティスは顔を顰(しか)めた。

			（なんですの――これは）

			　入ってすぐにニキティスが見たのは、汚い空間だった。あちこちに食べかすが落ちている。モニター越しなので臭いはわからないが、思わず鼻をつまんでしまうほどに。

			（ゴブリンでももっときれいな空間を保っていますわ）

			　ニキティスは思った。人間もきれい好きな種族のはずなのに、どうしてこのような劣悪な環境で働かせているのかと。

			　もしかしたら、これは人間に対する罰なのか？

			　ニキティスがそう思ったとき、スクリーンにひとりの人間が映った。

			　髭面の、この不潔な空間に似つかわしい男。その男はゴブリンを見ると、

			『ゴブリンだっ！　ゴブリンが入り込んできたぞっ！』

			　と叫び声をあげた。その声に、人間たちが剣を持って集まってきた。

			　

			　そこから戦いが始まった。

			「やはり、ゴブリンでは相手になりませんわね」

			　とはいえ、ひとりの人間を殺せたのは功績ともいえる。

			　そして、ニキティスはようやく気付いた。

			「マーレ、どう思います？」

			「主様の思っている通りでしょう。あの人間たちは敵の配下というわけではなく、迷宮に誘導されたようです。強化魔法をかけている様子もありませんし」

			「防衛側の作戦として、知能が低い野生モンスターを餌で釣って迷宮の入り口に誘導し捨て駒として戦わせる手法があるにはありますが、まさかたったの三日間で人間を誘導して住まわせるとは思ってもいませんでしたわ――タード、やはり侮(あなど)れないようですわね」

			　まさかタードたちが自分の迷宮の入り口を占領されたまま放置していたとは思いもしないニキティスが、そう結論付けるのは致し方ないことだった。

			　かくして、彼女たちのタードへの評価はうなぎ登りに上がっていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「最初はゴブリンか――偵察のようなものかな」

			　俺はスクリーンで侵入者であるゴブリンの様子を見ていた。

			　最初からリザードマンで来るものだと思っていたが。ゴブリンは早々盗賊たちに見つかり、戦闘に入った。

			　ゴブリンはどうやら補助魔法による強化を受けていないらしく、盗賊たちが善戦していた。だが、一匹のゴブリンが隙をついて盗賊が持っていた剣を叩き落すと蹴った。素手で戦ってもゴブリン相手ならば後れをとることはないのだが、武器を失ったことに混乱した盗賊は逃げようとそのゴブリンに背中を向けてしまう――己が壁を背に戦っていたことすらも忘れて。

			　結果、彼はそのまま後頭部を殴られ、命を失った。

			　だが、ゴブリンたちの反撃もそこまで。

			　その後残りの盗賊たちにゴブリン二十体は全員殺された。

			（ゴブリン二十匹で２００ポイント――盗賊ひとりで80ポイントか）

			　合計２８０ポイントの収入。

			　とりあえず２００ポイントを使ってボス部屋に扉を設置した。侵入者が来てからは扉を設置できなくなるからな。

			　よし、じゃあさっそくとりかかるか――と俺は壁に立てかけてある鞘(さや)に収まったままの妖刀ムラサメを鞘(さや)から抜いた。

			　と同時に、着物姿の女性――妖刀ムラサメによって作られたマヤカシが現れる。

			「おはようございます、ご主人様」

			「ムラサメ、起きたところで申し訳ないが、シエルに強化魔法をかけてもらってくれ」

			「かしこまりました――シエルさん」

			「ええ、わかってるわ。でも前に使った分身の魔法は私が近くにいないと効果が発揮されないのよ――私も一緒に行ったほうがいいかしら？」

			「いや、その必要はない」

			　ムラサメの代わりに俺が答えた。

			「ムラサメには魔力強化の魔法をかけてやってくれ」

			　ムラサメの本体はカタナ。通常の肉体強化の魔法では意味がない。それならばマヤカシを生み出すための魔力を強化したほうがいい。

			「わかったわ――」

			　シエルは頷くと、魔法の詠唱を唱え、

			「魔力増強(マジツクアツプ)」

			　と叫んだ。ムラサメを紫色の淡い光が包み込む。

			　ムラサメは刀を構え、

			「これまでと違うのがわかります――魔力が伝わってきます」

			「そうか――じゃあ、ボス部屋の手前で待機してくれ。俺はボス部屋に行って扉を設置してくるから、シエルは後のことを任せたぞ」

			「任せたって、何を!?」

			「何かあったら報告してくれってことだよ！」

			「何かって――あ、リザードマンが突入してきたわっ！」

			　シエルが叫んだ。スクリーンを見ると、侵入者の警告音とともにリザードマンが入り込んでくる映像が映っていた。

			　そして、次の瞬間――盗賊たちは――

			　

			◆　◆　◆

			　

			「お、俺たちが何をしたって言うんだ！」

			　これまで散々悪事を働いてきたにもかかわらず、仲間たちが理不尽に殺されていく様を見てそう叫ばずにはいられなかった。

			　彼の名前はマクガイア。辺境の村の出身でありながらも生まれ持った才覚のおかげで傭兵として成り上がった（と本人は言っているが、傭兵の中では中の上くらいの強さ）。

			　戦場では名を上げたが、無能な指揮官の命令を無視しての行動がきっかけで言われもない悪評が広がり、誰もマクガイアを雇わなくなった（と本人は常々文句を言っているが、実際、彼の身勝手な行動がきっかけで友軍に甚大な被害が出た）。

			　傭兵だったころから共に行動していた仲間とともに盗賊団を結成。

			　主に野宿をしている商人たちに対し、風上に回って戦場からくすねた眠りの香を焚いて護衛もろとも眠らせてから惨殺。金品をすべて奪うというものだった。その作戦は見事にうまくいった。

			　明日には同じ方法で教会の公金を奪い、ついでに仲間を捨ててひとりで遠くの国に逃げるつもりだった。

			「なんでこのタイミングなんだ！」

			　彼の呪(じゆ)詛(そ)にも似た怒りの言葉には、彼の眼前に迫りくるリザードマンの刃を止める力はなかった。

			　

			　こうして、盗賊団は全滅した。

			　自分たちを死へと追いやった本当の相手が、たった一匹のスライムだという事実を知らぬまま。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「人間たちは殲(せん)滅(めつ)したようですわね。リザードマンＡ隊、前進なさいっ！」

			　盗賊を皆殺しにさせたニキティスは、そのままリザードマンを前に進ませる。

			　地図によるとこの先に通路があるはずだが、スクリーンに映し出されているのは木箱の山。どうやら、これで塞いでいるらしい。

			　罠を警戒したニキティスは、一匹のリザードマンに木箱をどけるように指示。一番危険な役目を言いつけられたリザードマンは、だが不安そうな表情を一切見せずに木箱をずらす。そこに見えたのは狭い穴だった。

			　地図に間違いはない。

			　と安心したのもつかの間、ニキティスにとって思わぬトラブルが発生した。

			　人ひとりがようやく通れるような穴に、リザードマンが閊(つか)えた。

			　何があったのかと見ると、壁の縁に手を置いたリザードマンの腕が外れずにいた。

			「接着粘液……ですわね。厄介な」

			　ガムスライムの接着粘液は中和剤がないと剥がれることはない。

			　狭い穴――当然そこを通ろうと思えば、自然と壁を触ってしまうことを見越しての罠だった。殺傷能力は皆無だが、戦いに制限時間が設けられている以上、こういう罠は地味に痛い。

			　さらに言えば、人間たちを倒したことにより得られた高揚感がすべて失われてしまった。当然、士気にも影響がでる。本来ならば、くっついた皮を剥がしてでも前進を促したいニキティスだったが、これ以上の士気の低下、そしてさらに同様の罠が仕掛けられている可能性を考えると、

			「致し方ありませんわね」

			　彼女はポイントを使って中和液を購入。

			　彼女の目の前に、ガムスライムの溶解液が入った液体が三本現れる。

			「マーレ、これをあなたが持っていきなさい。そして、殿は任せましたわ」

			「はっ、仰せのままに」

			　マーレはそう言うと、転移扉の向こうに去っていった。

			　

			（大丈夫ですわ。敵探知(エネミーサーチ)にはガムスライムはいませんわ。となると、この接着粘液はボスモンスターのタードが出したものになります。一匹のスライムに出せる接着粘液の量は限られておりますもの――きっと同じような狭い場所に仕掛け、時間を稼ごうという魂胆でしょうが、だからといって制限時間を使い潰すようなことにはなりませんわ）

			　ニキティスは己を冷静に保とうと、分析をした。

			　中和液が届けられ、リザードマンの手が自由になる。そして、再び進軍を開始した。

			　穴の奥は暗いがリザードマンには暗視の補助魔法をかけているため、問題なく進める。

			　もちろんニキティス自身にもその補助魔法はかけられていて、スクリーン越しでもしっかりと映像を見ることができた。

			　先頭を歩くリザードマンは、罠を警戒し、剣で前方の地面を叩きながら進んでいた。

			　そのときだ。剣が地面を裂いた――という錯覚があった。正確には地面に見えるようになっていた布が裂かれただけだった。

			「落とし穴ですわね」

			　深さはそれほどでもない。せいぜい一メートルほど。

			　だが、穴の底には岩の剣山が敷き詰められていて、落ちれば怪我では済まない。

			　穴の幅は二メートル程度――この程度なら余裕で飛び越えられる。

			　そう判断したリザードマンはニキティスの指示を待たずに軽く助走をつけて穴を飛び越そうとし――結果跳ぶことができなかった。

			　そのまま前のめりに倒れ、剣山の中に落ち――そのまま息を引き取った。

			　彼の後ろにいたリザードマンが、倒れたリザードマンの足元を見る。

			　スクリーンにも映し出されるように、穴の淵ぎりぎりのところに接着粘液がたっぷり塗られていた。

			「なんて古典的な罠ですのっ！」

			　ニキティスは憤(ふん)慨(がい)した。

			　古典的で人を小ばかにしたような罠ほど、嵌(はま)ってしまったときに腹が立つ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おぉ、絶好調だな――」

			　俺は隠し部屋の中で落とし穴に落ちるリザードマンを見ていた。剣で地面を叩きながら歩いているときはもしかしたら剣のほうがくっつくかと思ったが、見事に避けてくれて助かった。

			『ねぇ、タード。聞こえてる』

			　声が聞こえてきた。ダンジョンのボス部屋の奥でのみ、ボスモンスター、ダンジョンフェアリー、もしくはそのどちらかから許可をもらったもののみが使える魔物への通信機能だ。ニキティスもリザードマン相手に通信機能を使って指示を出しているのは明白だ。

			「それにしてもここは本当に暇だな」

			『タード、聞こえてないの？　あれ？　やっぱりタードは魔法が効かないから通信も使えないのかしら。でもタードの声は聞こえているのよね』

			「……………………」

			　俺は黙ってシエルの話を聞くことにした。

			　どうせリザードマンがボス部屋の手前にくるまでは暇だしな。

			　ちなみに、シエルの言いたいことはいつの間にあんな罠を仕掛けたか？　ということだろう。そんなの、試合開始前に仕掛けたに決まってる。

			　とりあえず、最初に不意打ちで一発。落とし穴の前に一カ所、そして――

			　スクリーンを見ると、接着粘液を踏まないように飛び越えたリザードマンが着地すると同時に転んだ。着地点になりそうな場所に接着粘液を塗っておいた。

			　あれは注意していても地味に痛い。

			　しかも飛び越えてすぐのところで倒れていたら、後続が続きにくい。すぐに中和液で溶かすことができないために後ろがどうしたらいいか判断に迷う。

			　そう思ったが、普通にリザードマンたちは飛び越えてきた。

			　もちろん、接着粘液にくっついて倒れそうになるがなんとか堪えて中和液で接着粘液を溶かした。

			　この先は俺は一切接着粘液を使っていない。本当はあと二カ所か三カ所接着粘液を出す余裕はあったのだが――

			「これで十分成果は出ているようだな――疑心暗鬼になって速度が格段に落ちた」

			　シエルが仕掛けた罠を見つけるたびに俺の罠を警戒しているからな。

			『ねぇ、タード、本当に聞こえてないの？　ねぇ、最低スライム！』

			　さっきからシエルがうるさいな。俺に聞こえていないと思ってか、悪口まで言い出した。

			　ならば、俺も反撃するか。

			「それにしても面倒だな。本当は今すぐ降参してこんな勝ってもメリットのない試合なんて降参したいんだが――シエルのためだし仕方ないか」

			『え？』

			　シエルが小さな声を出して驚いた。

			「シエルの奴、唯一の取柄が学年首席みたいなところがあるからな、ライバルに負けたくないだろ」

			『唯一って何よ、唯一って！』

			　シエルが叫ぶが、無視をする体をした。

			『って、怒っても聞こえてないのよね――え？　じゃあ、これってタードの本心？』

			「……でも、なんで俺ってあんなちんちくりんを好きになっちゃったのかな。眼鏡属性好きなんてないはずなのに」

			『タードって、私のことが好きなのっ!?　嘘っ!?』

			「まぁ、バカな子ほどかわいいってことか」

			　最後にからかったが、シエルは俺の言葉が信じられないのか聞こえていないようだ。

			　ちょっとからかいすぎたか？

			『わ、私はどうなんだろ……タードはスライムだけど、ボスモンスターとダンジョンフェアリーって一心同体みたいなものだって教科書に書いてあったし、それに性格は悪いけど今回も私のために頑張ってくれているのなら――私もタードの気持ちに――』

			「シエル、全部嘘だからな。じゃあ、そろそろリザードマンたちがボス部屋手前に来るから通信切るぞ」

			『え、タード！　聞こえてたの!?　一体どこから――』

			　通信を切断し、スクリーンを見た。

			　そして、リザードマンが見たのは、扉の前に挟まるように刺さっている刀の柄だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「明らかに罠ですわね」

			　ですが――とニキティスは苛立つようにスクリーンに映る残り時間を見る。

			　残り時間十分。この扉の奥がボス部屋であることを考えると時間的に問題ないように思えるが、あんまりのんびりもしていられない。いまだに敵の魔物が一体も出てきていないのだから、本番はこれからのはずだと判断。

			　まずはリザードマン一体に扉を開けさせ、どのような罠かを見極めようとニキティスは思った。

			　

			　このときのニキティスの失敗は、リザードマンに即座にその剣の柄を調べさせたこと。そして四十九匹のリザードマンが生き残ったことだった。

			　リザードマンの数が多すぎて、殿を務めているマーレがいまだに部屋の中に入ってきていない。彼女ならば気付いたかもしれない。

			　その剣の柄が、ムラサメが持っていた刀と同じものであることに。

			　

			　マーレが部屋に入るよりも先にリザードマンは扉を開けようとし、剣を鞘(さや)に収め、まずは刺さった刀を抜こうと柄を触った――そして、引っこ抜いた。

			「何も起きませんわね」

			　肩透かし。これで何度目かになる。

			　罠が絶対にあると思っても全くない。ニキティスの考えは少し麻(ま)痺(ひ)していた。最初に人間を使ってゴブリンを迎撃するタードの知略を見せられ、次に接着粘液で三度の嫌がらせに遭って疑心暗鬼に陥ったにもかかわらず、その後は基本に忠実な罠しか存在せずに接着粘液による足止めもない。

			　タードが何を考えているのかわからなくなったニキティス。

			　いや、もしも彼女が冷静な判断の持ち主であっても思いもしないだろう。

			　

			　まさか、最大戦力であるムラサメ自身をカタナの姿で放置し、それをリザードマンに使わせるだなんて。

			　

			　その気配に気付いたのは頭に紙風船を付けたマーレだった。

			「今すぐその剣を離せっ！」

			　発せられた彼女の叫びは、だがリザードマンには届かない。

			　妖刀ムラサメ――その呪いに陥った彼の周りは既に血の海を生み出していた。

			『なんですの、これは一体――』

			「主様、このリザードマンは操られています。傷つける許可をください」

			　通常、配下の魔物には、仲間を傷つけてはいけないという命令を下されている。その命令も呪われているリザードマンには効果がないようだが。

			　そして、ボスモンスターである彼女もまた、その命令をニキティスから受けていた。

			『わかりましたわ。許可します』

			　とマーレが言ったその瞬間、彼女の剣がリザードマンの両腕の二の腕部分を切り落とした。

			　そして、宙を舞うリザードマンの腕に握られた刀の後ろに突如としてムラサメのマヤカシが生み出される。

			「……卑怯な真似をいたしますね」

			　マーレはムラサメを睨みつけた。だが、その怒りはムラサメに対してではない。ムラサメにそのような命令を下したであろうタードに向けての怒りだった。

			「マーレさんの気持ちは痛み入ります。が、私は感謝しているくらいですよ」

			「なぜ？」

			「私の身体は不浄の力が宿っていて誰もが嫌います。主と認めた方まで傷つけてしまいます。が、ご主人様だけは私の力を利用し、そしてその力を使いこなしてくださいます――一振りの刀としてこれほど喜ばしいことはありません。強いて言えば、ご主人様に直接振るってもらいたいものですが――」

			「……なるほど、どうやらあなたの主人はいい部下をお持ちのよう――ですが、ここまでです」

			　とマーレは持っていた刀身の赤い剣を抜く。

			　そして、生き残ったリザードマンを後ろに退かせた。

			「竜血の刃――竜の血と骨を削って作られたこの剣に敵う剣はありません」

			「なるほど、素晴らしい剣です。混沌の町の武器屋にもそのような業物はありませんでした――が、私とてかつては名刀と謳われた刀。決して負けるわけにはいきません。あなたの紙風船、ここで割らせていただきます」

			　と自らの本体である刀を構えた。

			　

			　マーレとムラサメ。

			　

			　ふたりの剣士の戦いが始まろうと言うとき、生き残っていたリザードマンたちに動きがあった。彼らはニキティスの指示に従い、ふたりの戦いの間にボス部屋へと入ろうとしていた。

			　ムラサメは剣の構えを解き、宣言した。

			「こちらから提案します――どうでしょう？　戦いはボス部屋でしませんか？」

			　その提案に、マーレはニキティスの答えを待つ間に、マーレはムラサメに問う。

			「戦いの間にリザードマンがあなたの主を討つ可能性もありますよ？」

			　今もそうしているのだから。だが、ムラサメは首を振って、

			「あなたがそういうことをしない女性だから、私はこう提案しているのです」

			「戦場で敵を信用することは死につながります――が――」

			　とマーレは首を横に振り、笑みを浮かべた。

			「ここは戦場ではなく試合の場。その話、受けて立ちましょう。主からの許可も下りました」

			　そして、ふたりと生き残ったリザードマンはボス部屋の扉を開けて、中へと入る。

			　そこに待っていたのは頭に紙風船をつけた一匹のスライム。

			　彼は笑顔のまま静かに見ていた。

			「ご主人様の目の前で、敵大将の紙風船を割って見せます」

			　ムラサメはそう誓うと、マーレに剣を向けた。

			「とてももったいない――あなたとはもっと別の形で戦いたかったです」

			　とマーレも剣をムラサメに向ける。

			　この勝負、風船が割られたら負けという一見すればムラサメが有利な戦い。だが、マーレを傷つけてはいけないというルールがある以上、実際に有利なのはマーレのほうだった。

			　マーレはわざと怪我をするという選択肢も存在するが、当然そのような考えはない。だが、ルール上ムラサメが狙うのはマーレの頭上の紙風船のみ。他の攻撃に致命的な攻撃が来ることはないとわかっていたら、対処はたやすい。

			　もちろん、制限時間である残り七分が経過すればその時点でマーレの負けにはなるので、ムラサメがひたすら時間を稼ぐという手段も考えられるが、

			（某相手に時間稼ぎができるとお思いなさるなよ）

			　と次の瞬間、マーレが前に飛んだ。

			　ムラサメはマーレの剣をカタナで受け止める――その後、金属同士がぶつかる音がボス部屋に何度も何度も木霊(こだま)した。マーレの剣の重みに、ムラサメは後ろへと下がりながらもその剣を受け止める。

			　背中に壁があたると同時に、ムラサメが横に転がるように飛んだ――がそれを見てマーレは口を開けると――炎を吹いた。

			　

			　ムラサメの刀が炎を薙ぎ払った直後――炎の向こうからマーレの剣が飛んできた――そのように思えるほどに鋭い突きがムラサメに迫ってきた。

			　彼女はそれを己の腕で受け止める。

			　

			　鋼鉄の体でできているはずのムラサメの腕が切断された。

			　痛みはない。

			　もともとその体はマヤカシだ。

			　だが、無事なわけではない。ムラサメの創り出すマヤカシは、ムラサメそのものでもある。もしもその首を切り落とされたら、精神的なダメージがムラサメを襲い、マヤカシの維持が難しくなる。

			　そして――

			「動きが鈍くなりましたね」

			　マーレの言う通り、精神的なダメージはマヤカシを動かす力そのものを弱くさせる。

			「あなたは強い――が、某は既にニキティス様より多くの強化を得ている。主の差が私たちの差です」

			　とマーレの宣言とともに、ムラサメの胴をマーレの剣が突いた。

			　彼女の体は吹き飛ばされ、壁に激突――その場で動かなくなった。

			　

			「今度は別の形で戦いましょう――私も、そしてあなたもこれから強くなります」

			　とマーレは言うと、ゆっくりと相手ボスであるタードに近づいていった。

			　タードは逃げない。ただ何も喋(しやべ)らずにじっとしている。

			「勝負ありのようですね」

			　とマーレはそう言ってタードに近づく。

			　そして、その剣の範囲内にタードを捉えたと同時に天井を見た。

			　天井に開いた穴からゴブリンたちが石を落とそうとしていたのだ。その石で紙風船を割ろうと画策していた。

			「勝利を確信した後の罠――私相手でなければ通用したかもしれませんが――」

			　とマーレはゴブリンが落とした石を一刀両断する。

			「最後の罠もこれまでのようですね」

			　

			　そして、マーレの剣がスライムの――タードの頭の風船を叩き割った。

			　

			『勝負ありのようですわね。残り四分。思っていたよりも時間はかかりましたが、さすがはマーレですわ。おーほっほっほっほ』

			　ニキティスの労(ねぎら)いの声と笑い声ががマーレの耳に届く。彼女は己の剣を主のために使えた喜びを噛み締めた。

			　タードは何も言わない。ただ、ひとりでに開いたボス部屋の奥の扉を潜り、プライベートルームへと向かう。

			　今度は扉がひとりでに閉じた。

			　マーレはそれらをまるでつまらないものを見るような目で見ていると、

			「うっ」

			　とうめき声をあげたムラサメに近づいた。

			（命がけで戦った配下に対し、何の言葉も無しか――あやつには思うところもいろいろとあったが、期待外れのようだな）

			　とそう思い、倒れたムラサメに手を差し伸べたところで、彼女は気付いた。

			　頭の上に何かが落ちてきたことに。

			　そして――

			　

			◆　◆　◆

			　

			「よし、俺の勝ちっ！」

			　突如として頭上から聞こえてきた俺の声に、マーレは愕(がく)然(ぜん)とした。

			　天井に穴が開いていて、そこから溶解液が垂れ、自分の紙風船を溶かしていたのだから。

			「そんな、一体、これは――」

			　まだ何が起こったか理解できていないマーレに俺は説明した。

			「落とし穴にあった地面のように見える穴を天井に貼らせた。お前がムラサメに近づくのを見計らって天井から溶解液をかけた。俺の溶解液はほとんどダメージはないが、それでも衣服や紙を溶かすには十分だからな」

			　そう言って、俺は天井から飛び降りた。その俺をムラサメが受け止める。

			　当然、俺の頭の紙風船は無事だ。

			「ムラサメ、ご苦労だったな。よくぞここで倒れてくれた」

			「いえ、本当は私が彼女に勝つことができればよかったのですが――」

			「お前も最初に会ったときからわかっていただろ。実力に差があるのはわかっているって。まぁ、これから強くなればいいさ」

			　その会話で、ムラサメがわざとこの場で倒れるように戦っていたことにマーレはようやく気付いたようだ。その戦いの中での相手の行動の違和感に気付けなかったことを悔いた表情をしている。

			　そして、マーレは俺に尋ねた。

			「では、さっき私が倒したスライムは一体」

			「あれは俺の影武者だ。というかベビースライムだよ」

			　ベビースライム三匹を組み合わせればスライムの形になる。そう聞いて、シエルに例の目と口の紙をチラシの裏を使って作らせ、張り付けた。頭につけた紙風船は、俺が前もって紙風船の形状を確認するときに用意したものだ。

			　難しい命令はわからないから、頭の紙風船が割られたら奥の部屋にひっこめとだけ伝えておいて、それだけをしてくれた。喋(しやべ)らないからバレる可能性もあったが、スライムって大きさと色以外では見極めは難しいからな。目と口のシールはシエルがそっくりに作ったし、それにベビースライムが合わさったら本物のスライムになるとシエルは思い込んでいた――ということはニキティスも同じことを思っていたはずだ。

			　だから、敵探知(エネミーサーチ)でスライムが探知されない場合、どうしても俺の影武者の存在が希薄になってしまう。もしも本物のスライムを用意して影武者に仕立てていたらバレていたかもしれない。

			「お前のことだ。勝利の一歩手前になっても油断なんてしてくれないだろうから、勝利が確定した後で攻撃することにしたんだ。ゴブリンのひそませている穴をわざと見えるようにしたのは、天井に穴があいていないこの場所での攻撃の成功率を高めるため――まんまとひっかかったな」

			　そして、俺はおそらく見ていてるであろう敵のダンジョンフェアリーに宣言した。

			「どうだ、ニキティス！　俺たちの勝ちだ！」

			　

			　俺が勝ちを宣言すると同時に、転移扉がふたつ出現した。

			　ひとつのゲートからはニキティスが、ひとつのゲートからはソルベが現れた。

			　そして、奥の部屋からシエルが走ってきた。

			　ニキティスの表情はとても怒りに震えていて、そしてシエルは申し訳なさそうにしている。ソルベは――まぁこいつは狐の仮面を被っているのでよくわからない。

			「今回の試合は、タード様の勝利といたします」

			　ソルベの宣言に、シエルが開口一番に、

			「ごめんね、ミャーちゃん！　うちのタードが卑怯なことばっかりして」

			　と謝った。本当に申し訳なさそうにしている。

			　だが、ニキティスは、

			「私のことをミャーちゃんと呼ぶのはおやめなさいと申したはずですわ！」

			「ごめん、ニキちゃん」

			「……別に、わたくしは彼に対し怒ってはいませんわ。怒っているのは自分の不甲斐なさにです。そのスライムの影武者の紙風船を割った後、わたくしは喜びスクリーンから目を離してしまいましたの。もしもスクリーンを見ていたら、もしかしたら天井から垂れる溶解液に気付いたかもしれませんのに」

			「そんな――そんなことないよ。タードは本当に卑怯にかけては天下一で、相手に気付かれないようにしていたし。もしもムラサメが別の場所で倒れていたらあのまま天井で時間まで何もせずにいるつもりだったみたいだし――本当に全部うまくいったのはただの偶然なんだから」

			「こら、シエル！　余計なことを言うなよ」

			「タードが悪いんでしょ！　私に予備のシールとか天井の隠し部屋とか作らせておいて、それ以外は何も教えてくれないんだから！　本当に負けたと思ったのよっ！」

			「あぁ、わかったから黙ってろ。勝利祝いに果実ジュースでも飲ませてやるから」

			「果実ジュース!?　本当、本当にいいの？　私がいつも飲んでる草ジュースじゃないわよね？」

			「お前、いつもそんなもの飲んでるのか――どうだ？　ニキティスとマーレも飲んでいくか？」

			　と俺はふたりを誘った。

			　リザードマンを三十匹近く倒したおかげで、今やポイントは１０００ポイントに届こうかという値にまでなっている。

			　ジュースの二杯くらい奢(おご)っても罰は当たらない。

			　そう思ったが――

			「いいえ、これから反省会を致しますので――タードと仰いましたわね」

			　とニキティスは俺を見ると、そのまま背中を向け、

			「次は負けませんわよ。シエルも首を洗って待っていなさい」

			　そう言うとリザードマンを引き連れてゲートの中へと去っていこうとした。

			「待て、ニキティス、ひとつ忘れていたことがある」

			　と俺は隠し部屋に置いてある袋を持ってきて、それをニキティスに渡し、二、三言葉を交わし、ニキティスと別れた。

			　そして――

			「マーレさん――次は負けませんから」

			「こちらも負けません、ムラサメ殿」

			　ふたりの女剣士もまたお互いに認め合い、そしてマーレが去っていった。

			　急に静かになったな。

			「ソルベはジュースでも飲んでいくか？　ってその面じゃ無理か」

			　と俺はソルベを見てジュースを勧めるのは諦めた。狐の面は顔全体を覆っているからな、その姿で飲み物は飲めないだろう――食事とかどうやって摂っているのだろうか？

			「そうですね、遠慮させていただきます。お酒なら少し迷いましたが」

			「ん？　あんたいける口か――なら混沌の町の美味い地酒の飲める店とか教えてくれよ」

			　それほど酒に飢えてはいないが、それでも好きなのは好きだからな。

			　ぜひともうまい酒に巡り合いたい。

			「構いませんよ――と申したいのですが、次の仕事がございますので、今度会ったときにでも」

			「そうか、それは残念だ。じゃあまた今度な」

			　俺がそう言うと、ソルベはお辞儀をし。

			「ぜひとも一年後に開かれるダンジョンバトル新人戦に参加してください。あなたならばもしかしたら優勝を狙えるかもしれません」

			「そうだな、考えておくよ」

			　俺は曖(あい)昧(まい)な返事をして言葉を濁した。

			　ソルベが去るのを見届け、ゲートが消えるのを確認すると、俺は小さく息を漏らした。

			　新人戦か。まぁ、一年もあるんだ、ゆっくり考えないとな。

			　あと、仲間を増やすのも急務だし、きっとムラサメも今回の戦いで自分に欠けている何かに気付いたはずだ。

			　ポイントを稼ぐために村作りをしないといけないし、冒険者を迎え撃つためのトラップなども工夫をしないといけない――いや、その前に冒険者を引き付ける餌が必要か。

			　やれやれ、いろいろとやることが忙しい。これは酒でも飲まないとやっていられない。

			「ねぇ、タード。ジュースちょうだい」

			「あぁ、そう言うと思って、実はお前の部屋の本棚の上にコップを置いているんだ。早く飲まないとぬるくなるぞ」

			「嘘っ!?　すぐに飲んでくるわ」

			　とシエルが走り去った。

			　その間に俺はスクリーンを展開させ、魔力を回復させるマナポーションを購入した。１００ポイントと高額だが、魔道具の魔力も回復できるからな。

			「ムラサメ、このポーションをカタナに塗っておけ。魔力が回復できる」

			「ありがとうございます」

			「さて、あいつにも本物の果実ジュースを用意してやるか」

			「本物の果実ジュース？　本棚の上に置いているというジュースは偽物なのですか？」

			「あぁ、語(ご)弊(へい)があったな。偽物ってわけじゃない。ただ、果実は果実でも特別な果実でな――」

			　と俺はこれから起こるであろう出来事を想像すると笑わずにはいられなかった。

			　

			「アァァァァァァァっ！」

			　

			　部屋の奥からシエルの絶叫が聞こえてきた。

			「ハバネロっていう激辛の果実ジュースなんだよ」

			「どうしてそんなことを？」

			「……どうして……か。シエルには不運に愛されしものっていう称号があってな。定期的に不運が降り注ぐ運命らしい。だから、俺がその不運を人為的に作ることで、他の不運を遠ざけているのさ」

			「なるほど、そうだったのですね」

			「あいつに言うなよ――まぁ、本音を付け加えるなら、俺も楽しいからって理由も大きいんだけどな」

			　と言ったところで、やけにシエルが戻ってくるのが遅いことが気になった。

			　どうしたんだ？　と思っていたら、

			「……タード、ご馳走様」

			　そう言って帰ってきたシエルの唇ははれ上がり、目には涙が浮かんでいる。

			　にもかかわらず、彼女は幸せそうに笑っていた。

			「ジュースって辛いのね。甘いって聞いていたから最初はびっくりしたわ。でも、高級品だけあって、おいしかったわ」

			「お前、全部飲んだのか？」

			「うん――あ、ごめん、タードの分もあったの？」

			　……シエルが嘘をついている様子はない。でも、激辛好きというわけではない。

			　ただ、ジュースは高くておいしいもの――そういう思い込みが彼女にそう言わせているのだとはっきりわかった。

			「いや、俺は辛いものはあんまり……な。そうだ、ここにイチゴジュースがあるんだが、飲んでみるか？　こっちは甘いジュースだぞ」

			「あ、やっぱりジュースにも甘いものがあるのね。本当に飲んでもいいの？」

			「好きなだけ飲め――」

			　俺がそういうと、シエルは無(む)垢(く)な笑顔で俺に言った。

			「ありがとう、タード！　本当にうれしいわ」

			　その彼女の輝きに、さすがの俺にも罪悪感が芽生えたのだった。

			　

			　

			　シエルの日記　春の七十九日　雨

			　

			　今日の日記はダンジョンバトルについてよ。本当はダンジョンバトルは七十九日ではなく、八十日の零時から始まったんだけど、便宜上七十九日にしておくわね。

			　学校でもらった日記帳もそろそろ頁が尽きそうなんだけど――でも最近は書くことがたくさんあってただの日課だったはずなのに本当に日記を書くのが楽しみになっているかもしれない。

			　結果だけ言うと、今日のダンジョンバトルは勝ったわ。

			　タードったら本当に卑怯な手段ばっかり使って、ミャーちゃんに悪いことをしたかもって思ってるんだけど。でも、混沌の町の授業で見た本格的なダンジョンバトルなんて、私たちのダンジョンよりも残忍でポイントをたくさんつかう罠――吊り天井だとか爆発うる部屋だとか使われているから、それを考えると普通なのかしら？

			　私としては罠にポイントを使うよりも、ご飯にポイントを使って欲しいんだけど。

			　

			　でも、タードに散々文句を言った私だけど、本当はすごい嬉しかったの。

			　だって、私、今回の勝負に勝てるなんて本当は全く思っていなかったんだもの。マーレってすごく強そうだし、そりゃムラサメも強いのはわかるけど、ミャーちゃんのことだからポイントでバストサイズを大きくしたりなんてせずにほとんどマーレの強化に使っていそうだし。

			　だから、嬉しかった。

			　勝ったことに、じゃない。タードが諦めずにいてくれたことに。

			　だって、私はボスモンスターとして召喚した相手がスライムだったとき、もう全部諦めちゃっていたんだから。スライムがボスなら、他の魔物の勧誘もできるはずがないし、ダンジョンバトルで勝てるはずもない。そもそもダンジョンボスとして契約できるなんて思っていなかったから十年間の冬眠は覚悟していた。

			　なのにタードったら、僅か数週間でここまでダンジョンを大きくしちゃって、ゴブリンを五十匹以上も配下にしちゃって、さらにはダンジョンバトルに勝っちゃうんだもの。

			　もちろん、タードのセクハラ発言とか、卑(ひ)猥(わい)な発言にはいつも悩まされているし、胸のサイズをバカにされるのは腹が立つけれど、でも――

		

	
		
			エピローグ

			　

			　ダンジョンバトルが終わった翌朝。本来ならダンジョンを破壊にきた冒険者とダンジョンボスが生死を分けた戦いを繰り広げるはずのボス部屋に、血の臭いの代わりに料理の香ばしい匂いが立ち込める。

			「タード、これって……」

			　プライベートエリアから出てきたシエルがわなわなと震える手を前に出す。

			　ボス部屋には多くの料理が並べてあった。

			「俺が作った。火は最低限しか使わなかったから、この程度しかできないがな」

			　ファーストチキンの卵で作ったオムレツと、周囲の山菜類のお浸し。バター入りのコッペパンはポイントで購入した。

			「タードって料理ができたの？」

			「やろうと思えばもっと凝った料理もできるんだけどな」

			「私も食べていいの？」

			「おう、お前にはちゃんとおいしい草を摘んできてやってるぞ」

			　と俺はお皿に山盛りになっている草をシエルに渡した。

			「なんでよ！　私にもふわふわオムレツを食べさせてよ」

			「食べもせずになんでふわふわだって決めつけてるんだよ――まぁ、ふわふわだけどな。お前が要らないって言ったんだろっ!?」

			　ダンジョンバトルが終わったら料理を作ってやるって言ったのに、俺の料理を食べるなら草を食べるって。

			「ごめんなさい、私が悪かったです」

			　プライドがないのか、シエルが即座に謝る。とてもではないが昨日のニキティスが学年次席でこいつが学年首席とは思えない、見事な謝罪だった。おそらく、ニキティスが今のシエルと同じ立場だったとして、さらに三日間何も食べていない状態でも謝罪などしないだろう。

			　まぁ、これがシエルの良いところといえば良いところなのだろうが。

			「仕方ない、少しなら食べていいぞ」

			「……え？」

			　シエルは土下座の姿勢から顔を上げ、目を丸くして俺を見た。

			　なんだ、その顔と声は？

			　まるでかわいい小鳥の幽霊でも見たような顔をしやがって。

			「食べていいの？」

			「ニキティスたちの分も用意していたからな。ムラサメは飯を食べないし余らせるのももったいないだろ」

			　ニキティスとマーレにはしばらくダンジョン領域に待機して、できれば泊まっていってもらいたかった。そうすれば、侵入者ポイントとしてそれなりのポイントが入手できたのに。

			「……媚(び)薬(やく)とか入ってない？」

			「お前に媚(び)薬(やく)なんてもったいない気もするが、今からポイントで購入して入れてやろうか？」

			「嘘です、ごめんなさいっ！」

			　シエルはそう言うと立ち上がって奪うようにオムレツの皿を掴んだ。

			　そして、匙(さじ)で掬(すく)って自分の皿に入れる。

			　その顔は本当に幸せそうだ。

			　昨日はハバネロジュースをシエルに飲ませて悪いことをしたからな。その罪滅ぼしのようなものだ。それに、日記にあんなことを書かれたらな。

			「……んー、卵とトマトソースのいい香りが鼻を通り抜けて口いっぱいに広がり、それでいて濃厚なバターの香りが新鮮な卵を――」

			「そういうのは食べてから言うセリフだろ」

			　なんで食べずにそれだけ感動できるんだ？

			　俺と同じ疑問をムラサメも思ったようで、

			「そういえば、私の故国では鰻(うなぎ)の香りだけでご飯を食べる人がいたそうですが、もしかしたらシエルさんは食べ物の香りだけでご飯を食べるタイプかもしれませんね」

			「甘いな、ムラサメ。シエルはたとえ何もなくてもご飯だけでおいしく食べることができる奴だ。というよりご飯だけで大喜びだ」

			「そうかもしれませんね」

			　シエルはルンルン気分でオムレツを食べようとする。

			　さて、俺も残りの半分を食べるかと思ったとき、シエルは何かを思い出したように、お皿を持ったままボス部屋の奥のプライベートルームに通じる扉に向かおうとした。

			「シエル、どこに行くんだ？」

			「水差しを取りに行くのよ。飲み物がなかったら嫌でしょ？」

			　そうか、水差しを取りに行くのか。

			　確かに飲み物は用意していなかったな――ニキティスもシエルもまだガキだから酒は用意していないし――ん？

			　俺は残りのオムレツを体の中に取り込みながら、何か忘れている気がすると思った。

			　それが何か思い出せない。一体、何を？

			「はっ！　シエル、ちょっと待――」

			「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			　俺が止めるのも待たずに、シエルが悲鳴を上げた。遅れて何かが割れる音も聞こえてくる。

			「遅かったか……」

			「タード、これは一体なんなの？　前にもこの痛み味わった気がするんだけど」

			「マーレがムラサメに手を差し伸べずにボス部屋を突破したり、マーレとムラサメの戦い中にリザードマンが隙をついてボス部屋を突破しにかかる可能性もあったからな。扉のこちら側の取っ手の部分に、例の電流鞭(むち)を仕込んでおいたんだ。すっかり忘れていたよ。一応その扉はボス部屋に入るための扉よりも高いポイントを使ってるから、スクリーンを使って自動開閉できるぞ？　まぁ、電流は一度きりだから今は普通に開け閉めしたらいいと思うが」

			　と俺はスクリーンを展開させ、扉を開いた。

			「……そういうことは私にも教えてよ――ってあぁぁぁぁぁっ！」

			　二度目の悲鳴、今度は痛みではなく悲痛な叫びだった。

			「わ、私のオムレツが……」

			　シエルが電流の痛みに驚いたとき、反射的に持っていたオムレツの乗った皿を放り投げてしまっていた。オムレツは無惨な姿となって、割れたお皿と一緒に地べたの上に置かれている。

			「さ、三秒ルール、三秒ルール」

			「とっくに三秒は経過しているし、オムレツに三秒ルールは適用されんっ！　ていうかそれを食べたら確実に皿の破片も口に入るからやめろっ！」

			「だ、だってっ！」

			　とシエルが泣き叫んだとき、プライベートルームから両目と口に分裂したベビースライム三匹が料理の匂いにつられてやってきて、割れた皿とオムレツの上に飛び乗った。

			「あぁぁぁぁぁっ！　私のオムレツがぁぁぁっ！」

			「ええい、やかましい。またいつか作ってやるよ」

			「本当に!?　いつかっていつ？」

			「いつかはいつかだ。それより、早くしないと食べる物がなくなるぞ？」

			　と俺はテーブルの上を見た。

			　とシエルが見たのは、先ほどまで天井で待機していたゴブリンたちが俺の作った他の料理を食べ終わる瞬間の光景だった。

			「あぁぁぁぁぁぁっ！　私の料理が――まだ一口も何も食べていないのに……」

			「ゴブリン、思ったより食費がかかりそうだな――これはベビースライムスポーンの数を増やす必要がありそうだ……そうだ、シエル。ベビースライムでも食べるか？　あれならまだいっぱいあるぞ？」

			「……私、ベビースライムアレルギーだから触るのは大丈夫だけど食べられないの」

			「そういえばそうだったな――」

			　と俺はシエルの肩に触手を置いた。

			　哀れな奴だ。うちのダンジョンの食糧の大半がベビースライムのため、シエルは結局は草に頼るしかないというわけか。

			（今日だけだからな）

			　と俺はスクリーンを展開させ、そしてそれを購入した。

			「……タード、これって」

			「ジャムとバターの入ったコッペパンだ。食べていいぞ」

			「ありがとう、タードっ！」

			　そう言ってシエルは俺に抱き着いてきた。

			　シエルのあばら骨が顔に当たり、色気もなければ興奮もしないな。

			　でもまぁ、たまにはこんな色気のない話も悪くない。

			　

			　昨日のシエルの日記を見て、俺は思わず苦笑したんだから。

			　

			『あんな最低なスライムのタードだけど、でもタードが私のパートナーで本当によかったと心から思うわ。願わくば、ふたりで魔王とそのダンジョンフェアリーを目指せたらいいのに』

			　魔王ね。

			　そんなのになったら勇者に命を狙われるだけなんだぞ？

			　でも、俺の最弱とシエルの不幸――こんなダメダメなコンビで魔王を目指すのは悪くないかもしれない――俺はそう思ったものだ。

			　

			「ねぇ、タード。このコッペパンに睡眠薬とか――」

			「仮に入っていたら顔に落書きしてやるから黙って食え」

			「うん、いただきます」

			　

			　冒険者が訪れ、魔物と戦い生と死が行きかうダンジョン。

			　そのボスとして生まれた俺だったが、せめて今このときだけは、この平和な時間を満喫したいものだ。

		

	
		
			番外編「その日記、筒抜けにつき」

			　

			「タードっ！　私の日記勝手に読んでるでしょっ！」

			　ダンジョンバトルの祝勝会の後、料理の準備や残った罠の跡片付けなどの指揮をしてさすがに眠くなった俺が休んでいると、シエルがいつも通り騒がしく俺の寝込みを襲ってきた。

			　寝込みを襲うならもっと夜に、しかも色っぽい姿で来て欲しいものだ――まぁシエルのような幼児体形相手ではたとえ俺が言ったようなことになっても触手が硬くなったりはしないけどな。

			「なんだ、朝っぱらから――今日は昼からゴブリンたちを迎えに行くから、その準備をしているんじゃないのか？　そうだ、分身の魔法をもう一度ムラサメに使ってくれよ。ムラサメを使って面白い遊びを思いついたんだが」

			　ムラサメも今朝早くに狩りに出かけているが、昼前には帰ってくるだろう。

			「嫌よ。あれって結構疲れるし、それにどうせタードのことだから面白い遊びって変態的な遊びなんでしょ？　それより、私の日記を勝手に読んでるでしょ？」

			「あぁ、勝手に読んでるぞ」

			「とぼけても無駄よっ！　決定的な証拠はないけど、状況証拠は揃ってるのよっ！　例えば昨日、私がベビースライムアレルギーだってことは日記には書いていたけどタードに言ったことなんてなかったのにタードは知ってたし…………って、あれ？　認めるの？」

			「認めるも何も、他人の日記はこっそり読むために存在するんだろうが」

			「うわっ、最低っ！」

			　シエルが言い放つ。

			　こいつには何度最低と呼ばれたことか。その最低の配下であるお前は最底辺未満の位置にいることに気付いていないのだろうか？

			「日記で俺の悪口を書いてストレス発散しているお前も最低だと思うが？」

			「……うっ、それは……でも日記ってそういうものじゃないの？　表では口に出して言えない気持ちとか、そういうものを書いては心の整理をするためのものでしょ？」

			「そうだな――それは間違えていないと思う」

			　俺は頷いた。確かに日記とはそういう意味合いを持つ。

			　シエルがどんな不幸な目にあっても次の日にはケロッとした表情で俺の前に現れるのも、もしかしたら日記の効果があるのかもしれない。

			「じゃあ、やっぱり他人の日記を読むなんて最低じゃないっ！　心の中を覗き見るようなものでしょ？」

			「……そうだな、悪かったよ」

			「そんなこと言っても誤魔化されない――ってあれ？　今なんて言ったの？」

			「俺が悪かったって言ったんだ。正式に謝罪の言葉を述べている」

			　俺が素直に謝罪の言葉を述べると、まるでシエルは拍子抜けしたかのように、

			「う、うん――わかればいいのよ」

			　とだけ言って頷いた。俺が謝るなんてまるで想像だにしていなかったかのような顔だ。

			「言っておくが、俺は自分に否があると思ったら素直に謝罪するぞ？　今まで謝らなかったのは俺に否があるだなんて思っていなかったからだ」

			「そ、それはどうなのかしら？　タードって今までかなり問題を起こしてきた気がするけど……でもタードのこと少し見直したわ。話が通じることもあるのね。じゃあ、今度から私の日記を勝手に読まないと約束――」

			「ところで、ここにニキティスの学生時代の日記があるんだが――」

			「なんであるのっ!?」

			　俺が本棚の隙間から一冊のノートを取り出すと、シエルが驚いて大きな声を上げた。

			「ダンジョンバトルをすることになってニキティスが帰った後、俺たちを追いかけてきたリッシュに渡されたんだよ。お前は日替わり定食を食べて意識が消失していたから、俺が代わりにな。学生時代にニキティスがお前たちの部屋に泊りに行ったことがあったんだろ？　確か上級生の卒業テストの前に」

			「うん……懐かしいわね」

			「あのときに忘れていって、そのまま返せなかったんだってさ。だから昨日のダンジョンバトルのときに返すようにリッシュに頼まれたんだが――うっかり忘れてた」

			「うっかり？　本当にうっかりなの？」

			　シエルが疑いの眼でこちらを見るが、本当にうっかりだ。

			「まぁ、中身は見たけどな。ニキティスの弱点でもあれば儲(もう)けものだって思って――まぁ、思っていたような収穫はなかったよ。シエルのことはいろいろと書かれていたけど」

			「……え？　私のこと？」

			　シエルの問いに俺は頷いた。

			　というより日記の後半はほとんどシエルのことだらけだったな。毎日書いているわけではないが、それでもニキティスの心の変化は見ていて楽しかった。

			　シエルのファンクラブがあり、さらにニキティスがその会員だというのはさすがに俺も驚きを禁じ得なかった。こんな幼児体形のどこがいいのやら。

			「じゃあ、この日記は今度混沌の町に行ったときに返し忘れたとリッシュに返さないとな――確か混沌の町にはダンジョンフェアリーへの荷物を預けるための私書箱があるんだろ？」

			「う、うん。私も最近は見に行ってる。ほとんどダイレクトメールしか入っていないけど」

			「そうか――じゃあお前がゴブリンを迎えに行く前に、さっさと済ませてしまうか」

			「タ、タード。もしよかったら私が届けてこようか？」

			「ん？　どうしてだ？」

			「ほら、タードって寝起きだし、寝ぐせを整えたり服を着替えたりする時間も必要……ないわね。えっと歯を磨く――って磨く歯もないわね」

			　しどろもどろになりながらも俺に気を遣うシエルに、

			「あぁ、まぁ俺ももうひと眠りしたいからな。じゃあシエル、頼むわ」

			　と日記帳を渡して俺は欠伸(あくび)をして目を閉じた。

			「う、うん。じゃあ私は自分の部屋で準備してくるわね」

			　と言って、隣の部屋に引っ込んだ。

			　さて――と俺は目を開け、スクリーンを展開させて、いつも通り隣の部屋の様子を探る。

			　そこでは、シエルの葛藤劇が繰り広げられていた。

			「これはミャーちゃんの日記よ、勝手に読むなんて許されないわ。すぐに返すべきよ」

			「でもこれは私のことが書かれているのよ、つまり私にも読む権利があるじゃない。それに文字っていうのは読まれるために存在するんだからこの日記だって読まれたがっているはずよ」

			「それは屁理屈よ！　だってさっき私がタードに注意したばかりじゃない。他人の日記を読んだらダメだって」

			「大丈夫よ、ここで読んだって気付かれることはないわ。タードももう寝ているし、もしも日記が読まれた形跡があるってミャーちゃんが気付いてもタードが読んだって言い張ったらいいだけじゃない」

			「気付かれる気付かれないの問題じゃない、私の心の問題よ。ミャーちゃんの日記を読んだという罪はいずれ後悔となって私にのしかかってくるわ」

			「それを言ったら読まずに返したときの方が後悔するわよ。今読まないと、私は永遠にミャーちゃんの日記を読むことができないのよっ！」

			　ちなみに、これはシエルふたりによる会話劇。

			　分身の魔法を使い、自分を二人用意して討論しているわけだ。

			　心の中の天使と悪魔を実際に見るのは初めてだ。

			「あなたが見ないのなら私が見るわ」

			「だ、ダメよ。どっちが分身だとしても魔法が解けたら記憶は共有されるんだから」

			「――もう埒が明かないわね。こうなったらジャンケンで決めない？」

			「ジャンケン？　そうね……ジャンケンなら公平よね」

			　と話が変な方向に向かう。

			　そして、

			「ジャンケンポン！　アイコでしょっ！　アイコでしょっ！」

			　とジャンケンは続く。アイコが延々と。

			　ジャンケンは偶然ではない、精神勝負だ。

			　例えば、シエルは自分は高確率で最初にグーを出すと知っているとする。するとそれを裏をかくためにパーを出す――本体も分身もふたりとも。特にシエルのように頭のいい奴ならなおさら閃きではなく頭で考える。本体、分身、それぞれ同じように。

			　アイコが続くのは必然だ。

			　だが、勝負は思わぬ方向で幕を閉じた。つまり、勝負はずる賢い者が勝つ。

			「あ、タードっ！」

			　とジャンケンを出すとき、悪魔側のシエルが叫んだ。

			　咄(とつ)嗟(さ)に天使側のシエルが振り向く――その隙に、悪魔側のシエルは天使側のシエルの手を見てそれに勝つ手を用意した。つまりは後出しだ。

			「ごめん、見間違いだった。勝負は私の勝ちね」

			　と悪魔側のシエルが言い放つ。

			「……そのやり方、タードに似てるわよ」

			「で、どうする？　ここで消える？　私と一緒に日記を読む？」

			「……一緒に読みましょ」

			　とふたりは仲直り――まぁ、欲望に忠実になったということか。

			　そして、ふたりはドキドキと鼓動を高鳴らせ、日記帳を開き、最初のページを開いた。

			　そこには一言、こう書かれている。

			　

			『アホが見るブタのけつ』

			　

			　さて、俺はスクリーンを閉じた。と同時に、

			「「タードっ！」」

			　ふたりのシエルが突撃してきた。

		

	
		
			[image: p_246.jpg]
		

	
		
			「なんだ、朝っぱらから――今日は昼からゴブリンたちを迎えに行くからその準備をしているんじゃないのか？　そうだ、分身の魔法をもう一度ムラサメに使ってくれよ。ムラサメを使って面白い遊びを思いついたんだが」

			　ムラサメも今朝早くに狩りに出かけているが、昼前には帰ってくるだろう。

			「「嫌よ。あれって結構疲れるし、それにどうせタードのことだから面白い遊びって変態的な遊びなんでしょ？　って何さっきと同じこと言ってるのよ。何よ、これっ！」」

			　とシエルたちは声を重ねて俺の字で書かれている日記を指さし、興奮するように叫んだ。

			「ん？　あぁ、間違えた。本物の日記は昨日ニキティスに返したんだった。顔を真っ赤にして『読んでないわよね？　読んでいたら殺すわ』と言ってきたから、『冷凍ミカン』って言ってやったらさらに顔を赤くして涙まで流して無言で帰っていったぞ」

			「「冷凍ミカン!?　ミャーちゃんと冷凍ミカンに一体何があったのっ!?　ねぇ、タード――」」

			「他人の日記を読んだり中身を知りたがるのは最低じゃなかったのか？」

			「「うっ……それは」」

			　とシエルがうめき声を漏らし、

			「あ、魔力がもったいないから私はそろそろ消えるね――」

			　と言って、分身だった悪魔側のシエルが消えた。

			　消えたところで――

			「結局意識は私の中に残るのよね」

			　とシエルが悪態をつくように吐き捨てる。

			「で、他人の日記を読むのはなんだって？」

			「えっとね――うん。ちょっと魔が差したのよ――ほら、私って一見無害な女の子だけど、魔物の一種だし」

			「さて、今度ニキティスに会ったときにでも――」

			「お願いだから誰にも言わないでください、お願いします」

			「じゃあ、そうだな――俺がもしも魔王にでもなれたら黙っておいてやるよ」

			「え？　それって私の昨日の日記のこと？」

			　とシエルは目を赤く腫らして言った。

			「……バカにしてるんでしょ。タードに魔王を目指させるなんて。無理なことくらい私でも――」

			「いや、スライムとして生まれ変わったからには、魔王くらいにまでならないとな。最弱が最強を目指す――男として生まれたからにはこれ以上に痺(しび)れるシチュエーションはないだろ？　なってやるよ、歴代最強の魔王にな。それでもって、世界中の美女や美味い食い物を集めて酒池肉林の乱痴気騒ぎを毎晩繰り広げてやるぜっ！」

			　と俺は自分でもわかるほどに下品な笑い声を出した。

			　すると、シエルは肩を震わせて、目を見開いて叫んだ。

			　

			「最っ低っ!!」

			　

			　その声はダンジョンの中いっぱいに広がった。

			　

			「他人の日記を勝手に読むほうが最低だと思うが？」

			「そ、それは。でもタードだって私の日記を――」

			「部下の魔物の管理はダンジョンボスである俺の役目だろうが。お前は友達の日記を興味心だけで読んだんだぞ？　それは最低じゃないのか？」

			「……うっ、えっと、でもやっぱりちょっと気になって……ごめんなさい」

			「正直は美徳だが、悪事を正直に話したところで悪事が消えてなくなるわけじゃないぞ。それに謝るなら俺じゃなくてニキティス相手にだろ」

			「そんなことできるわけないじゃない――ねぇ、タード。この話はもうなかったことに」

			「やだ」

			　こうして俺とシエルのバカな会話は今日も続く。

			　俺とシエルが本当に魔王と魔王に仕えるダンジョンフェアリーになれるのか？

			　それはここで語ることではないし、俺が知るわけがない。
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